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上越教育大学　施設カルテ 平成２１年７月１５日現在

講座
ｺｰﾄﾞ

部屋
ｺｰﾄﾞ

調査
票
№

コース
科目等

棟
ｺｰﾄﾞ

棟名称
室

番号
面積
(㎡)

室名称
部屋利用責任者

（氏  名）
省エネ

整理
状況

高所
（1.8m）
に荷物

廊下に
物品

共同使
用につ
いて

平均使
用人数

(a)

最大使
用人数

座席数
(b)

収容率％
(a/b)

前期使用
時間（時

間）

前期稼動
率％

後期使用
時間（時

間）

後期稼動
率％

年間使用
日数（日）

年間稼働
率％

床仕上 壁仕上 天井仕上 天井高
高効率
照明

電気
ｺﾝｾﾝﾄ
（箇所）

情報
ｺﾝｾﾝﾄ
（箇所）

電話
ｺﾝｾﾝﾄ

ｽﾋﾟ-ｶ ﾃﾚﾋﾞ
自火報
感知器

ガス
（1有・0

無）

水道排水
（1有・0

無）
冷暖房

換気
0なし
1排気

網戸
（1有・0

無）

AV機器
（1有・0

無）

ﾏｲｸ・音
響

（1有・0

スクリー
ン

（1有・0

特殊設備
１

（名称）

特殊設備
２

（名称）

21 180 479 学習臨床 1010 人文棟（低層） 110 38 学習臨床資料室 南部　昌敏 H21限定使用 Ａ Ａ Ｅ
ﾀｲﾙｶｰ
ﾍﾟｯﾄ

壁紙
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,700 1 0 1 0

23 170 480 共同利用 1010 人文棟（低層） 111 38 演習室 （未定） Ａ Ａ Ａ Ａ Ｄ － － － #VALUE!
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

内装用仕
上塗材仕

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,700 0

23 160 499 共同利用 1010 人文棟（低層） 112 38 学習臨床院生研究室（暫定）
学習臨床研究世話役
（布川　和彦）

H21暫定 Ａ Ａ Ａ Ａ Ｄ 0

21 200 講義室 1010 人文棟（低層） 113 100 講義室 教育支援課 Ａ Ａ Ａ Ａ Ｄ 86 33 82.5% 250 69.4%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

3,050 0 3

21 200 講義室 1010 人文棟（低層） 114 66 講義室 教育支援課 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 18 45.0% 250 69.4%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

3,050 0

18 160 教職大学院 1010 人文棟（低層） 115 80 教職大学院ゼミ室
教育実践・学校運営コース長
（西川　純）

Ａ 18 45.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

3,050 0

21 170 481 共同利用 1010 人文棟（低層） 209 68 ＴＶ会議スタジオ 教育支援課 Ａ Ａ Ａ Ａ Ｄ 10 40 25.0% 4 10.0% 7 17.5% 38 10.6%
ﾀｲﾙｶｰ
ﾍﾟｯﾄ

SOP塗 EP-Ⅰ塗 3,050 0

33 160 426
情報ﾒﾃﾞｨｱ教
育支援ｾﾝﾀｰ

1010 人文棟（低層） 210 68 情報演習自習室
情報ﾒﾃﾞｨｱ教育支援ｾﾝﾀｰ長
（南部　昌敏）

Ａ Ａ Ａ Ａ 21 21 170 47.2%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

3,050 0

33 160 427
情報ﾒﾃﾞｨｱ教
育支援ｾﾝﾀｰ

1010 人文棟（低層） 211 48 教育情報訓練室１
情報ﾒﾃﾞｨｱ教育支援ｾﾝﾀｰ長
（南部　昌敏）

Ａ Ａ Ａ Ａ Ｄ 170 47.2%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

3,050 0

33 160 428
情報ﾒﾃﾞｨｱ教
育支援ｾﾝﾀｰ

1010 人文棟（低層） 212 50 教育情報訓練室２
情報ﾒﾃﾞｨｱ教育支援ｾﾝﾀｰ長
（南部　昌敏）

Ａ Ａ Ａ Ａ Ｄ 170 47.2%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

3,050 0

21 200 482 講義室 1010 人文棟（低層） 213 38 小講義室 教育支援課 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 15 36 41 7% 29 72 5% 14 35 0% 250 69 4%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ 複層模様 ﾛｯｸｳｰﾙ

3 050 0 321 200 482 講義室 1010 人文棟（低層） 213 38 小講義室 教育支援課 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 15 36 41.7% 29 72.5% 14 35.0% 250 69.4%
ﾙ 吹付 化粧吸音

3,050 0 3

21 200 483 講義室 1010 人文棟（低層） 214 38 小講義室 教育支援課 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 8 36 22.2% 30 75.0% 20 50.0% 250 69.4%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

3,050 0 3

21 200 484 講義室 1010 人文棟（低層） 215 38 小講義室 教育支援課 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 16 36 44.4% 32 80.0% 8 20.0% 250 69.4%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

3,050 0 3

21 200 493 講義室 1011 人文棟 101 38 共用講義演習室 教育支援課 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 12 36 33.3% 26 65.0% 15 37.5% 250 69.4%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 0 3

99 300 516 管理部門 1011 人文棟 102 38 機械室 施設マネジメント課 Ａ Ａ Ａ Ａ － － － － #VALUE! 360 100.0% 防塵塗料 EP塗 EP塗 3,645 0

99 300 517 管理部門 1011 人文棟 103 66 電気室 施設マネジメント課 Ａ Ａ Ａ Ａ － － － － #VALUE! 360 100.0% 防塵塗料 EP塗 EP塗 3,645 0

21 200 464 講義室 1011 人文棟 104 66 中講義室 教育支援課 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 15 54 27.8% 26 65.0% 18 45.0% 250 69.4%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

3,050 0 3

21 200 465 講義室 1011 人文棟 105 66 中講義室 教育支援課 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 8 54 14.8% 23 57.5% 14 35.0% 250 69.4%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

3,050 0 3

21 200 466 講義室 1011 人文棟 106 66 中講義室 教育支援課 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 15 54 27.8% 20 50.0% 14 35.0% 250 69.4%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

3,050 0 3

21 200 467 講義室 1011 人文棟 107 66 中講義室 教育支援課 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 27 54 50.0% 20 50.0% 18 45.0% 250 69.4%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

3,050 0 3

1 180 1 学習臨床 1011 人文棟 108 36 学習臨床資料室２
学習臨床研究世話役
（布川　和彦）

A B B A E 15 15 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

複層模様
吹付

ｵｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 3 4 1 1 0 2 1 0 0 0

20 160 468 学生支援 1011 人文棟 109 40 留学生演習室 研究連携室 Ａ Ｅ 5 16 16 31.3% 20 50.0% 20 50.0% 360 100.0%
ﾀｲﾙｶｰ
ﾍﾟｯﾄ

複層仕上
塗材仕上

化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9.5

2,600 HF 2L 1 1 1 1 1 1 1

21 200 469 講義室 1011 人文棟 201 37 小講義室 教育支援課 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 14 36 38.9% 27 67.5% 21 52.5% 250 69.4%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

3,050 0 3

21 200 470 講義室 1011 人文棟 202 38 小講義室 教育支援課 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 12 36 33.3% 26 65.0% 24 60.0% 250 69.4%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

3,050 0 3

21 200 471 講義室 1011 人文棟 203 38 小講義室 教育支援課 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 11 36 30.6% 33 82.5% 27 67.5% 250 69.4%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

3,050 0 3

21 200 472 講義室 1011 人文棟 204 50 小講義室 教育支援課 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 16 36 44.4% 23 57.5% 23 57.5% 250 69.4%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

3,050 0 3

21 200 473 講義室 1011 人文棟 205 66 中講義室 教育支援課 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 19 60 31.7% 24 60.0% 20 50.0% 250 69.4%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

3,050 0 3

21 200 474 講義室 1011 人文棟 206 66 中講義室 教育支援課 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 26 60 43.3% 23 57.5% 17 42.5% 250 69.4%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

3,050 0 3

21 200 475 講義室 1011 人文棟 207 66 中講義室 教育支援課 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 34 60 56.7% 27 67.5% 18 45.0% 250 69.4%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

3,050 0 3
ﾙ 吹付 化粧吸音

21 200 476 講義室 1011 人文棟 208 66 中講義室 教育支援課 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 29 60 48.3% 26 65.0% 17 42.5% 250 69.4%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

3,050 0 3

20 140 477 若手支援 1011 人文棟 216 40 博士課程院生研究室 教育支援課 Ａ Ｅ 5 8 62.5% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

複層仕上
塗材仕上

化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9.5

2,500 HF 2L 1 1 0 1 0 1 3 3

99 300 478 管理部門 1011 人文棟 301 27
同窓会連携事務室
非常勤講師控室

就職支援室 Ａ Ａ Ａ Ａ Ｅ 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,700 1

7 120 159 言語系 1011 人文棟 302 57 言語系共用会議室
言語系コース長
（有澤　俊太郎）

Ａ Ｅ 40 20 290 80.6%
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,700 0

8 130 141 英語 1011 人文棟 303 32 録音室兼教材編集室
英語世話役
（北條　礼子）

Ａ Ｂ 10 25 10 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0% ｶｰﾍﾟｯﾄ敷
複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 0

8 170 142 英語 1011 人文棟 304 40 教材作成実習室
英語世話役
（北條　礼子）

Ａ 10 25 10 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0% ｶｰﾍﾟｯﾄ敷 AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 0

21 160 143 講義室 1011 人文棟 305 100 マルチメディア語学教室
英語世話役
（北條　礼子）

Ａ Ｂ 40 60 60 66.7% 6 15.0% 3 7.5% 60 16.7% ｶｰﾍﾟｯﾄ敷
複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,700 0

21 160 144 講義室 1011 人文棟 306 50 調整室・機械室
英語世話役
（北條　礼子）

Ａ 6 15.0% 3 7.5% 60 16.7%
ﾌﾘｰｱｸｾ
ｽﾌﾛｱ

AEP塗 2,800 0

21 160 145 講義室 1011 人文棟 307 100 ＬＬ教室
英語世話役
（北條　礼子）

Ａ Ｂ 40 60 40 100.0% 15 37.5% 15 37.5% 150 41.7% ｶｰﾍﾟｯﾄ敷
複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,800 0

8 160 146 英語 1011 人文棟 308 57 語学教材作成室・教材場
英語世話役
（北條　礼子）

Ａ 15 18 18 83.3% 40 100.0% 40 100.0% 300 83.3% ｶｰﾍﾟｯﾄ敷
複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,700 0

8 110 148 英語 1011 人文棟 309 19 教員研究室（言語系：英語） 石濱　博之 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 3

8 110 149 英語 1011 人文棟 310 19 教員研究室（言語系：英語） ﾌﾞﾗｳﾝ・ｱｲﾊﾞﾝ・ﾊﾞｰﾅｰﾄﾞ Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 3

8 110 150 英語 1011 人文棟 311 19 教員研究室（言語系：英語） 平野　絹枝 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 3

8 110 151 英語 1011 人文棟 312 19 教員研究室（言語系：英語） 野地　美幸 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 3

8 110 152 英語 1011 人文棟 313 19 教員研究室（言語系：英語） 加藤　雅啓 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 3

8 110 153 英語 1011 人文棟 314 19 教員研究室（言語系：英語） 大場　浩正 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 3

8 180 154 言語系 1011 人文棟 315 19 言語系資料室
言語系コース長
（有澤　俊太郎）

Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 0 3

2 110 155
生徒指導総

合
1011 人文棟 316 19 教員研究室（生徒指導総合） 生澤　繁樹（H21.9.1) Ａ Ｅ

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 3

8 110 156 英語 1011 人文棟 317 19 教員研究室（言語系：英語） 前川　利広 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 3

1 110 157 学習臨床 1011 人文棟 318 17
教員研究室（学校臨床：学習臨
床）

古閑　晶子 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 3

8 110 2 英語 1011 人文棟 319 19 教員研究室（言語系：英語） 北條　礼子 A A A A Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 3

18 140 158 院生研究室 1011 人文棟 320 40 外国語院生研究室１
英語世話役
（北條　礼子）

Ｅ 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 0

20 140 527 院生研究室 1011 人文棟 321 29 外国語院生研究室２
英語世話役
（北條　礼子）

Ｅ 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,700 0

18 140 128 院生研究室 1011 人文棟 401 92 国語・外国語院生研究室
国語世話役
（小埜　裕二）

Ｅ 20 32 32 62.5% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 0

18 160 3 教職大学院 1011 人文棟 402 50 学習臨床演習室２ 松本　修 A A B B E 4 6 10 40.0% 70 175.0% 70 175.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

複層模様
吹付

3,445 4 3 2 0 0 2 1 1 0 1

18 160 4 教職大学院 1011 人文棟 403 22 学習臨床演習室３ 松本　修 A A B A E 2 4 4 50.0% 70 175.0% 70 175.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

複層模様
吹付

3,445 2 3 1 1 2 1 0 0 0

7 180 129 国語 1011 人文棟 404 50 国語学生控室兼資料室
国語世話役
（小埜　裕二）

Ｅ 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

複層模様
吹付

3,445 0

9 170 160 社会系 1011 人文棟 405 100 社会科実習室兼製図室 佐藤　芳徳 Ｅ 15 36 36 41.7% 11 27.5% 8 20.0% 75 20.8%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,800 0

9 180 161 社会系 1011 人文棟 406 50 地理室兼地理標本室 Ｅ 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

AEP塗 2,600 0

9 110 162 社会系 1011 人文棟 407 19 教員研究室（社会系） 松田　愼也 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 3

9 110 163 社会系 1011 人文棟 408 19 教員研究室（社会系） 小島　伸之 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 3

9 110 164 社会系 1011 人文棟 409 19 教員研究室（社会系） 山縣　耕太郎 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 3

9 110 165 社会系 1011 人文棟 410 19 教員研究室（社会系） 吉田　昌幸 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 3

9 110 166 社会系 1011 人文棟 411 19 教員研究室（社会系） 茨木　智志 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 3

7 110 130 国語 1011 人文棟 412 19 教員研究室（言語系：国語） 中里　理子 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 3

21 160 5 共同利用 1011 人文棟 413 19 共通ゼミ室 教育支援課 H21限定使用 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 3

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ ﾛｯｸｳ ﾙ
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上越教育大学　施設カルテ 平成２１年７月１５日現在

講座
ｺｰﾄﾞ

部屋
ｺｰﾄﾞ

調査
票
№

コース
科目等

棟
ｺｰﾄﾞ

棟名称
室

番号
面積
(㎡)

室名称
部屋利用責任者

（氏  名）
省エネ

整理
状況

高所
（1.8m）
に荷物

廊下に
物品

共同使
用につ
いて

平均使
用人数

(a)

最大使
用人数

座席数
(b)

収容率％
(a/b)

前期使用
時間（時

間）

前期稼動
率％

後期使用
時間（時

間）

後期稼動
率％

年間使用
日数（日）

年間稼働
率％

床仕上 壁仕上 天井仕上 天井高
高効率
照明

電気
ｺﾝｾﾝﾄ
（箇所）

情報
ｺﾝｾﾝﾄ
（箇所）

電話
ｺﾝｾﾝﾄ

ｽﾋﾟ-ｶ ﾃﾚﾋﾞ
自火報
感知器

ガス
（1有・0

無）

水道排水
（1有・0

無）
冷暖房

換気
0なし
1排気

網戸
（1有・0

無）

AV機器
（1有・0

無）

ﾏｲｸ・音
響

（1有・0

スクリー
ン

（1有・0

特殊設備
１

（名称）

特殊設備
２

（名称）

7 110 133 国語 1011 人文棟 417 19 教員研究室（言語系：国語） 下西　善三郎 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 3

7 110 134 国語 1011 人文棟 418 19 教員研究室（言語系：国語） 髙本　條治 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 3

7 110 135 国語 1011 人文棟 419 17 教員研究室（言語系：国語） 押木　秀樹 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 3

7 110 136 国語 1011 人文棟 420 19 教員研究室（言語系：国語） 小埜　裕二 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 3

7 110 137 国語 1011 人文棟 421 19 教員研究室（言語系：国語） 迎　勝彦 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 3

7 110 138 国語 1011 人文棟 422 21 教員研究室（言語系：国語） 渡部　洋一郎 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 3

18 180 494 教職大学院 1011 人文棟 423 20 幼小関連資料室 木村　吉彦 Ｅ 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,500 0

7 160 139 国語 1011 人文棟 424 20 国語演習室
国語世話役
（小埜　裕二）

Ｅ 10 10 26 65.0% 31 77.5% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,400 0

7 180 140 国語 1011 人文棟 425 21 国語器材庫
国語世話役
（小埜　裕二）

Ｅ 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 0

21 160 495 社会系 1011 人文棟 501 19 社会系演習室
社会コース長
（浅倉　有子）

H21限定使用 Ｅ 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 0 3

9 180 167 社会系 1011 人文棟 502 48 社会演習室兼資料室
社会コース長

Ｅ 40 100 0% 40 100 0% 360 100 0%
ﾋﾞﾆﾙ床

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ
ﾛｯｸｳｰﾙ

2 700 19 180 167 社会系 1011 人文棟 502 48 社会演習室兼資料室
（浅倉　有子）

Ｅ 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ｼｰﾄ

ﾋ ﾆﾙｸﾛｽ
化粧吸音

2,700 1

9 120 168 社会系 1011 人文棟 503 46 社会系共用会議室
社会コース長
（浅倉　有子）

Ａ Ｅ 15 17 17 88.2% 10 25.0% 9 22.5% 150 41.7%
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,700 0

18 140 169 院生研究室 1011 人文棟 504 72 社会院生研究室１
社会コース長
（浅倉　有子）

Ｅ 14 15 20 70.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 0

18 140 170 院生研究室 1011 人文棟 505 50 社会院生研究室２
社会コース長
（浅倉　有子）

Ｅ 15 17 17 88.2% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

複層模様
吹付

3,445 0

5 150 98 幼児教育 1011 人文棟 506 50 幼児造形実習室・学生控室
幼児教育コース長
（鈴木　情一）

Ｅ 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 0

9 130 171 社会系 1011 人文棟 507 75 地理実験室 佐藤　芳徳 Ｅ 9 9 9 100.0% 30 75.0% 35 87.5% 300 83.3%
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

複層模様
吹付

複層模様
吹付

3,445 1

9 180 172 社会系 1011 人文棟 508 25 史学資料室
社会コース長
（浅倉　有子）

Ｅ 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

AEP塗 2,600 0

4 110 66 臨床心理学 1011 人文棟 509 19 教官研究室（臨床心理学） 高橋　靖子 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 3

9 110 173 社会系 1011 人文棟 510 19 教官研究室（社会） 山本　友和 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 3

9 110 174 社会系 1011 人文棟 511 19
教官研究室（学校臨床：学習臨
床）

五十嵐　素子 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 3

9 110 175 社会系 1011 人文棟 512 19 教官研究室（社会） 志村　喬 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 3

18 110 176 教職大学院 1011 人文棟 513 19
教員研究室（教育実践・学校運
営）

武嶋　俊行 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 3

18 110 177 教職大学院 1011 人文棟 514 19
教員研究室（教育実践・学校運
営）

瀬戸　健 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 3

9 110 178 社会系 1011 人文棟 515 19 教官研究室（社会） 下里　俊行 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 3

9 110 179 社会系 1011 人文棟 516 19 教官研究室（社会） 赤羽　孝之 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 3

9 110 180 社会系 1011 人文棟 517 19 教官研究室（社会） 浅倉　有子 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 3

9 110 181 社会系 1011 人文棟 518 19 教官研究室（社会） 佐藤　芳徳 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 3

18 110 67 教職大学院 1011 人文棟 519 19
教員研究室（教育実践・学校運
営）

廣瀬　裕一 A B B A Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 5 1 1 1 1 3 1 1 0 0

5 110 99 幼児教育 1011 人文棟 520 19 教官研究室（幼児教育） 香曽我部　琢（H21.9.1) Ａ Ｅ
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 3
ﾙ 化粧吸音

5 110 100 幼児教育 1011 人文棟 521 17 教官研究室（幼児教育） 丸山　良平 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 3

1 110 7 学習臨床 1011 人文棟 522 19
教官研究室（学校臨床：学習臨
床）

松本　健義 A B B Ｅ 1 5 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 3 1 1 0 1 3 1 1 0 0

4 110 68 臨床心理学 1011 人文棟 523 19 教官研究室（臨床心理学） 加藤　哲文 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0

9 190 182 社会系 1011 人文棟 524 21 社会調査研究室 山縣　耕太郎 Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 0 3

1 180 496 学習臨床 1011 人文棟 525 40 学習臨床総合学習資料室
学習臨床研究世話役
（布川　和彦）

Ｅ 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 0

18 160 101 教職大学院 1011 人文棟 601 37 幼児教育演習室 木村　吉彦 Ｅ 8 20 10 80.0% 9 22.5% 15 37.5% 320 88.9% ｶｰﾍﾟｯﾄ敷 AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 0

5 130 497 幼児教育 1011 人文棟 602 38 幼児心理実験室 鈴木　情一 Ｅ 8 15 15 53.3% 20 50.0% 21 52.5% 310 86.1%
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 0

20 140 86 院生研究室 1011 人文棟 603 38 幼児教育院生研究室
幼児教育コース長
（鈴木　情一）

Ｅ 10 15 12 83.3% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 0

5 160 102 幼児教育 1011 人文棟 604 72 保育内容特別演習室 Ｅ 12 22 22 54.5% 15 37.5% 17 42.5% 250 69.4%
ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ
ﾌﾞﾛｯｸ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,700 0

3 130 69 学校心理 1011 人文棟 605 32 発達心理学実験室
生徒指導総合・学校心理世話役
（中山　勘次郎）

A B B A Ｅ 1 8 8 12.5% 40 100.0% 20 50.0% 300 83.3% ｶｰﾍﾟｯﾄ敷
複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,500 8 4 1 0 1 3 0 1 0 1

3 130 70 学校心理 1011 人文棟 606 18 観察訓練室 中山　勘次郎 A A A A E 1 5 5 20.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,500 2 1 0 0 3 1 0 0 0

1 160 8 学習臨床 1011 人文棟 607 32 教育方法臨床セミナー室 増井　三夫 A B B A E 8 5 40 100.0% 40 100.0% ｶｰﾍﾟｯﾄ敷
複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,500 4 5 1 0 0 3 0 0 0

99 300 518 管理部門 1011 人文棟 608 18 空調機械室 施設マネジメント課 － 防塵塗料
寒冷紗付
ｸﾞﾗｽｳｰﾙ

寒冷紗付
ｸﾞﾗｽｳｰﾙ

3,445 0

1 130 9 学習臨床 1011 人文棟 609 25 学習臨床教育方法実験室 小林　恵 B C B B Ｅ 1 1 1 100.0% ｶｰﾍﾟｯﾄ敷
複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,500 3 3 1 1 0 3 0 0 0

3 130 71 学校心理 1011 人文棟 610 38 認知・記憶実験室 内藤　美加 A A B A D 5 8 8 62.5% 8 20.0% 8 20.0% 250 69.4%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 0 3 0 0

4 130 72 臨床心理学 1011 人文棟 611 37 生理反応測定室 宮下　敏恵 Ｅ 1 1 1 100.0% 38 95.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 0

4 110 73 臨床心理学 1011 人文棟 612 19 教官研究室（臨床心理学） 五十嵐　透子 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 3

4 110 74 臨床心理学 1011 人文棟 613 19 教官研究室（臨床心理学） 宮下　敏恵 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 3

4 110 48 臨床心理学 1011 人文棟 614 19 教官研究室（臨床心理学） 佐藤　淳一 A A A E 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 2 1 1 1 1 3 1 0 0 0

2 110 49
生徒指導総

合
1011 人文棟 615 19 教官研究室（生徒指導総合） 林　泰成 A B A A Ｅ 1 1 1 100.0% 48 120.0% 48 120.0% 317 88.1%

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 3 1 1 0 1 3 1 1 0 0

1 110 10 学習臨床 1011 人文棟 616 19
教官研究室（学校臨床：学習臨
床）

小林　恵 A B B A Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 2 1 1 1 1 3 0 1 0 0

1 110 11 学習臨床 1011 人文棟 617 19
教官研究室（学校臨床：学習臨
床）

南部　昌敏 A A A A Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 3 1 1 1 1 3 1 1 0 0

1 110 12 学習臨床 1011 人文棟 618 19 教官研究室（臨床心理学） 井沢　功一郎 A C B A Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 2 3 1 1 1 1 3 0 0 0

3 110 75 学校心理 1011 人文棟 619 19
教官研究室（学校臨床：学校心
理）

稲垣　応顕 A B B A E 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 4 3 1 1 1 1 3 1 1 0 0

3 110 76 学校心理 1011 人文棟 620 19
教官研究室（学校臨床：学校心
理）

中山　勘次郎 A B B A Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 6 1 1 0 1 3 1 0 0 0

5 110 103 幼児教育 1011 人文棟 621 19 教官研究室（幼児教育） 鈴木　情一 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 3

18 110 104 教職大学院 1011 人文棟 622 19
教員研究室（教育実践・学校運
営）

赤坂　真二 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 3

5 110 105 幼児教育 1011 人文棟 623 19 教官研究室（幼児教育） 杉浦　英樹 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 3

18 110 106 教職大学院 1011 人文棟 624 17
教員研究室（教育実践・学校運
営）

木村　吉彦 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 3

5 120 107 幼児教育 1011 人文棟 625 25 幼児教育資料室・会議室
幼児教育コース長
（鈴木　情一）

Ａ Ｅ ｶｰﾍﾟｯﾄ敷 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1

2 160 50
生徒指導総

合
1011 人文棟 626 17 生徒指導総合教育相談演習室 林　泰成 A A A A E 6 8 8 75.0% 6 15.0% 6 15.0% 150 41.7% ｶｰﾍﾟｯﾄ敷 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 2 1 0 0 3 1 0 0 0

21 160 108 幼児教育 1011 人文棟 627 17 幼児教育演習室
幼児教育コース長
（鈴木　情一）

H21限定使用 Ａ Ｅ 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0% ｶｰﾍﾟｯﾄ敷 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 0

1 180 13 学習臨床 1011 人文棟 628 40
学習臨床カリキュラム開発
・授業分析室

増井　三夫 A A B A E 6 8 11 54.5% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

内装用仕
上塗材仕

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,500 4 6 1 1 0 2 1 0 0 0

18 180 51 教職大学院 1011 人文棟 701 56 生徒指導総合資料室 結城　忠 Ｅ 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,700 1

2 120 97 生徒・学心 1011 人文棟 702 57 生徒指導・心理臨床共用会議室
生徒指導総合・学校心理世話役
（中山　勘次郎）

Ａ Ｅ 15 35 25 60.0% 19 47.5% 15 37.5% 200 55.6%
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,700 0

3 130 77 学校心理 1011 人文棟 703 25 学習心理学・教育評価実験室 越　良子 A B B A E 2 8 4 50.0% 3 7.5% 38 93.8% 330 91.7% ｶｰﾍﾟｯﾄ敷
複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 2 1 0 0 2 1 0 0 0

複層模様 ﾛｯｸｳ ﾙ
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ｺｰﾄﾞ
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ｺｰﾄﾞ
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室
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（氏  名）
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整理
状況

高所
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廊下に
物品

共同使
用につ
いて

平均使
用人数

(a)

最大使
用人数

座席数
(b)

収容率％
(a/b)

前期使用
時間（時

間）

前期稼動
率％

後期使用
時間（時

間）

後期稼動
率％

年間使用
日数（日）

年間稼働
率％

床仕上 壁仕上 天井仕上 天井高
高効率
照明

電気
ｺﾝｾﾝﾄ
（箇所）

情報
ｺﾝｾﾝﾄ
（箇所）

電話
ｺﾝｾﾝﾄ

ｽﾋﾟ-ｶ ﾃﾚﾋﾞ
自火報
感知器

ガス
（1有・0

無）

水道排水
（1有・0

無）
冷暖房

換気
0なし
1排気

網戸
（1有・0

無）

AV機器
（1有・0

無）

ﾏｲｸ・音
響

（1有・0

スクリー
ン

（1有・0

特殊設備
１

（名称）

特殊設備
２

（名称）

20 140 52 院生研究室 1011 人文棟 707 100 生徒指導総合院生研究室
生徒指導総合・学校心理世話役
（中山　勘次郎）

B A B B Ｅ 53 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 12 16 2 0 1 2 1 0 0 0

3 110 81 学校心理 1011 人文棟 708 19
教官研究室（学校臨床：学校心
理）

越　良子 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 3 1 1 1 1 3 1 0 0 0

2 110 53
生徒指導総

合
1011 人文棟 709 19 教官研究室（生徒指導総合） 辻村　貴洋 A B B B Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 4 1 1 0 3 1 0 0 0

2 110 54
生徒指導総

合
1011 人文棟 710 19 教官研究室（生徒指導総合） 安藤　知子 A B B B Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 4 1 1 0 1 3 1 0 0 0

3 110 55 学校心理 1011 人文棟 711 19
教官研究室（学校臨床：学校心
理）

末松　裕基 A B B A Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 4 1 1 0 1 3 1 1 0 0

18 110 56 教職大学院 1011 人文棟 712 19
教員研究室（教育実践・学校運
営）

結城　忠 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 3

3 110 82 学校心理 1011 人文棟 713 19
教官研究室（学校臨床：学校心
理）

森口　佑介 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 3

3 110 83 学校心理 1011 人文棟 714 19
教官研究室（学校臨床：学校心
理）

奥村　太一 A B B B Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 4 3 1 1 1 1 3 0 1 0 0

3 110 84 学校心理 1011 人文棟 715 19
教官研究室（学校臨床：学校心
理）

内藤　美加 A A A A Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 3 0 0 0

1 110 14 学習臨床 1011 人文棟 716 19
教官研究室（学校臨床：学習臨
床）

増井　三夫 A B B B Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 3 1 1 0 1 3 1 0 0 0

2 110 57
生徒指導総

1011 人文棟 717 19 教官研究室（生徒指導総合） 白木 みどり A B B A Ｅ 1 1 1 100 0% 40 100 0% 40 100 0% 360 100 0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ

2 600 1 1 1 3 0 0 0 02 110 57
合

1011 人文棟 717 19 教官研究室（生徒指導総合） 白木　みどり A B B A Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾙ

AEP塗
化粧吸音

2,600 1 1 1 3 0 0 0 0

2 110 58
生徒指導総

合
1011 人文棟 718 19 教官研究室（生徒指導総合） 大前　敦巳 A B B A Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 2 1 1 1 1 3 0 0 0 0

18 110 59 教職大学院 1011 人文棟 719 19
教員研究室（教育実践・学校運
営）

藤田　武志 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 3

4 110 498 臨床心理学 1011 人文棟 720 17 教官研究室（臨床心理学） 内田　一成 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 3

3 170 85 学校心理 1011 人文棟 721 32 心理ｱｾｽﾒﾝﾄ実習室 中山　勘次郎 A A A B E 8 10 10 80.0% 18 45.0% 16 40.3% 250 69.4%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 6 1 0 1 2
1
開閉可能

0 0 0

2 130 60
生徒指導総

合
1011 人文棟 722 27 生徒指導総合情報処理室 大前　敦巳 A B A A D 5 15 13 38.5% 4 10.0% 4 10.0% 180 50.0%

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 3 0 0 1 3 1 0 0 0

18 130 61 教職大学院 1011 人文棟 723 40 生徒指導総合教材開発室 藤田　武志 Ｅ 2 15 10 20.0% 7 17.5% 7 17.5% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

内装用仕
上塗材仕

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,500 0

20 140 109 院生研究室 1011 人文棟 801 113 特別支援教育院生研究室１
特別支援教育コース長
（我妻　敏博）

Ｅ 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 0

2 160 62
生徒指導総

合
1011 人文棟 802 72

生徒指導演習室・生涯学習演習
室・調査資料室

林　泰成 A A A A B 15 39 39 38.5% 15 37.5% 14 33.8% 200 55.6%
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

複層模様
吹付

複層模様
吹付

3,445 3 2 0 0 2 1 0 0 0

20 140 110 院生研究室 1011 人文棟 803 40 特別支援教育院生研究室２
特別支援教育コース長
（我妻　敏博）

Ｅ 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

内装用仕
上塗材仕

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,500 0

20 140 111 院生研究室 1011 人文棟 804 25 特別支援教育院生研究室３
特別支援教育コース長
（我妻　敏博）

Ｅ 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 0 3

18 160 63 教職大学院 1011 人文棟 805 25 生徒指導総合調査演習室 藤田　武志 Ｅ 4 10 8 50.0% 40 100.0% 40 100.0% 180 50.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 0

6 160 112
特別支援教

育
1011 人文棟 806 50 特別支援教育演習室１

特別支援教育コース長
（我妻　敏博）

Ｅ 60 60 60 100.0% 26 65.0% 26 65.0% 330 91.7%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,700 0 2

6 160 113
特別支援教

育
1011 人文棟 807 25 特別支援教育演習室２

特別支援教育コース長
（我妻　敏博）

Ｅ 10 10 10 100.0% 30 75.0% 28 70.0% 330 91.7%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

EP塗 2,600 0

6 130 114
特別支援教

育
1011 人文棟 808 25 聴覚・音声実験室 我妻　敏博 Ｅ 5 10 5 100.0% 200 55.6%

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

複層模様
吹付

3,445 0

6 130 115
特別支援教

育
1011 人文棟 809 25 特別支援情報処理室

特別支援教育コース長
（我妻　敏博）

Ｅ 3 8 6 50.0% 350 97.2%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

複層模様
吹付

3,445 0

6 130 116
特別支援教

育
1011 人文棟 810 38 特別支援心理生理実験室 大庭　重治 Ｅ

ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ
ﾌﾞﾛｯｸ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,700 0

6 190 117
特別支援教

育
1011 人文棟 811 19 実験準備室 大庭　重治 Ｅ

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 0

6 140 118
特別支援教

育
1011 人文棟 812 19 特別支援教育事業推進室

特別支援教育コース長
（我妻 敏博）

Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 0 3
育 （我妻　敏博） ﾙ 化粧吸音

6 110 119
特別支援教

育
1011 人文棟 813 19 教官研究室（特別支援教育） 齋藤　一雄 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 3

6 110 120
特別支援教

育
1011 人文棟 814 19 教官研究室（特別支援教育） 藤井　和子 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 3

6 110 121
特別支援教

育
1011 人文棟 815 19 教官研究室（特別支援教育） 笠原　芳隆 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 3

6 110 122
特別支援教

育
1011 人文棟 816 19 教官研究室（特別支援教育） 葉石　光一 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 3

2 110 64
生徒指導総

合
1011 人文棟 817 19 教官研究室（生徒指導総合） 橋本　定男 A B B A Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 3 1 1 1 1 3 1 0 0 0

6 110 123
特別支援教

育
1011 人文棟 818 19 教官研究室（特別支援教育） 大庭　重治 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 3

6 110 124
特別支援教

育
1011 人文棟 819 19 教官研究室（特別支援教育） 河合　康 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 3

6 110 125
特別支援教

育
1011 人文棟 820 19 教官研究室（特別支援教育） 我妻　敏博 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 3

6 180 126
特別支援教

育
1011 人文棟 821 42 特別支援教育資料室

特別支援教育コース長
（我妻　敏博）

Ｅ 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,700 0

6 120 127
特別支援教

育
1011 人文棟 822 34 特別支援教育共用会議室

特別支援教育コース長
（我妻　敏博）

Ａ Ｅ 12 12 12 100.0% 17 42.5% 17 42.5% 270 75.0%
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,700 1

2 180 65
生徒指導総

合
1011 人文棟 823 25 生徒指導総合視聴覚資料室

生徒指導総合・学校心理世話役
（中山　勘次郎）

A A A A E 5 7 7 71.4% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,700 4 1 0 1 2 1 0 1

15 180 359 技術 1020 自然棟 101 25 学生控室兼資料室
技術世話役
（黎　子椰）

Ｅ 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

3,000 1

20 140 500 院生研究室 1020 自然棟 102 50 教職大学院院生研究室
教育実践・学校運営コース長
（西川　純）

Ｅ 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 0

15 160 360 技術 1020 自然棟 103 38 技術科特別演習室 山崎　貞登 Ｅ 5 7 7 71.4% 40 100.0% 40 100.0% 350 97.2%
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1

15 130 361 技術 1020 自然棟 104 38 電子・情報処理実験室 大森　康正 Ｅ 5 5 5 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 312 86.7% 防塵塗料
複層模様
吹付

複層模様
吹付

3,645 1

15 130 362 技術 1020 自然棟 105 38 電気実験室 川崎　直哉 Ｅ 2 6 10 20.0% 6 15.0% 8 20.0% 200 55.6% 防塵塗料
複層模様
吹付

複層模様
吹付

3,645 1

15 170 363 技術 1020 自然棟 106 19 工作室 黎　子椰 Ｅ 10 20 20 50.0% 18 45.0% 18 45.0% 200 55.6% 防塵塗料
複層模様
吹付

複層模様
吹付

3,645 1

15 130 364 技術 1020 自然棟 107 38 木材加工実験室 東原　貴志 Ｅ 3 5 4 75.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0% 防塵塗料
複層模様
吹付

複層模様
吹付

3,645 1

15 130 365 技術 1020 自然棟 108 57 金属加工実験室
技術世話役
（黎　子椰）

Ｅ 1 10 10 10.0% 10 25.0% 10 25.0% 360 100.0% 防塵塗料
複層模様
吹付

複層模様
吹付

3,645 1

11 180 196 理科 1020 自然棟 109 17 理科薬品庫（１） Ｅ － － － #VALUE! 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0% ｺﾝｸﾘｰﾄ ｺﾝｸﾘｰﾄ
ﾛｯｸｳｰﾙ
吹付

2,600～
3,800

0

15 130 366 技術 1020 自然棟 110 75 機械実験室 黎　子椰 Ｅ 5 8 8 62.5% 40 100.0% 40 100.0% 340 94.4% 防塵塗料
複層模様
吹付

複層模様
吹付

3,645 1

15 180 367 技術 1020 自然棟 111 7 ボンベ室 黎　子椰 － － － － #VALUE! 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0% ｺﾝｸﾘｰﾄ ｺﾝｸﾘｰﾄ ｺﾝｸﾘｰﾄ 3,645 0

11 180 197 理科 1020 自然棟 112 3 理科薬品庫（２） Ｅ － － － #VALUE! 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0% ｺﾝｸﾘｰﾄ ｺﾝｸﾘｰﾄ
ﾛｯｸｳｰﾙ
吹付

2,600～
3,800

0

15 180 368 技術 1020 自然棟 113 16 倉庫
技術世話役
（黎　子椰）

Ｅ － － － #VALUE! 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0% 防塵塗料 ｺﾝｸﾘｰﾄ ｺﾝｸﾘｰﾄ 3,645 0

99 300 519 管理部門 1020 自然棟 114 44 機械室 施設マネジメント課 Ａ Ａ Ａ Ａ － － － － #VALUE! 360 100.0% 防塵塗料 EP塗 EP塗 3,645 0

99 300 520 管理部門 1020 自然棟 115 73 電気室 施設マネジメント課 Ａ Ａ Ａ Ａ － － － － #VALUE! 360 100.0% 防塵塗料 EP塗 EP塗 3,645 0

20 140 529 院生研究室 1020 自然棟 116 40 教職大学院院生研究室
教育実践・学校運営コース長
（西川　純）

Ｅ 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0% 防塵塗料
複層模様
吹付

複層模様
吹付

3,645 0

20 140 375 院生研究室 1020 自然棟 201 25 技術・家庭院生研究室２
技術世話役
（黎　子椰）

Ｅ 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 0 3

2 140 399 院生研究室 1020 自然棟 202 50 技術・家庭院生研究室１
家庭世話役
（細江　容子）

Ｅ 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 0

15・16 120 400 生活健康系 1020 自然棟 203 51 生活健康系共用会議室
生活・健康系コース長
（下村　義夫）

Ａ Ｅ 12 19 19 63.2% 120 33.3%
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

ｸﾛｽ張
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,900 1

15・16 160 401 技術・家庭 1020 自然棟 204 18 技術・家庭科合同研究室
家庭世話役
（細江　容子）

Ａ Ｅ 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

ｸﾛｽ張
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,900 0

99 300 管理部門 1020 自然棟 204 26 防災関連支援室 危機管理室 Ａ Ａ Ａ Ｅ － － － #VALUE! 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

ｸﾛｽ張
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,900 0

17 110 376 家庭 1020 自然棟 205 19 教官研究室（学校ﾍﾙｽｹｱ） 立屋敷　かおる Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 3

16 110 377 家庭 1020 自然棟 206 19 教官研究室（家庭） 佐藤　悦子 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 3

99 110 198 共同利用 1020 自然棟 207 19 教官研究室（　　　） 原　瑞穂 H21暫定 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 3

16 110 378 家庭 1020 自然棟 208 19 教官研究室（家庭） 光永　伸一郎 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 3

ﾋﾞﾆﾙ床 複層模様 複層模様
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講座
ｺｰﾄﾞ

部屋
ｺｰﾄﾞ

調査
票
№

コース
科目等

棟
ｺｰﾄﾞ

棟名称
室

番号
面積
(㎡)

室名称
部屋利用責任者

（氏  名）
省エネ

整理
状況

高所
（1.8m）
に荷物

廊下に
物品

共同使
用につ
いて

平均使
用人数

(a)

最大使
用人数

座席数
(b)

収容率％
(a/b)

前期使用
時間（時

間）

前期稼動
率％

後期使用
時間（時

間）

後期稼動
率％

年間使用
日数（日）

年間稼働
率％

床仕上 壁仕上 天井仕上 天井高
高効率
照明

電気
ｺﾝｾﾝﾄ
（箇所）

情報
ｺﾝｾﾝﾄ
（箇所）

電話
ｺﾝｾﾝﾄ

ｽﾋﾟ-ｶ ﾃﾚﾋﾞ
自火報
感知器

ガス
（1有・0

無）

水道排水
（1有・0

無）
冷暖房

換気
0なし
1排気

網戸
（1有・0

無）

AV機器
（1有・0

無）

ﾏｲｸ・音
響

（1有・0

スクリー
ン

（1有・0

特殊設備
１

（名称）

特殊設備
２

（名称）

15 110 370 技術 1020 自然棟 212 19 教官研究室（技術） 川崎　直哉 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 3

15 110 371 技術 1020 自然棟 213 19 教官研究室（技術） 黎　子椰 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 3

1 110 372 学習臨床 1020 自然棟 214 19
教官研究室（学校臨床：学習臨
床）

石川　真 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 3

1 110 373 学習臨床 1020 自然棟 215 19
教官研究室（学校臨床：学習臨
床）

井上　久祥 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 3

16 190 380 家庭 1020 自然棟 216 25 食物学準備室 光永　伸一郎 Ｅ － － － #VALUE! 40 100.0% 40 100.0% 240 66.7%
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

複層模様
吹付

複層模様
吹付

3,645 1

16 130 381 家庭 1020 自然棟 217 75 食物学実験室 光永　伸一郎 Ｅ 4 10 10 40.0% 40 100.0% 40 100.0% 240 66.7%
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

複層模様
吹付

複層模様
吹付

3,645 1
ﾄﾞﾗﾌﾄ
ﾁｬﾝﾊﾞ

16 130 382 家庭 1020 自然棟 218 11 家庭科天秤室・測定室
家庭世話役
（細江　容子）

Ｅ 1 2 2 50.0% 40 100.0% 40 100.0% 265 73.6%
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1

16 130 383 家庭 1020 自然棟 219 75 被服学実験室
家庭世話役
（細江　容子）

Ｅ 3 16 12 25.0% 40 100.0% 40 100.0% 265 73.6%
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

複層模様
吹付

複層模様
吹付

3,645 1
ﾄﾞﾗﾌﾄ
ﾁｬﾝﾊﾞ

16 190 384 家庭 1020 自然棟 220 22 被服学準備室
家庭世話役
（細江　容子）

Ｅ － － － #VALUE! 40 100.0% 40 100.0% 265 73.6%
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

複層模様
吹付

複層模様
吹付

3,645 1

16 130 385 家庭 1020 自然棟 221 4 家庭暗室
家庭世話役
（細江　容子）

Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 265 73.6%
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 0

16 180 386 家庭 1020 自然棟 222 4 家庭薬品庫
家庭世話役

Ｅ － － － #VALUE! 40 100 0% 40 100 0% 360 100 0% 防塵塗料 ｺﾝｸﾘｰﾄ ｺﾝｸﾘｰﾄ 3 645 016 180 386 家庭 1020 自然棟 222 4 家庭薬品庫
（細江　容子）

Ｅ #VALUE! 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0% 防塵塗料 ｺﾝｸﾘ ﾄ ｺﾝｸﾘ ﾄ 3,645 0

23 130 199 共同利用 1020 自然棟 301 25 演習室
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

複層模様
吹付

複層模様
吹付

3,645 0

16 180 387 家庭 1020 自然棟 302 50 家庭学生控室兼資料室
家庭世話役
（細江　容子）

Ｅ 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 0

16 110 388 家庭 1020 自然棟 303 19 教官研究室（家庭） 細江　容子 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 3

18 110 389 教職大学院 1020 自然棟 304 19
教官研究室（教育実践・学校運
営）

松沢　要一 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 3

16 110 390 家庭 1020 自然棟 305 19 教官研究室（家庭） 佐藤　ゆかり Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 3

16 110 391 家庭 1020 自然棟 306 19 教官研究室（家庭） 得丸　定子 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 3

15 110 374 技術 1020 自然棟 307 19 教官研究室（技術） 大森　康正 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 3

16 190 392 家庭 1020 自然棟 308 19 家庭科教育準備室 得丸　定子 Ｅ － － － #VALUE! 40 100.0% 28 70.0% 300 83.3%
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1

16 170 393 家庭 1020 自然棟 309 63 家庭科教育実験実習室
家庭世話役
（細江　容子）

Ｅ 10 15 15 66.7% 40 100.0% 28 70.0% 300 83.3%
ﾓｻﾞｲｸ
ﾊﾟｰｹｯﾄ張

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1

22 130 394 共同利用 1020 自然棟 310 10 共通暗室 共同利用 Ａ Ａ Ａ Ａ Ｄ 1 1 1 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 0

20 140 16 院生研究室 1020 自然棟 311 114 学習臨床院生研究室１
学習臨床研究世話役
（布川　和彦）

B A A B Ｅ 20 54 33 60.6% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 12 8 1 0 1 2 1 0 0 0

11 130 200 理科 1020 自然棟 312 101 プラズマ実験室 定本　嘉郎 Ｅ 2 2 2 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 260 72.2%
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

複層模様
吹付

複層模様
吹付

3,445 1

11 180 201 理科 1020 自然棟 313 19 地学資料室 天野　和孝 Ｅ 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 0

11 130 202 理科 1020 自然棟 314 50 物理実験室 Ｅ
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1

11 130 203 理科 1020 自然棟 315 48 物性実験室 Ｅ 2 2 2 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 250 69.4%
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

複層模様
吹付

複層模様
吹付

3,445 1
ﾄﾞﾗﾌﾄ
ﾁｬﾝﾊﾞ

20 140 204 院生研究室 1020 自然棟 401 25 学習臨床院生研究室
学習臨床研究世話役
（布川　和彦）

Ｅ 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 0

11 170 205 理科 1020 自然棟 402 50
生命・地球資料処理・保管・実習
室

理科世話役
（天野　和孝）

Ｅ 12 18 66.7% 40 100.0% 40 100.0% 200 55.6%
ﾌﾘｰｱｸｾ
ｽﾌﾛｱ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 0

11 130
206
207

理科 1020 自然棟 403 39 Ｘ線実験室・暗室（Ｘ線室） 大場　孝信 Ｅ 3 3 3 100.0% 9 22.5% 5 12.5% 39 10.8%
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

3,000 1
207 ｼｰﾄ 吹付 化粧吸音

11 170 208 理科 1020 自然棟 404 38 理科工作室 Ｅ 2 5 2 100.0% 60 16.7%
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

3,000 1

18 110 209 教職大学院 1020 自然棟 405 19
教官研究室（教育実践・学校運
営）

水落　芳明 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

3,000 1 1 0 3

18 130 17 教職大学院 1020 自然棟 406 19 臨床映像分析室 久保田　善彦 Ｅ
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

3,000 0

21 160 18 教職大学院 1020 自然棟 407 30 教職大学院演習室 久保田　善彦 H21限定使用 Ｅ
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 0

21 160 19 学習臨床 1020 自然棟 408 27 学習臨床演習室 布川　和彦 H21限定使用 Ｅ
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 0

21 160 20 学習臨床 1020 自然棟 409 19 学習臨床演習室 高野　浩志 H21限定使用 Ｅ 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 0

1 160 21 学習臨床 1020 自然棟 410 38 総合学習授業分析室 川村　知行 A A A A D 2 10 10 20.0% 200 55.6%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 2 1 0 1 3 0 1 0 0

23 110 22 共同利用 1020 自然棟 411 19 研究室 A A A A E 4 20 20 20.0% 350 97.2%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 2 1 0 1 3 0 0 0 0

20 140 210 院生研究室 1020 自然棟 412 57
理科院生研究室
（理科総合教材解析・資料室）

理科世話役
（天野　和孝）

Ｅ 7 40 11 63.6% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 0

11 130 211 理科 1020 自然棟 413 50 細胞生物実験室 小川　茂 Ｅ 3 4 75.0% 35 87.5% 35 87.5% 250 69.4%
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

複層模様
吹付

複層模様
吹付

3,445 1
ﾄﾞﾗﾌﾄ
ﾁｬﾝﾊﾞ

1 130 212 学習臨床 1020 自然棟 414 50 植物分類系統実験室 五百川　裕 Ｅ 3 10 4 75.0% 27 67.5% 29 72.5%
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

複層模様
吹付

複層模様
吹付

3,445 1
ﾄﾞﾗﾌﾄ
ﾁｬﾝﾊﾞ

11 190 213 理科 1020 自然棟 415 19 生態学準備室 中村　雅彦 Ｅ － － － #VALUE! 30 75.0% 37 92.5% 290 80.6%
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

複層模様
吹付

複層模様
吹付

3,445 1

11 130 214 理科 1020 自然棟 416 50 動物生態学実験室 中村　雅彦 Ｅ 7 9 7 100.0% 30 75.0% 37 92.5% 290 80.6%
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

複層模様
吹付

複層模様
吹付

3,445 1
ﾄﾞﾗﾌﾄ
ﾁｬﾝﾊﾞ

1 130 215 学習臨床 1020 自然棟 417 25 標本製作室 五百川　裕 Ｅ
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

複層模様
吹付

2,600 0

11 130 216 理科 1020 自然棟 418 22 植物培養室 小川　茂 Ｅ
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1

18 160 217 教職大学院 1020 自然棟 501 25 教職大学院ゼミ室
教育実践・学校運営コース長
（西川　純）

Ｄ
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 0

18 190 23 教職大学院 1020 自然棟 502 50 臨床授業データ処理室 西川　純 A A B A E 10 10 10 100.0% ｶｰﾍﾟｯﾄ敷 AEP塗 AEP塗 3,000 1 0 1 3 0 1 1 1

20 140 218 院生研究室 1020 自然棟 503 38 教職大学院院生研究室
教育実践・学校運営コース長
（西川　純）

Ｅ 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
合成樹脂
塗床

複層模様
吹付

複層模様
吹付

3,445 1

18 160 25 教職大学院 1020 自然棟 504 19 臨床授業分析室１ 西川　純 B A B B E 20 20 20 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

3,000 1 0 1 3 1 1 1 1

18 160 26 教職大学院 1020 自然棟 505 57 臨床授業分析室２ 西川　純 A A B E 10 10 10 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

3,000 1 0 1 1 0 0 0 0

18 160 219 教職大学院 1020 自然棟 506 38 教職大学院ゼミ室
教育実践・学校運営コース長
（西川　純）

Ｄ
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 0 3

11 160 220 理科 1020 自然棟 507 38 理科教育機器室 Ｅ
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

3,000 0

18 130 221 教職大学院 1020 自然棟 508 76 理科教育実験室 小林　辰至 Ｅ 8 8 8 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
合成樹脂
塗床

複層模様
吹付

複層模様
吹付

3,445 1

11 190 222 理科 1020 自然棟 509 19 化学準備室 Ｅ － － － #VALUE!
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1
ﾄﾞﾗﾌﾄ
ﾁｬﾝﾊﾞ

11 130 223 理科 1020 自然棟 510 19 機器分析室 下村　博志 Ｅ 2 2 2 100.0% 8 20.0% 8 20.0% 72 20.0%
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1
ﾄﾞﾗﾌﾄ
ﾁｬﾝﾊﾞ

11 130 224 理科 1020 自然棟 511 50 無機分析化学実験室 下村　博志 Ｅ 2 4 4 50.0% 28 70.0% 28 70.0% 252 70.0%
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

3,000 1
ﾄﾞﾗﾌﾄ
ﾁｬﾝﾊﾞ

11 130 225 理科 1020 自然棟 512 50 有機化学実験室 高津戸　秀 Ｅ 2 4 4 50.0% 100 27.8%
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

3,000 1
ﾄﾞﾗﾌﾄ
ﾁｬﾝﾊﾞ

11 130 226 理科 1020 自然棟 513 19 化学試料分析室 高津戸　秀 Ｅ 1 4 4 25.0% 100 27.8%
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

3,000 0

11 130 227 理科 1020 自然棟 514 25 合成化学実験室 高津戸　秀 Ｅ 1 4 4 25.0% 100 27.8%
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

3,000 1
ﾄﾞﾗﾌﾄ
ﾁｬﾝﾊﾞ

11 130 228 理科 1020 自然棟 515 50 物理化学実験室
理科世話役
（天野　和孝）

Ｅ 4 5 8 50.0% 10 25.0% 13 32.5% 195 54.2%
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

3,000 1
ﾄﾞﾗﾌﾄ
ﾁｬﾝﾊﾞ

11 130 229 理科 1020 自然棟 516 22 理科実験室 涛崎　智佳 Ｅ 3 5 5 60.0% 15 37.5% 11 27.5% 244 67.8%
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

3,000 0

11 130 230 理科 1020 自然棟 601 25 岩石・鉱物資料処理室 大場　孝信 Ｅ 3 6 6 50.0% 30 75.0% 35 87.5% 320 88.9%
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1

11 170 231 理科 1020 自然棟 602 50 地史学実習室 天野　和孝 Ｅ 10 24 24 41.7% 24 60.0% 20 50.0% 180 50.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1

11 110 232 理科 1020 自然棟 603 19 教官研究室（理科） 定本　嘉郎 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 3

11 110 233 共同利用 1020 自然棟 604 19 教官研究室（理科） Ａ Ｅ
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 3

11 110 234 理科 1020 自然棟 605 29 教官研究室（理科） 谷　友和 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 3
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２
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18 110 27 教職大学院 1020 自然棟 610 19
教官研究室（教育実践・学校運
営）

久保田　善彦 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 3

11 110 240 理科 1020 自然棟 611 19 教官研究室（理科） 涛崎　智佳 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 3

18 110 28 教職大学院 1020 自然棟 612 19
教官研究室（教育実践・学校運
営）

西川　純 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 3

11 110 241 理科 1020 自然棟 613 19 教官研究室（理科） 小川　茂 A A B A E 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 1 3 1 1 1 1

1 110 29 学習臨床 1020 自然棟 614 19
教官研究室（学校臨床：学習臨
床）

五百川　裕 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 3

11 110 242 理科 1020 自然棟 615 19 教官研究室（理科） 中村　雅彦 A B B A E 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 2 1 1 0 1 3 0 1 0 0

18 110 243 教職大学院 1020 自然棟 616 19
教官研究室（教育実践・学校運
営）

小林　辰至 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 3

11 110 244 共同利用 1020 自然棟 617 19 教官研究室（理科） Ａ Ｅ
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 3

11 110 245 理科 1020 自然棟 618 19 教官研究室（理科） 高津戸　秀 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 3

11 130 246 理科 1020 自然棟 619 50 電子顕微鏡室 小川　茂 Ｅ 3 10 10 30.0% 3 7.5% 0 0.0% 250 69.4%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 3

11 130 247 理科 1020 自然棟 620 50 機器測定室 下村 博志 Ｅ 2 3 3 66 7% 12 30 0% 12 30 0% 108 30 0%
ﾋﾞﾆﾙ床 複層模様 ﾛｯｸｳｰﾙ

2 600 111 130 247 理科 1020 自然棟 620 50 機器測定室 下村　博志 Ｅ 2 3 3 66.7% 12 30.0% 12 30.0% 108 30.0%
ｼｰﾄ 吹付 化粧吸音

2,600 1

11 180 248 理科 1020 自然棟 621 44 地学標本室 天野　和孝 Ｅ 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

3,000 1
ﾄﾞﾗﾌﾄ
ﾁｬﾝﾊﾞ

11 130 249 理科 1020 自然棟 622 25 鉱物実験室・前室 大場　孝信 Ｅ 6 20 6 100.0% 10 25.0% 8 20.0% 77 21.4%
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1

11 130 250 理科 1020 自然棟 623 25 岩石実験室 大場　孝信 Ｅ 3 4 3 100.0% 12 30.0% 12 30.0% 200 55.6%
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1

11 130 251 理科 1020 自然棟 624 22 古生物学実験室 天野　和孝 Ｅ 1 2 2 50.0% 20 50.0% 20 50.0% 192 53.3%
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1
ﾄﾞﾗﾌﾄ
ﾁｬﾝﾊﾞ

1 120 30 学習臨床 1020 自然棟 701 53 学習臨床共用会議室
学習臨床研究世話役
（布川　和彦）

Ａ Ｅ
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 0
ﾄﾞﾗﾌﾄ
ﾁｬﾝﾊﾞ

10・11 120 263 自然系 1020 自然棟 702 38 自然系共用会議室
自然系コース長
（高津戸　秀）

A A A A E 11 21 21 52.4% 24 60.0% 24 60.0%
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

ｸﾛｽ張
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,850 2 5 1 1 1 3 0 0 0 1

11 190 252 理科 1020 自然棟 703 19 理科コピー室
理科世話役
（天野　和孝）

Ａ Ｅ － － － #VALUE! 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

ｸﾛｽ張
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,850 0

10 130 183 数学 1020 自然棟 704 19 データ解析室
数学世話役
（中川　仁）

Ｅ
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 0

21 160 184 数学 1020 自然棟 705 19 大学授業分析室（数学演習室）
数学世話役
（中川　仁）

H21限定使用 Ｅ
ﾌﾘｰｱｸｾ
ｽﾌﾛｱ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 0

18 110 185 教職大学院 1020 自然棟 706 19
教官研究室（教育実践・学校運
営）

岩崎　浩 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0

1 110 31 学習臨床 1020 自然棟 707 19
教官研究室（学校臨床：学習臨
床）

両角　達男 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 3

10 110 186 数学 1020 自然棟 708 19 教官研究室（数学） 中川　仁 A C B A Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 3 1 1 0 1 3 1 1 0 0

1 110 32 学習臨床 1020 自然棟 709 19
教官研究室（学校臨床：学習臨
床）

高野　浩志 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 3

10 110 187 数学 1020 自然棟 710 19 教官研究室（数学） 森　博 A A B A Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 3 1 1 0 1 3 1 0 0 0

10 110 188 数学 1020 自然棟 711 19 教官研究室（数学） 溝上　武實 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 3

10 110 189 数学 1020 自然棟 712 19 教官研究室（数学） 伊達　文治 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 3

10 110 190 数学 1020 自然棟 713 19 教官研究室（数学） 宮川　健 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 3

1 110 33 学習臨床 1020 自然棟 714 19
教官研究室（学校臨床：学習臨
床）

布川　和彦 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 3
床） ﾙ 化粧吸音

10 110 191 数学 1020 自然棟 715 19 教官研究室（数学） 高橋　等 A B B A Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 2 4 1 1 0 1 3 1 1 0 0

10 130 192 数学 1020 自然棟 716 25 算数教材製作室
数学世話役
（中川　仁）

Ｅ 3 6 6 50.0% 135 37.5%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 0 3

10 130 193 数学 1020 自然棟 717 25 数学教材製作室
数学世話役
（中川　仁）

Ｅ 3 6 6 50.0% 135 37.5%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

3,000 0

10 150 194 数学 1020 自然棟 718 50 数学学生控室兼資料室
数学世話役
（中川　仁）

Ｅ 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

3,000 0

1 160 34 学習臨床 1020 自然棟 719 54 学習臨床演習室１ 布川　和彦 Ｅ 6 10 10 60.0% 33 82.5% 40 100.0% 280 77.8%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 0

18 140 195 院生研究室 1020 自然棟 720 62 数学院生研究室
数学世話役
（中川　仁）

A B A A E 5 10 #DIV/0! 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 0 2 1 0 0

1 180 35 学習臨床 1020 自然棟 721 22 学習臨床資料室1
学習臨床世話役
（布川　和彦）

Ｅ 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 0

10・11 180 264 自然系 1020 自然棟 722 19 自然系資料室（共用）
自然系コース長
（高津戸　秀）

A A A A Ｅ 6 6 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

ｸﾛｽ張
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,850 1 2 1 0 1 3 0 0 0 0

17 130 395 学校ﾍﾙｽｹｱ 1020 自然棟 801 16
生活・健康系生理・動物飼育室
１・前室

立屋敷　かおる Ａ Ａ Ｅ － － － #VALUE! 250 69.4%
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

ｸﾛｽ張
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,850 0

11 130 253 理科 1020 自然棟 802 25 動物飼育室２ 中村　雅彦 Ａ Ａ Ｅ － － － #VALUE!
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

複層模様
吹付

AEP塗 3,000 0

11 190 254 理科 1020 自然棟 803 33 天体観測準備室 涛崎　智佳 Ａ Ａ Ｅ 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

複層模様
吹付

AEP塗 3,000 0

11 130 255 理科 1020 自然棟 901 51 天体観測室 涛崎　智佳 Ａ Ａ Ｅ 3 5 3 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

3,000 0

11 180 235 理科 1020 自然棟
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

複層模様
吹付

砂壁状吹
付

2,345

21 200 524 講義室 1030 講義棟 201 170 大講義室 教育支援課 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 90 158 57.0% 35 87.5% 20 50.0% 250 69.4% 0

21 200 525 講義室 1030 講義棟 301 342 特別講義室 教育支援課 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 157 300 52.3% 24 60.0% 18 45.0% 250 69.4% 0

21 200 526 講義室 1030 講義棟 302 125 大講義室 教育支援課 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 42 104 40.4% 32 80.0% 24 60.0% 250 69.4%
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

内装用仕
上塗材仕

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,700 0 3

99 300 管理部門 1030 講義棟 1F 130
プレイスメントプラザ
免プロ支援室

就職支援室 Ａ Ａ Ａ Ａ Ｅ 4 4 4 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

内装用仕
上塗材仕

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,700 1 1 0

99 300 管理部門 1030 講義棟 1F 10 相談室 就職支援室 Ａ Ａ Ａ Ａ Ｅ 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

内装用仕
上塗材仕

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,700 0

99 300 管理部門 1030 講義棟 1F 238 教育支援課事務室 教育支援課 Ａ Ａ Ａ Ａ Ｅ 18 19 19 94.7% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

内装用仕
上塗材仕

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,700 1 1 0

99 300 管理部門 1030 講義棟 1F 12 学生相談室 学生支援課 Ａ Ａ Ａ Ａ Ｅ 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
吸音板

3,050 0 3 3

99 300 管理部門 1030 講義棟 1F 23 学務部長室 教育支援課 Ａ Ａ Ａ Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0% ｶｰﾍﾟｯﾄ敷 AEP塗 AEP塗
2,700～
5,700

1 1 0 3 1

99 300 管理部門 1030 講義棟 1F 14 文書庫・倉庫 教育支援課 Ａ Ａ Ｅ － － － #VALUE! 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

ｺﾝｸﾘｰﾄ 3,645 0

21 300 管理部門 1030 講義棟 2F 22 準備室（５） 教育支援課 Ａ Ａ Ａ Ａ Ｅ － － － #VALUE! 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
吸音板

3,050 0 3

21 300 管理部門 1030 講義棟 3F 11 準備室（６） 教育支援課 Ａ Ａ Ａ Ａ Ｅ － － － #VALUE! 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

ｺﾝｸﾘｰﾄ 3,645 0

99 300 管理部門 1030 講義棟 RF 56 機械室 施設マネジメント課 Ａ Ａ Ａ Ａ － － － － #VALUE! 360 100.0% 防塵塗料 ｺﾝｸﾘｰﾄ ｺﾝｸﾘｰﾄ 4,745 0

21 200 486 講義室 1031 第２講義棟 103 67 中講義室 教育支援課 A A B B Ａ 18 50 36.0% 18 45.0% 14 35.0% 250 69.4%
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

内装用仕
上塗材仕

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,700 HF 9 1 1 1 2 1 1 0 0

21 200 487 講義室 1031 第２講義棟 104 67 中講義室 教育支援課 A A A Ａ 19 50 38.0% 20 50.0% 20 50.0% 250 69.4%
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

内装用仕
上塗材仕

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,700 1 0 1 2 0 0 1

1 160 36 学習臨床 1031 第２講義棟 105 72 プレゼンテーション室
学習臨床研究世話役
（布川　和彦）高野浩志

Ａ Ａ 18 40 36 50.0% 15 37.5% 15 37.5% 250 69.4%
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

内装用仕
上塗材仕

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,700 0 3

21 200 488 講義室 1031 第２講義棟 202 255 大講義室 教育支援課 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 115 195 59.0% 30 75.0% 20 50.0% 250 69.4%
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

複層仕上
塗材吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

3,000 0 3

21 190 489 講義室 1031 第２講義棟 203 30 準備室 教育支援課 Ａ Ａ Ａ Ａ － － － － #VALUE! 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

複層仕上
塗材吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

3,000 0 3

20 140 37 院生研究室 1031 第２講義棟 001 110 生徒指導総合院生研究室２
生徒指導総合・学校心理世話役
（中山　勘次郎）

A A A B Ｅ 18 40 36 50.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾀｲﾙｶｰ
ﾍﾟｯﾄ

3L 1 0 1 3 0 1 1 1

1 160 38 学習臨床 1031 第２講義棟 002 55 学習臨床映像分析・教材作成室 松本　健義 Ａ Ｅ 10 10 10 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 313 86.9%
ﾀｲﾙｶｰ
ﾍﾟｯﾄ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

3,000 0 3

21 160 501 講義室 1031 第２講義棟 003 72 共用講義演習室 教育支援課 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 27 48 56.3% 12 30.0% 15 37.5% 250 69.4% 0

33 170 429
情報ﾒﾃﾞｨｱ教
育支援ｾﾝﾀｰ

1035
情報ﾒﾃﾞｨｱ
教育支援ｾﾝﾀｰ

1F 31 ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ室
情報ﾒﾃﾞｨｱ教育支援ｾﾝﾀｰ長
（南部　昌敏）

Ａ Ａ Ａ Ａ Ｄ
ﾀｲﾙｶｰ
ﾍﾟｯﾄ

複層仕上
塗材吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,800 0

33 300 430
情報ﾒﾃﾞｨｱ教
育支援ｾﾝﾀｰ

1035
情報ﾒﾃﾞｨｱ
教育支援ｾﾝﾀｰ

1F 15 事務室
情報ﾒﾃﾞｨｱ教育支援ｾﾝﾀｰ長
（南部　昌敏）

Ａ Ａ Ａ Ａ Ｅ 2 2 2 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

複層仕上
塗材吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,800 1 1 0

33 300 431
情報ﾒﾃﾞｨｱ教
育支援ｾﾝﾀｰ

1035
情報ﾒﾃﾞｨｱ
教育支援ｾﾝﾀｰ

1F 15 調整室
情報ﾒﾃﾞｨｱ教育支援ｾﾝﾀｰ長
（南部　昌敏）

Ａ Ａ Ａ Ａ Ｅ 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

複層仕上
塗材吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,800 0

情報ﾒﾃﾞｨｱ教 情報ﾒﾃﾞｨｱ 情報ﾒﾃﾞｨｱ教育支援ｾﾝﾀ 長 ﾀｲﾙｶ 複層仕上 ﾛｯｸｳ ﾙ
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講座
ｺｰﾄﾞ

部屋
ｺｰﾄﾞ

調査
票
№

コース
科目等

棟
ｺｰﾄﾞ

棟名称
室

番号
面積
(㎡)

室名称
部屋利用責任者

（氏  名）
省エネ

整理
状況

高所
（1.8m）
に荷物

廊下に
物品

共同使
用につ
いて

平均使
用人数

(a)

最大使
用人数

座席数
(b)

収容率％
(a/b)

前期使用
時間（時

間）

前期稼動
率％

後期使用
時間（時

間）

後期稼動
率％

年間使用
日数（日）

年間稼働
率％

床仕上 壁仕上 天井仕上 天井高
高効率
照明

電気
ｺﾝｾﾝﾄ
（箇所）

情報
ｺﾝｾﾝﾄ
（箇所）

電話
ｺﾝｾﾝﾄ

ｽﾋﾟ-ｶ ﾃﾚﾋﾞ
自火報
感知器

ガス
（1有・0

無）

水道排水
（1有・0

無）
冷暖房

換気
0なし
1排気

網戸
（1有・0

無）

AV機器
（1有・0

無）

ﾏｲｸ・音
響

（1有・0

スクリー
ン

（1有・0

特殊設備
１

（名称）

特殊設備
２

（名称）

33 110 435
情報ﾒﾃﾞｨｱ教
育支援ｾﾝﾀｰ

1035
情報ﾒﾃﾞｨｱ
教育支援ｾﾝﾀｰ

1F 16 ｾﾝﾀｰ長室兼ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ相談室
情報ﾒﾃﾞｨｱ教育支援ｾﾝﾀｰ長
（南部　昌敏）

Ａ Ａ Ａ Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾀｲﾙｶｰ
ﾍﾟｯﾄ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,800 0

33 130 436
情報ﾒﾃﾞｨｱ教
育支援ｾﾝﾀｰ

1035
情報ﾒﾃﾞｨｱ
教育支援ｾﾝﾀｰ

2F 31 音響データ分析室
情報ﾒﾃﾞｨｱ教育支援ｾﾝﾀｰ長
（南部　昌敏）

Ａ Ａ Ａ Ａ Ｅ
ﾀｲﾙｶｰ
ﾍﾟｯﾄ

有孔鋼製
片面ﾊﾟﾈ

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,800 0

33 170 437
情報ﾒﾃﾞｨｱ教
育支援ｾﾝﾀｰ

1035
情報ﾒﾃﾞｨｱ
教育支援ｾﾝﾀｰ

2F 31 応用処理室
情報ﾒﾃﾞｨｱ教育支援ｾﾝﾀｰ長
（南部　昌敏）

Ａ Ａ Ａ Ａ Ｅ 6 6 231 64.2%
ﾀｲﾙｶｰ
ﾍﾟｯﾄ

複層仕上
塗材吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,800 0

33 160 438
情報ﾒﾃﾞｨｱ教
育支援ｾﾝﾀｰ

1035
情報ﾒﾃﾞｨｱ
教育支援ｾﾝﾀｰ

2F 112 教育情報訓練室
情報ﾒﾃﾞｨｱ教育支援ｾﾝﾀｰ長
（南部　昌敏）

Ａ Ａ Ａ Ａ Ｄ 42 42 231 64.2%
ﾀｲﾙｶｰ
ﾍﾟｯﾄ

有孔鋼製
片面ﾊﾟﾈ

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

3,000 0

18 160 教職大学院 1036 教職大学院棟 101 44 教職大学院演習室１ 松沢　要一 Ａ Ａ Ａ Ａ Ｅ
ﾀｲﾙｶｰ
ﾍﾟｯﾄ(OAﾌ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ
石膏ﾎﾞｰ

ﾄﾞ
2,800 HF 1L 2 1 0 1 0 0 3 1 1

18 160 教職大学院 1036 教職大学院棟 102 44 教職大学院演習室２ 瀬戸　健 Ａ Ａ Ａ Ａ Ｅ
ﾀｲﾙｶｰ
ﾍﾟｯﾄ(OAﾌ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ
石膏ﾎﾞｰ

ﾄﾞ
2,800 HF 1L 2 1 0 1 0 0 3 1 1

18 160 教職大学院 1036 教職大学院棟 103 44 教職大学院演習室３ 岩崎　浩 Ａ Ａ Ａ Ａ Ｅ
ﾀｲﾙｶｰ
ﾍﾟｯﾄ(OAﾌ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ
石膏ﾎﾞｰ

ﾄﾞ
2,800 HF 1L 2 1 0 1 0 0 3 1 1

18 160 教職大学院 1036 教職大学院棟 104 87 教職大学院多目的演習室 水落　芳明 Ａ Ａ Ａ Ａ Ｄ
ﾀｲﾙｶｰ
ﾍﾟｯﾄ(OAﾌ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ
石膏ﾎﾞｰ

ﾄﾞ
2,800 HF 2L 2 2 0 1 0 0 3 1 0

99 300 管理部門 1036 教職大学院棟 105 129
学生支援課・研究連携室
国際交流推進室・学長特別補佐

学生支援課・研究連携室
国際交流推進室

Ａ Ａ Ａ Ａ － 18 18 18 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ

床ｼｰﾄ
ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

石膏ﾎﾞｰ
ﾄﾞ

2,800 HF 2L 2 2 1 1 0 0 3 1 0

18 160 教職大学院 1036 教職大学院棟 201 44 教職大学院演習室４ 武嶋　俊行 Ａ Ａ Ａ Ａ Ｅ
ﾀｲﾙｶｰ
ﾍﾟｯﾄ(OAﾌ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ
石膏ﾎﾞｰ

ﾄﾞ
2,800 HF 1L 2 1 0 1 0 0 3 1 1

18 160 教職大学院 1036 教職大学院棟 202 44 教職大学院演習室５ 赤坂 真二 Ａ Ａ Ａ Ａ Ｅ
ﾀｲﾙｶｰ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ
石膏ﾎﾞｰ

2 800 HF 1L 2 1 0 1 0 0 3 1 118 160 教職大学院 1036 教職大学院棟 202 44 教職大学院演習室５ 赤坂　真二 Ａ Ａ Ａ Ａ Ｅ
ﾍﾟｯﾄ(OAﾌ

ﾋ ﾆﾙｸﾛｽ
ﾄﾞ

2,800 HF 1L 2 1 0 1 0 0 3 1 1

18 160 教職大学院 1036 教職大学院棟 203 44 教職大学院演習室６ 廣瀬　裕一 Ａ Ａ Ａ Ａ Ｅ
ﾀｲﾙｶｰ
ﾍﾟｯﾄ(OAﾌ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ
石膏ﾎﾞｰ

ﾄﾞ
2,800 HF 1L 2 1 0 1 0 0 3 1 1

18 160 教職大学院 1036 教職大学院棟 204 44 教職大学院演習室７ 藤田　武志 Ａ Ａ Ａ Ａ Ｅ
ﾀｲﾙｶｰ
ﾍﾟｯﾄ(OAﾌ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ
石膏ﾎﾞｰ

ﾄﾞ
2,800 HF 1L 2 1 0 1 0 0 3 1 0

18 160 教職大学院 1036 教職大学院棟 205 44 教職大学院演習室８ 結城　忠 Ａ Ａ Ａ Ａ Ｅ
ﾀｲﾙｶｰ
ﾍﾟｯﾄ(OAﾌ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ
石膏ﾎﾞｰ

ﾄﾞ
2,800 HF 1L 2 1 0 1 0 0 3 1 0

99 300 管理部門 1036 教職大学院棟 206 41 教員文書・資料室 研究連携室 Ａ Ａ Ａ Ａ － － － － #VALUE! 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ

床ｼｰﾄ
ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

石膏ﾎﾞｰ
ﾄﾞ

2,800 HF 2L 2 1 0 1 0 0 3 1 0

99 300 管理部門 1036 教職大学院棟 207 15 打合せ室 研究連携室 Ａ Ａ Ａ Ａ Ｄ 4 4 4 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ

床ｼｰﾄ
ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

石膏ﾎﾞｰ
ﾄﾞ

2,800 HF 1L 1 1 0 1 0 0 3 1 0

22 130 256 実験実習 1040 実験棟 101 115 地学実験室 大場　孝信 Ａ 試料 Ｄ 7 25 25 28.0% 260 72.2%
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

複層模様
吹付

複層模様
吹付

3,645 1 1

22 130 257 実験実習 1040 実験棟 102 115 物理学実験室 定本　嘉郎 Ａ 展示 Ｄ 19 25 25 76.0% 40 100.0% 40 100.0% 260 72.2%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

複層模様
吹付

3,645 1 1

22 170 396 実験実習 1040 実験棟 103 144 被服学・保育学実習室 佐藤　悦子 Ａ Ｄ 3 15 15 20.0% 40 100.0% 40 100.0% 260 72.2%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

複層模様
吹付

3,645 1 1

22 300 258 共同利用 1040 実験棟 104 21 就職支援面談室 Ａ Ａ Ｅ
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

EP塗 2,650 1 1

22 180 397 実験実習 1040 実験棟 105 20 被服学・保育学調整室
家庭世話役
（細江　容子）

Ａ Ｅ 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

複層模様
吹付

AEP塗 2,650 1 1

22 130 259 実験実習 1040 実験棟 201 115 化学実験室 森川　鐵朗 Ａ Ｄ 12 25 25 48.0% 2 5.0% 15 37.5%
合成樹脂
塗床

複層模様
吹付

複層模様
吹付

3,445 1 1
ﾄﾞﾗﾌﾄ
ﾁｬﾝﾊﾞ

22 130 260 実験実習 1040 実験棟 202 115 生物学実験室 小川　茂 Ａ Ｄ 12 24 50.0% 15 37.5% 10 25.0% 175 48.6%
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

複層模様
吹付

複層模様
吹付

3,445 1 1
ﾄﾞﾗﾌﾄ
ﾁｬﾝﾊﾞ

22 190 261 実験実習 1040 実験棟 203 29 実験棟２階準備室(化学・生物) 森川　鐵朗 Ａ Ａ Ｅ 15 37.5% 10 25.0% 175 48.6%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

EP塗 2,650 1 1

22 130 262 実験実習 1040 実験棟 204 115 理科教育実験室 小林　辰至 Ａ Ａ Ａ Ｄ 25 25 25 100.0% 6 15.0% 6 15.0% 75 20.8%
耐薬品ﾋﾞ
ﾆﾙ床ｼｰﾄ

EP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,870 HF 8L 0 0 0 1 1 1 3 1

22 170 398 実験実習 1040 実験棟 205 81 調理学実習室 立屋敷　かおる Ａ Ａ Ｄ 16 16 40 100.0% 40 100.0% 300 83.3%
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

複層模様
吹付

化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9

3,050 1 1

32 300
保健管理ｾﾝ

ﾀｰ
1060 大学会館 1F 23 事務室・受付

保健管理センター所長
（上野　光博）

Ａ Ａ
待合ソ
ファー

－ 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9

2,420 HF 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0
火災
受信機

32 300
保健管理ｾﾝ

ﾀｰ
1060 大学会館 1F 34 検査・処置室

保健管理センター所長
（上野　光博）

Ａ Ａ － － 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

AEP塗
化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9

2,420 FL 1 1

32 300
保健管理ｾﾝ

ﾀｰ
1060 大学会館 1F 17 所長室

保健管理センター所長
（上野 光博）

Ａ Ａ － － 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0% ｶｰﾍﾟｯﾄ敷 AEP塗
化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9

2,420 1 0
ﾀｰ （上野　光博） ﾎ ｰﾄ 9

32 300
保健管理ｾﾝ

ﾀｰ
1060 大学会館 1F 17 相談・観察室

保健管理センター所長
（上野　光博）

Ａ Ａ － － 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9

2,420 FL 0

32 300
保健管理ｾﾝ

ﾀｰ
1060 大学会館 1F 21 Ｘ線室（コピー室）

保健管理センター所長
（上野　光博）

Ａ Ａ － － 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9

2,800 0

32 300
保健管理ｾﾝ

ﾀｰ
1060 大学会館 1F 17 休養室

保健管理センター所長
（上野　光博）

Ａ Ａ － － 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9

2,420 0

32 300
保健管理ｾﾝ

ﾀｰ
1060 大学会館 1F 17 休養相談室

保健管理センター所長
（上野　光博）

Ａ Ａ － － 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9

2,420 FL 0

99 300 学生支援 1060 大学会館 1F 189 売店
学生支援課（上教大ｻｰﾋﾞｽｾﾝ
ﾀｰ）

Ａ Ａ － － － － － #VALUE! 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

砂壁状吹
付

化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9

2,740 FL 1 0 1

99 300 学生支援 1060 大学会館 1F 8 ＣＤコーナー 第四銀行高田支店 Ａ Ａ Ａ － － － － － #VALUE! 360 100.0% 1 0 0

99 300 管理部門 1060 大学会館 1F 34 電気室 施設マネジメント課 Ａ Ａ Ａ － － － － － #VALUE! 360 100.0% 防塵塗料 EP塗 EP塗 3,645 0 1 0 0

99 300 管理部門 1060 大学会館 1F 34 機械室 施設マネジメント課 Ａ Ａ Ａ － － － － － #VALUE! 360 100.0% 防塵塗料 EP塗 EP塗 3,645 0 1 0 0

99 300 学生支援 1060 大学会館 1F 477 第１食堂 学生支援課(ニッコクトラスト） Ａ Ａ Ａ －
学生開

放
310 310

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9

2,800
2,500

1 1 0 1

99 300 学生支援 1060 大学会館 1F 214 厨房 学生支援課(ニッコクトラスト） Ａ Ａ － － 特殊塗床
陶器質ﾀｲ
ﾙ

AEP塗 2,440 0 1 1 1

99 300 学生支援 1060 大学会館 1F 14 厨房事務室 学生支援課(ニッコクトラスト） Ａ Ａ － －
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗 EP塗 2,720 1 1 1

99 300 学生支援 1060 大学会館 1F 13 倉庫１ 学生支援課(ニッコクトラスト） Ａ Ａ － － － － － #VALUE! 360 100.0% 防塵塗料 ｺﾝｸﾘｰﾄC ｺﾝｸﾘｰﾄ 3,645 0 0 0

99 300 学生支援 1060 大学会館 1F 12 倉庫２ 学生支援課(ニッコクトラスト） Ａ Ａ － － － － － #VALUE! 360 100.0% 防塵塗料 ｺﾝｸﾘｰﾄC ｺﾝｸﾘｰﾄ 3,645 0 0 0

99 300 学生支援 1060 大学会館 1F 12 倉庫３ 学生支援課(ニッコクトラスト） Ａ Ａ － － － － － #VALUE! 360 100.0% 防塵塗料 ｺﾝｸﾘｰﾄC ｺﾝｸﾘｰﾄ 3,645 0 0 0

99 300 学生支援 1060 大学会館 1F 9 製麺室 学生支援課(ニッコクトラスト） Ａ Ａ － － 特殊塗床
複層模様
吹付

AEP塗 2,440 0 0

99 300 学生支援 1060 大学会館 1F 10 休養室 学生支援課(ニッコクトラスト） Ａ Ａ － －
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9

2,720 1 1

99 300 学生支援 1060 大学会館 1F 12 宿直室 学生支援課(ニッコクトラスト） Ａ Ａ － － 畳敷き
砂壁状吹
付

化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9

2,420 0 0

99 300 学生支援 1060 大学会館 1F 7 ロッカー室１ 学生支援課(ニッコクトラスト） Ａ Ａ － －
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9

2,440 0 0 0

99 300 学生支援 1060 大学会館 1F 6 ロッカー室２ 学生支援課(ニッコクトラスト） Ａ Ａ － －
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9

2,440 0 0 0

99 300 学生支援 1060 大学会館 1F 8 浴室・脱衣室 学生支援課(ニッコクトラスト） Ａ Ａ － － － － － #VALUE!
化粧複合
合板

AEP塗 AEP塗 2,440 0 0 1

99 300 学生支援 1060 大学会館 2F 48 第２食堂 学生支援課(ニッコクトラスト） Ａ Ａ － － 28 28
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,700 0

99 300 学生支援 1060 大学会館 2F 20 厨房２ 学生支援課(ニッコクトラスト） Ａ － － 特殊塗料
陶器質ﾀｲ
ﾙ

AEP塗 2,440 0 1 1

99 300 学生支援 1060 大学会館 2F 77 喫茶室 学生支援課（安達松枝） Ａ Ａ － － 40 40
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ 2,520 商業用途 1 1 1 1 1 1 1 1 排気ﾀﾞｸﾄ

28 300 学生支援 1060 大学会館 2F 13 理髪室 学生支援課（大野あけみ） Ａ Ａ － － 2 2
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

AEP塗
化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9

2,720 商業用途 1 1 1

28 300 学生支援 1060 大学会館 2F 13 美容室 学生支援課（京美容室） Ａ Ａ － － 2 2
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

AEP塗
化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9

2,720 商業用途 1 1 1

28 300 学生支援 1060 大学会館 2F 38 第１集会室 学生支援課 Ａ Ａ －
学生開

放
360 100.0%

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9

2,720 0 0

28 300 学生支援 1060 大学会館 2F 25 第２集会室 学生支援課 Ａ Ａ －
学生開

放
360 100.0%

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9

2,720 0 0

28 300 学生支援 1060 大学会館 2F 25 第３集会室 学生支援課 Ａ Ｂ －
学生開

放
360 100.0%

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9

2,720 0 0

28 300 学生支援 1060 大学会館 2F 33 第４集会室 学生支援課 Ａ －
学生開

放
360 100.0% 畳敷き

砂壁状吹
付

化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9

2,440 0 0

28 300 学生支援 1060 大学会館 2F 15 第５集会室 学生支援課 Ａ Ｂ －
学生開

放
360 100.0% 畳敷き

砂壁状吹
付

化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9

2,440 0 0

99 300 管理部門 1060 大学会館 2F 37 機械室 施設マネジメント課 Ａ Ａ Ａ － － － － － #VALUE! 360 100.0% 防塵塗料 EP塗 EP塗 3,345 0 0

34 130 534
心理教育相
談室

1070
心理教育相談
室

1F 54 プレイルーム１
心理教育相談室長
（内田　一成）

Ａ Ａ Ａ Ａ Ｅ
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

ﾋﾞﾆﾙ壁紙
張

ﾛｯｸｳｰﾙ
吸音板9

HF 1L 1 0 1 0 1 0 0 3 1

34 130 536
心理教育相
談室

1070
心理教育相談
室

1F 37 プレイルーム２
心理教育相談室長
（内田　一成）

Ａ Ａ Ａ Ａ Ｅ
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

ﾋﾞﾆﾙ壁紙
張

ﾛｯｸｳｰﾙ
吸音板9

HF － 1 0 1 0 1 0 0 3 1

34 130 539
心理教育相
談室

1070
心理教育相談
室

1F 13 カンファレンス室１
心理教育相談室長
（内田　一成）

Ａ Ａ Ａ Ａ Ｅ
ﾀｲﾙｶｰ
ﾍﾟｯﾄ

ﾋﾞﾆﾙ壁紙
張

ﾛｯｸｳｰﾙ
吸音板9

HF 1L 1 0 1 0 1 0 0 3 1

34 130 540
心理教育相
談室

1070
心理教育相談
室

1F 18 個別面接室２
心理教育相談室長
（内田　一成）

Ａ Ａ Ａ Ａ Ｅ
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

ﾋﾞﾆﾙ壁紙
張

ﾛｯｸｳｰﾙ
吸音板9

HF 1L 1 0 1 0 1 0 0 3 1

34 130 541
心理教育相
談室

1070
心理教育相談
室

1F 14 検査器具室
心理教育相談室長
（内田　一成）

Ａ Ａ Ａ Ａ Ｅ
ﾀｲﾙｶｰ
ﾍﾟｯﾄ

ﾋﾞﾆﾙ壁紙
張

EP塗 HF 1L 1 0 1 0 1 0 0 3 1

心理教育相 心理教育相談 心理教育相談室長 ﾀｲﾙｶ ﾋﾞﾆﾙ壁紙
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講座
ｺｰﾄﾞ

部屋
ｺｰﾄﾞ

調査
票
№

コース
科目等

棟
ｺｰﾄﾞ

棟名称
室

番号
面積
(㎡)

室名称
部屋利用責任者

（氏  名）
省エネ

整理
状況

高所
（1.8m）
に荷物

廊下に
物品

共同使
用につ
いて

平均使
用人数

(a)

最大使
用人数

座席数
(b)

収容率％
(a/b)

前期使用
時間（時

間）

前期稼動
率％

後期使用
時間（時

間）

後期稼動
率％

年間使用
日数（日）

年間稼働
率％

床仕上 壁仕上 天井仕上 天井高
高効率
照明

電気
ｺﾝｾﾝﾄ
（箇所）

情報
ｺﾝｾﾝﾄ
（箇所）

電話
ｺﾝｾﾝﾄ

ｽﾋﾟ-ｶ ﾃﾚﾋﾞ
自火報
感知器

ガス
（1有・0

無）

水道排水
（1有・0

無）
冷暖房

換気
0なし
1排気

網戸
（1有・0

無）

AV機器
（1有・0

無）

ﾏｲｸ・音
響

（1有・0

スクリー
ン

（1有・0

特殊設備
１

（名称）

特殊設備
２

（名称）

34 130 545
心理教育相
談室

1070
心理教育相談
室

1F 14 個別面接室５
心理教育相談室長
（内田　一成）

Ａ Ａ Ａ Ａ Ｅ
ﾀｲﾙｶｰ
ﾍﾟｯﾄ

ﾋﾞﾆﾙ壁紙
張

EP塗 HF － 1 0 1 0 1 0 0 3 1

99 300 管理部門 1070
心理教育相談
室

1F 19 宿泊室２ 総務課 Ａ Ａ Ａ Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% ｶｰﾍﾟｯﾄ
ﾋﾞﾆﾙ壁紙
張

1 1 1 1 0 1 3 1

99 300 管理部門 1070
心理教育相談
室

1F 19 宿泊室１ 総務課 Ａ Ａ Ａ Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% ｶｰﾍﾟｯﾄ
ﾋﾞﾆﾙ壁紙
張

1 1 1 1 0 1 3 1

34 300
心理教育相
談室

1070
心理教育相談
室

1F 8 洗面室・女子便所
心理教育相談室長
（内田　一成）

Ａ Ａ Ａ Ａ － － － － #VALUE!
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

複層模様
吹付

GB-D9.5 － 0 0 1 0 0 0 1 0 1

34 300
心理教育相
談室

1070
心理教育相談
室

1F 10 洗面室・男子便所
心理教育相談室長
（内田　一成）

Ａ Ａ Ａ Ａ － － － － #VALUE!
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

複層模様
吹付

GB-D9.5 － 0 0 1 0 0 0 1 0 1

34 190 538
心理教育相
談室

1070
心理教育相談
室

1F 5 機材室
心理教育相談室長
（内田　一成）

Ａ Ａ Ａ Ａ Ｅ
ﾀｲﾙｶｰ
ﾍﾟｯﾄ

ﾋﾞﾆﾙ壁紙
張

ﾛｯｸｳｰﾙ
吸音板9

HF 1L 0 0 1 0 1 0 0 3 3

34 130 537
心理教育相
談室

1070
心理教育相談
室

1F 9 心理調整室
心理教育相談室長
（内田　一成）

Ａ Ａ Ａ Ａ Ｅ
ﾀｲﾙｶｰ
ﾍﾟｯﾄ

ﾋﾞﾆﾙ壁紙
張

ﾛｯｸｳｰﾙ
吸音板12

HF － 0 0 1 0 1 0 0 3 3

34 130 530
心理教育相
談室

1070
心理教育相談
室

1F 14 個別面接室１
心理教育相談室長
（内田　一成）

Ａ Ａ Ａ Ａ Ｅ
ﾀｲﾙｶｰ
ﾍﾟｯﾄ

ﾋﾞﾆﾙ壁紙
張

ﾛｯｸｳｰﾙ
吸音板9

HF － 1 0 1 0 1 0 0 3 1

34 190 531
心理教育相
談室

1070
心理教育相談
室

1F 14 準備室
心理教育相談室長
（内田　一成）

Ａ Ａ Ａ Ａ Ｅ － － － #VALUE!
ﾀｲﾙｶｰ
ﾍﾟｯﾄ

ﾋﾞﾆﾙ壁紙
張

ﾛｯｸｳｰﾙ
吸音板9

HF 1L 1 0 1 0 1 0 0 3 1

34 180 532
心理教育相
談室

1070
心理教育相談
室

1F 2 保管室
心理教育相談室長
（内田　一成）

Ａ Ａ Ａ Ａ Ｅ － － － #VALUE!
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

EP塗 GB-D9.5 － 0 0 0 0 1 0 0 0 0

34 130 533
心理教育相

1070
心理教育相談

1F 14 事務室
心理教育相談室長

Ａ Ａ Ａ Ａ Ｅ 1 1 1 100 0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ ﾋﾞﾆﾙ壁紙 ﾛｯｸｳｰﾙ

HF 1L 1 1 1 1 1 0 0 3 134 130 533
談室

1070
室

1F 14 事務室
（内田　一成）

Ａ Ａ Ａ Ａ Ｅ 1 1 1 100.0%
ﾙ 張 吸音板9

HF 1L 1 1 1 1 1 0 0 3 1

99 300 管理部門 1070
心理教育相談
室

1F 4 機械室 施設マネジメント課 Ａ Ａ Ａ Ａ － － － － #VALUE! 防塵塗料 EP塗 FL 1L 0 0 1 0 1 0 0 0 1

99 300 管理部門 1080 設備機械棟 1F 44 ガス計量機室 施設マネジメント課 Ａ Ａ Ａ Ａ － － － － #VALUE! 360 100.0% 防塵塗料 ｺﾝｸﾘｰﾄC ｺﾝｸﾘｰﾄC 3,645 0 0

99 300 管理部門 1080 設備機械棟 1F 88 電気室 施設マネジメント課 Ａ Ａ Ａ Ａ － － － － #VALUE! 360 100.0% 防塵塗料
ｸﾞﾗｽｳｰﾙ
成型板25

EP塗 3,645 0 0

99 300 管理部門 1080 設備機械棟 1F 44 発電機室 施設マネジメント課 Ａ Ａ Ａ Ａ － － － － #VALUE! 360 100.0% 防塵塗料
ｸﾞﾗｽｳｰﾙ
成型板25

EP塗 3,645 0 0

99 300 管理部門 1080 設備機械棟 1F 138 ボイラー室 施設マネジメント課 Ａ Ａ Ａ Ａ － － － － #VALUE! 360 100.0% 防塵塗料 ｺﾝｸﾘｰﾄC ｺﾝｸﾘｰﾄC
5,345～
7,245

0 0

99 300 管理部門 1080 設備機械棟 1F 9 倉庫 施設マネジメント課 Ａ Ａ Ａ Ａ － － － － #VALUE! 360 100.0% ｺﾝｸﾘｰﾄ ｺﾝｸﾘｰﾄC ｺﾝｸﾘｰﾄC 3,645 0 0

99 300 管理部門 1080 設備機械棟 1F 13 便所 施設マネジメント課 Ａ Ａ Ａ Ａ － － － － #VALUE! 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

陶器質ﾀｲ
ﾙ

AEP塗 2,400 0 0

99 300 管理部門 1080 設備機械棟 1F 60 事務室・休憩室等 施設マネジメント課 Ａ Ａ Ａ Ａ － 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9

2,500 1 1

99 300 管理部門 1080 設備機械棟 2F 88 ガスガバナ室 施設マネジメント課 Ａ Ａ Ａ Ａ － － － － #VALUE! 360 100.0% 防塵塗料 ｺﾝｸﾘｰﾄC ｺﾝｸﾘｰﾄC 3,445 0 0

99 300 管理部門 1080 設備機械棟 2F 44 監視室 施設マネジメント課 Ａ Ａ Ａ Ａ － 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,500 0

99 300 管理部門 1080 設備機械棟 2F 3 洗面所・便所 施設マネジメント課 Ａ Ａ Ａ Ａ － － － － #VALUE! 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

陶器質ﾀｲ
ﾙ

AEP塗 2,400 0 0

99 300 管理部門 1080 設備機械棟 2F 11 休憩室 施設マネジメント課 Ａ Ａ Ａ Ａ － 360 100.0% 縁甲板張 AEP塗
化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9

2,400 0

99 300 管理部門 1080 設備機械棟 2F 22 電話交換機室 施設マネジメント課 Ａ Ａ Ａ Ａ － － － － #VALUE! 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9

2,600 0 1

99 300 管理部門 1080 設備機械棟 2F 16 電話交換室 施設マネジメント課 Ａ Ａ Ａ Ａ － 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,500 1 0

99 300 管理部門 1081 上水ポンプ室 36 施設マネジメント課 Ａ Ａ Ａ － － － － － #VALUE! 360 100.0% 0 0

99 300 管理部門 1082 井水ポンプ室 38 施設マネジメント課 Ａ Ａ Ａ － － － － － #VALUE! 360 100.0% 0 0

99 300 管理部門 1083 車庫 238 車庫 財務課 Ａ Ａ Ａ － － － － － #VALUE! 360 100.0% 0 0

99 300 管理部門 1084 車庫２ 227 財務課 Ａ Ａ Ａ － － － － － #VALUE! 360 100.0% 0 1

12 160 265 音楽 1090 音楽（研究）棟 101 118 音楽講義演習室 Ｅ 50 80 80 62.5% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ
ﾌﾞﾛｯｸ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
吹付

4,000 6L 1 1 0 1 0

12 160 266 音楽 1090 音楽（研究）棟 102 98 音楽講義演習室 Ｅ 10 50 56 17.9% 21 52.5% 18 45.0% 280 77.8%
ﾆｰﾄﾞﾙﾊﾟﾝ
ﾁｶｰﾍﾟｯﾄ

AEP塗
化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9

3,000 2L 1 0 1 1 0

12 180 267 音楽 1090 音楽（研究）棟 103 31 楽器庫 Ｅ － － － #VALUE! 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗 EP塗 3,655 1L 0 0 0 0 1 0

99 300 521 管理部門 1090 音楽（研究）棟 104 38 電気室 施設マネジメント課 Ａ － － － － #VALUE! 360 100.0% 防塵塗料 EP塗 EP塗 4,755 1L 0 1 0 0 1 0

99 300 522 管理部門 1090 音楽（研究）棟 105 17 機械室 施設マネジメント課 Ａ － － － － #VALUE! 360 100.0% 防塵塗料 EP塗 EP塗 4,755 1L 0 0 0 0 1 0

12 150 268 音楽 1090 音楽（研究）棟 106 32 音楽学生控室 Ｅ 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹き付け

化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9

2,600 1L 1 0 0 0 1 0

20 140 269 若手支援 1090 音楽（研究）棟 107 36 博士課程院生研究室 西村　俊夫 Ｅ 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹き付け

化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9

2,600 1L 1 1 0 0 1 0 3

12 160 音楽 1090 音楽（研究）棟 108 21 研究室 長谷川　正規 Ａ Ｅ 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹き付け

化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9

2,600 1L 0 0 0 1 0

99 300 523 管理部門 1090 音楽（研究）棟 109 9 機械室（空調） 施設マネジメント課 Ａ － － － － #VALUE! 360 100.0% 防塵塗料 EP塗 EP塗 3,655 1L 0 0 0 0 1 0

12 160 270 音楽 1090 音楽（研究）棟 201 98 音楽講義演習室 平野　俊介 Ｅ 50 60 60 83.3% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

3,000 2L 0 0 1 1 0

21 160 490 共同利用 1090 音楽（研究）棟 202 27 共通ゼミ室 教育支援課 H21限定使用 Ａ Ａ
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 2L 1 0 0 1 0 3

12 110 271 音楽 1090 音楽（研究）棟 203 27 教官研究室（音楽） 平野　俊介 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 2L 1 1 0 0 1 0 3

20 140 272 院生研究室 1090 音楽（研究）棟 204 63 音楽院生研究室
音楽世話役
（平野　俊介）

Ｅ 20 30 20 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹き付け

化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9

2,600 1L 1 1 0 0 1 0

12 160 273 音楽 1090 音楽（研究）棟 301 98 音楽講義演習室 Ｅ 50 60 60 83.3% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

3,000 2L 0 0 1 1 0

23 300 503 共同利用 1090 音楽（研究）棟 302 27 教官研究室（学長資料室） 総務課 Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｅ 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 2L 1 1 0 0 1 0 3

12 110 274 共同利用 1090 音楽（研究）棟 303 27 教官研究室（音楽）
音楽世話役
（平野　俊介）

（琴練習） Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 2L 1 1 0 0 1 0 3

12 110 275 共同利用 1090 音楽（研究）棟 304 18 共通ゼミ室 教育支援課 H21限定使用 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1L 1 0 0 1 0 3

12 110 276 音楽 1090 音楽（研究）棟 305 27 教官研究室（音楽） 阿部　亮太郎 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1L 1 1 0 0 1 0 3

12 160 277 音楽 1090 音楽（研究）棟 306 32 音楽視聴室 時得　紀子 Ｅ 10 10 10 100.0% 25 62.5% 25 62.5% 300 83.3%
ﾆｰﾄﾞﾙﾊﾟﾝ
ﾁｶｰﾍﾟｯﾄ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1L 0 0 0 1 0

1 130 39 学習臨床 1090 音楽（研究）棟 401 26 地域文化授業分析室 川村　知行 Ｅ 4 6 6 66.7% 9 22.5% 8 20.0% 250 69.4%
ﾆｰﾄﾞﾙﾊﾟﾝ
ﾁｶｰﾍﾟｯﾄ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,800 1L 1 0 0 1 0

21 160 278 学習臨床 1090 音楽（研究）棟 402 23 学習臨床ゼミ室 藤岡　達也 H21限定使用
ﾆｰﾄﾞﾙﾊﾟﾝ
ﾁｶｰﾍﾟｯﾄ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,800 1L 0 0 0 1 0 3

12 120 279 音楽 1090 音楽（研究）棟 403 49 芸術系教育（音楽）会議室
音楽世話役
（平野　俊介）

Ａ Ｅ 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
長尺ﾋﾞﾆﾙ
ｼｰﾄ

複層模様
吹き付け

化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9

2,600 1L 1 0 1 1 1

12 110 298 音楽 1090 音楽（研究）棟 404 27 教官研究室（音楽） 上野　正人 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1L 1 1 0 0 1 0 3

12 110 280 音楽 1090 音楽（研究）棟 405 27 教官研究室（音楽） 池田　操 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1L 1 1 0 0 1 0 3

12 110 281 共同利用 1090 音楽（研究）棟 406 27 教官研究室（音楽） Ａ Ｅ
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1L 1 1 0 0 1 0 3

12 110 282 音楽 1090 音楽（研究）棟 407 27 教官研究室（音楽） 長谷川　正規 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1L 1 1 0 0 1 0 3

12 180 283 音楽 1090 音楽（研究）棟 408 21 楽器庫 阿部　亮太郎 Ａ Ｅ 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗 EP塗 3,455 1L 0 0 0 0 1 0

12 160 284 音楽 1090 音楽（研究）棟 501 73 音楽講義演習室 後藤　丹 Ｅ 12 16 16 75.0% 18 45.0% 12 30.0% 255 70.8%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

3,000 2L 0 0 0 1 0

21 170 285 音楽 1090 音楽（研究）棟 502 27 実践教育指導室
音楽世話役
（平野　俊介）

H21限定使用 Ｅ
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1L 1 1 0 0 1 0 3

12 110 286 音楽 1090 音楽（研究）棟 503 27 教官研究室（音楽） 後藤　丹 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1L 1 1 0 0 1 0 3

12 110 287 音楽 1090 音楽（研究）棟 504 27 教官研究室（音楽） 時得　紀子 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1L 1 1 0 0 1 0 3

12 110 288 音楽 1090 音楽（研究）棟 505 27 教官研究室（音楽） 峯岸　創 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1L 1 1 0 0 1 0 3

12 180 289 音楽 1090 音楽（研究）棟 506 21 楽器庫 Ｅ 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

AEP塗 EP塗 3,455 1L 0 0 0 0 1 0

12 170 290 音楽 1090 音楽（研究）棟 507 25 ｼﾝｾｻｲｻﾞｰﾙｰﾑ 後藤　丹 Ｅ 3 5 5 60.0% 17 42.5% 14 35.0% 255 70.8%
金属製二
重床

AEP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,900 1L 1 0 0 1 0

99 300 管理部門 1090 音楽（研究）棟 601 19 ＥＶ機械室 施設マネジメント課 Ａ － － － － #VALUE! 360 100.0% 防塵塗料 EP塗 EP塗 2,655 1L 0 0 0 0 1 0

99 300 管理部門 1090 音楽（研究）棟 602 8 ポンプ室 施設マネジメント課 Ａ － － － － #VALUE! 360 100.0% 防塵塗料 EP塗 EP塗 3,355 1L 0 0 0 0 1 0

音楽（個人練
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講座
ｺｰﾄﾞ

部屋
ｺｰﾄﾞ

調査
票
№

コース
科目等

棟
ｺｰﾄﾞ

棟名称
室

番号
面積
(㎡)

室名称
部屋利用責任者

（氏  名）
省エネ

整理
状況

高所
（1.8m）
に荷物

廊下に
物品

共同使
用につ
いて

平均使
用人数

(a)

最大使
用人数

座席数
(b)

収容率％
(a/b)

前期使用
時間（時

間）

前期稼動
率％

後期使用
時間（時

間）

後期稼動
率％

年間使用
日数（日）

年間稼働
率％

床仕上 壁仕上 天井仕上 天井高
高効率
照明

電気
ｺﾝｾﾝﾄ
（箇所）

情報
ｺﾝｾﾝﾄ
（箇所）

電話
ｺﾝｾﾝﾄ

ｽﾋﾟ-ｶ ﾃﾚﾋﾞ
自火報
感知器

ガス
（1有・0

無）

水道排水
（1有・0

無）
冷暖房

換気
0なし
1排気

網戸
（1有・0

無）

AV機器
（1有・0

無）

ﾏｲｸ・音
響

（1有・0

スクリー
ン

（1有・0

特殊設備
１

（名称）

特殊設備
２

（名称）

12 170 293 音楽 1091
音楽（個人練
習）棟

2F 12 レッスン室 平野　俊介 Ａ Ａ Ａ Ａ Ｅ 1 5 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0% HF 0 0 1 0 1 0 0 3

99 300 管理部門 1091
音楽（個人練
習）棟

2F 8 機械室 施設マネジメント課 Ａ Ａ Ａ Ａ － － － － #VALUE! 360 100.0% HF 0 0 1 0

12 170 294 音楽 1091
音楽（個人練
習）棟

3F 72 個人練習室 上野　正人 Ａ Ａ Ａ Ａ Ｅ 9 18 18 50.0% 40 100.0% 40 100.0% 261 72.5% HF 0 0 1 0 1 0 0 3

12 170 295 音楽 1091
音楽（個人練
習）棟

3F 8 レッスン室 上野　正人 Ａ Ａ Ａ Ａ Ｅ 1 2 2 50.0% 40 100.0% 40 100.0% 261 72.5% HF 0 0 1 0 1 0 0 3

99 300 管理部門 1091
音楽（個人練
習）棟

3F 8 機械室 施設マネジメント課 Ａ Ａ Ａ Ａ － － － － #VALUE! 360 100.0% HF 0 0 1 0

12 170 296 音楽 1091
音楽（個人練
習）棟

4F 40 個人練習室 Ａ Ａ Ａ Ａ Ｅ HF 0 0 1 0 1 0 0 3

12 170 297 音楽 1091
音楽（個人練
習）棟

4F 40 アンサンブル室 Ａ Ａ Ａ Ａ Ｅ HF 0 0 1 0 1 0 0 3

99 300 管理部門 1091
音楽（個人練
習）棟

4F 8 機械室 施設マネジメント課 Ａ Ａ Ａ Ａ － － － － #VALUE! 360 100.0% HF 0 0 1 0

13 160 299 美術 1100 美術（研究）棟 101 45 工芸材料演習室 高石　次郎 Ｅ 1 5 5 20.0% 防塵塗料
複層模様
吹付

砂壁状吹
付

4,045 0 1 1

13 170 300 美術 1100 美術（研究）棟 109 136 絵画室 福岡　奉彦 Ｅ 50 17 42.5% 7 17.5% 300 83.3%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

砂壁状吹
付

4,045 0 1 1

13 170 301 美術 1100 美術（研究）棟 110 118 油彩画室 福岡 奉彦 Ｅ 7 10 10 70 0% 40 100 0% 40 100 0% 300 83 3%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ 複層模様 砂壁状吹

4 045 0 1 113 170 301 美術 1100 美術（研究）棟 110 118 油彩画室 福岡　奉彦 Ｅ 7 10 10 70.0% 40 100.0% 40 100.0% 300 83.3%
ﾙ 吹付 付

4,045 0 1 1

13 170 302 美術 1100 美術（研究）棟 111 107 石膏像室 松尾　大介 Ｅ 6 10 10 60.0% 30 75.0% 30 75.0% 250 69.4% ﾀｲﾙ
複層模様
吹付

ＥＰ塗 6,600 0 1 0

20 140 303 院生研究室 1100 美術（研究）棟 207 104 学習臨床院生研究室３
学習臨床研究世話役
（布川　和彦）

Ｅ 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

3,050 1 0 1 1

20 140 304 院生研究室 1100 美術（研究）棟 208 83 教職大学院院生研究室 木村　吉彦 Ｅ 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

3,050 1 0 1 1

1 160 40 学習臨床 1100 美術（研究）棟 209 45
学習臨床情報ネットワーク演習
室

高野　浩志 A A B A Ｅ 4 20 14 28.6% 49 122.5% 49 122.5% 320 88.9%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 5 1 0 1 0 0 3 1 0 0 0

20 140 491 院生研究室 1100 美術（研究）棟 210 30 保健体育院生研究室
保健体育世話役
（市川　真澄）

Ｅ 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 0 1 0 3

13 170 305 美術 1100 美術（研究）棟 301 134 日本画室 洞谷　亜里佐 Ｅ 15 17 17 88.2% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

砂壁状吹
付

3,445 0 1 1

1 110 41 学習臨床 1100 美術（研究）棟 302 26
教官研究室（学校臨床：学習臨
床）

朝倉　啓爾 A A B A Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 1 0 3

1 110 42 学習臨床 1100 美術（研究）棟 303 26
教官研究室（学校臨床：学習臨
床）

角谷　詩織 A A B A Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 4 1 1 0 1 0 1 3 1 0 0 0

1 110 43 学習臨床 1100 美術（研究）棟 304 31
教官研究室（学校臨床：学習臨
床）

川村　知行 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 1 0 3

13 110 306 美術 1100 美術（研究）棟 305 27
教官研究室（学校臨床：学習臨
床）

佐久間　亜紀 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 1 0 3

13 110 307 美術 1100 美術（研究）棟 306 27 教官研究室（美術） 安部　泰 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 1 0 3

13 110 308 美術 1100 美術（研究）棟 307 27 教官研究室（美術） 西村　俊夫 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 1 0 3

1 110 44 学習臨床 1100 美術（研究）棟 308 27
教官研究室（学校臨床：学習臨
床）

藤岡　達也 A B A A Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 2 1 1 0 1 0 1 3
ほとんど
破れてい

0 0 0

13 110 309 美術 1100 美術（研究）棟 309 27 教官研究室（美術） 高石　次郎 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 1 0 3

1 110 45 学習臨床 1100 美術（研究）棟 310 27
教官研究室（学校臨床：学習臨
床）

田島　弘司 A B B B Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 3 1 1 0 1 1 1 3 1 0 0 0

13 160 310 美術 1100 美術（研究）棟 401 52 美術演習室
美術世話役
（高石　次郎）

Ｅ 24 18 15 37.5% 13 32.5% 256 71.1%
長尺ﾋﾞﾆﾙ
ｼｰﾄ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 0 1 0

13 180 311 美術 1100 美術（研究）棟 402 52 共用会議室兼資料室
美術世話役
（高石　次郎）

Ａ Ｅ 3 6 6 50.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
長尺ﾋﾞﾆﾙ
ｼｰﾄ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 0 1 1

13 140 312 院生研究室 1100 美術（研究）棟 403 83 美術院生研究室
美術世話役
（高石 次郎）

Ｅ 24 34 70.6% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 0 1 0
（高石　次郎） ﾙ 吹付 化粧吸音

13 110 313 美術 1100 美術（研究）棟 404 27 教官研究室（美術） 洞谷　亜里佐 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 1 0 3

13 110 314 美術 1100 美術（研究）棟 405 27 教官研究室（美術） 阿部　靖子 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 1 0 3

13 110 315 美術 1100 美術（研究）棟 406 27 教官研究室（美術） 五十嵐　史帆 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 1 0 3

13 110 316 美術 1100 美術（研究）棟 407 27 教官研究室（美術） 松尾　大介 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 1 0 3

13 110 317 共同利用 1100 美術（研究）棟 408 27 教官研究室（美術） Ａ Ｅ
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 1 0 3

13 110 318 美術 1100 美術（研究）棟 409 27 教官研究室（美術） 福岡　奉彦 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 1 0 3

21 160 504 講義室 1100 美術（研究）棟 410 33 共用講義演習室
教育支援課
美術世話役

Ａ Ｅ 10 36 27.8% 8 20.0% 0 0.0% 250 69.4%
長尺ﾋﾞﾆﾙ
ｼｰﾄ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 0 1 0

22 170 319 美術 1101 美術（実習）棟 102 119 陶芸室 高石　次郎 Ｅ 10 20 20 50.0% 20 50.0% 20 50.0% 200 55.6% 防塵塗料
複層模様
吹付

砂壁状吹
付

3,645 0 1 1

22 170 505 実験実習 1101 美術（実習）棟 103 126 塑造室 松尾　大介 Ｅ 5 9 9 55.6% 40 100.0% 40 100.0% 260 72.2% 防塵塗料
複層模様
吹付

砂壁状吹
付

3,645 0 1 0

22 170 320 美術 1101 美術（実習）棟 104 119 木工室 西村　俊夫 Ｅ 8 10 16 50.0% 20 50.0% 18 45.0% 280 77.8% 床板
複層模様
吹付

砂壁状吹
付

3,645 0 1 0

22 170 321 美術 1101 美術（実習）棟 105 122 金工室 西村　俊夫 Ｅ 5 10 10 50.0% 30 75.0% 20 50.0% 300 83.3% 防塵塗料
複層模様
吹付

砂壁状吹
付

3,645 0 1 1

22 170 322 美術 1101 美術（実習）棟 106 58 金彫室 西村　俊夫 Ｅ 3 3 3 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 260 72.2% 防塵塗料
複層模様
吹付

砂壁状吹
付

3,645 0 1 1

22 170 506 実験実習 1101 美術（実習）棟 107 56 石彫室 松尾　大介 Ｅ 3 3 3 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 260 72.2% 防塵塗料
複層模様
吹付

砂壁状吹
付

3,645 0 1 1

22 170 507 実験実習 1101 美術（実習）棟 108 56 木彫室 松尾　大介 Ｅ 3 4 4 75.0% 40 100.0% 40 100.0% 260 72.2% 防塵塗料
複層模様
吹付

砂壁状吹
付

3,645 0 1 1

22 170 323 美術 1101 美術（実習）棟 112 44 窯場 高石　次郎 Ｅ ｺﾝｸﾘｰﾄ
砂壁状吹
付

7,645 0 1 1

22 180 324 美術 1101 美術（実習）棟 113 14 薬品貯蔵庫 福岡　奉彦 Ａ Ｅ － － － #VALUE! 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0% ｺﾝｸﾘｰﾄ ｺﾝｸﾘｰﾄ ｺﾝｸﾘｰﾄ 3,645 0 1 0

22 170 325 美術 1101 美術（実習）棟 201 98 版画室 福岡　奉彦 Ｅ 防塵塗料
複層模様
吹付

砂壁状吹
付

3,645 0 1 1

22 170 508 実験実習 1101 美術（実習）棟 202 146 造形実習室 松尾　大介 Ｅ 10 18 20 50.0% 30 75.0% 30 75.0% 330 91.7% 防塵塗料
複層模様
吹付

砂壁状吹
付

3,645 0 1 1

22 170 326 美術 1101 美術（実習）棟 203 119 製図室 安部　泰 Ｅ 8 10 16 50.0% 21 52.5% 16 40.0% 280 77.8%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

3,050 0 1 1

22 170 327 美術 1101 美術（実習）棟 204 122 デザイン室 安部　泰 Ｅ
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

3,050 0 1 0

22 170
328
329

実験実習 1101 美術（実習）棟 205 84 デザイン実験室・暗室 安部　泰 Ｅ
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

砂壁状吹
付

3,645 0 1 0

22 170
330
331

実験実習 1101 美術（実習）棟 206 84 資料作製室・暗室 安部　泰 Ｅ
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

砂壁状吹
付

3,645 0 1 0

14 130 509 保健体育 1110 体育棟 101 74 ﾊﾞｲｵﾒｶﾆｯｸｽ実験室 市川　真澄 Ｅ 12 20 20 60.0% 10 25.0% 12 30.0% 260 72.2%
合成樹脂
塗

複層模様
吹付

複層模様
吹付

3,645 0 1 1

14 130 332 保健体育 1110 体育棟 102 76
運動方法学実験室兼教材開発
室

直原　幹 Ｅ 7 10 10 70.0% 11 27.5% 11 27.5% 260 72.2%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ

2,800
3,200

0 1 1

14 170 333 学校ﾍﾙｽｹｱ 1110 体育棟 103 39
学校ヘルスケア養護教育実習
室

増井　晃 Ｅ 16 24 24 66.7% 7 17.5% 11 27.5% 260 72.2% ﾀｲﾙ
複層模様
吹付

砂壁状吹
付

3,645 0 1 1

14 130 334 学校ﾍﾙｽｹｱ 1110 体育棟 104 56
学校ヘルスケア健康科学実験
室

増井　晃 Ｅ 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0% ﾀｲﾙ
複層模様
吹付

砂壁状吹
付

3,645 0 1 0

20 140 335 院生研究室 1110 体育棟 201 37 保健体育院生研究室１
保健体育世話役
（市川　真澄）

Ｅ 16 #DIV/0! 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0% 防塵塗料 ｺﾝｸﾘｰﾄ ｺﾝｸﾘｰﾄ 3,645 1 0 1 0

20 140 336 院生研究室 1110 体育棟 202 38 保健体育院生研究室２
保健体育世話役
（市川　真澄）

Ｅ 10 #DIV/0! 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 0 1 0

20 140 337 院生研究室 1110 体育棟 203 36
保健体育院生研究室３
学校ヘルスケア院生研究室

保健体育世話役
（市川　真澄）

Ｅ 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 0 1 0

14・17 120 338 生活健康系 1110 体育棟 204 38 生・健系資料室兼共用会議室
生活・健康系コース長
（下村　義夫）

Ｅ
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 0 1 1

21 160 510 講義室 1110 体育棟 205 38 共用講義演習室
教育支援課
保健体育世話役

Ｅ 6 12 50.0% 14 35.0% 20 50.0% 250 69.4%
長尺ﾋﾞﾆﾙ
ｼｰﾄ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,800 0 1 0

17 110 339 学校ﾍﾙｽｹｱ 1110 体育棟 206 19 教官研究室（学校ヘルスケア） 上野　光博 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
長尺ﾋﾞﾆﾙ
ｼｰﾄ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,800 1 1 0 1 0

14 110 340 保健体育 1110 体育棟 207 20 教官研究室（体育） 大橋　奈希左 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 1 0 3

14 130 341 保健体育 1110 体育棟 301 75 心理学実験室 伊藤　政展 Ｅ 10 16 16 62.5% 20 50.0% 18 45.0% 290 80.6%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 0 1 0 3

17 110 342 学校ﾍﾙｽｹｱ 1110 体育棟 302 19 教官研究室（学校ヘルスケア） 増井　晃 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0% ﾀｲﾙ
複層模様
吹付

複層模様
吹付

3,445 1 1 0 1 0

14 110 492 保健体育 1110 体育棟 303 19 教官研究室（体育） 周東　和好 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 1 0 3

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ 複層模様 ﾛｯｸｳ ﾙ
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講座
ｺｰﾄﾞ

部屋
ｺｰﾄﾞ

調査
票
№

コース
科目等

棟
ｺｰﾄﾞ

棟名称
室

番号
面積
(㎡)

室名称
部屋利用責任者

（氏  名）
省エネ

整理
状況

高所
（1.8m）
に荷物

廊下に
物品

共同使
用につ
いて

平均使
用人数

(a)

最大使
用人数

座席数
(b)

収容率％
(a/b)

前期使用
時間（時

間）

前期稼動
率％

後期使用
時間（時

間）

後期稼動
率％

年間使用
日数（日）

年間稼働
率％

床仕上 壁仕上 天井仕上 天井高
高効率
照明

電気
ｺﾝｾﾝﾄ
（箇所）

情報
ｺﾝｾﾝﾄ
（箇所）

電話
ｺﾝｾﾝﾄ

ｽﾋﾟ-ｶ ﾃﾚﾋﾞ
自火報
感知器

ガス
（1有・0

無）

水道排水
（1有・0

無）
冷暖房

換気
0なし
1排気

網戸
（1有・0

無）

AV機器
（1有・0

無）

ﾏｲｸ・音
響

（1有・0

スクリー
ン

（1有・0

特殊設備
１

（名称）

特殊設備
２

（名称）

14 110 346 保健体育 1110 体育棟 307 19 教官研究室（体育） 伊藤　政展 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 1 0 3

14 180 347 保健体育 1110 体育棟 308 24
体育科教育資料室兼教材開発
室

加藤　泰樹 Ｅ 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 0 1 0 3

14 160 348 保健体育 1110 体育棟 309 36 多目的演習室・情報処理室 加藤　泰樹 Ｅ 5 15 15 33.3% 40 100.0% 40 100.0% 300 83.3% ﾀｲﾙ
複層模様
吹付

化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ

2,600 0 1 1 3

17 130 511 学校ﾍﾙｽｹｱ 1110 体育棟 401 37 学校保健多目的実験室 下村　義夫 Ｅ 4 8 8 50.0% ﾀｲﾙ
複層模様
吹付

複層模様
吹付

3,445 0 1 1 3

1 160 46 学習臨床 1110 体育棟 402 19 情報教育分析室 梅野　正信 Ｅ ﾀｲﾙ
複層模様
吹付

化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ

3,050 0 1 0

14 130 349 保健体育 1110 体育棟 403 17 暗室・前室 市川　真澄 A A A A Ｅ 3 6 6 50.0% 14 35.0% 14 35.0% ﾀｲﾙ
複層模様
吹付

化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ

3,050 3 2 1 0 1 0 0 2 0 1 0 0

14 110 350 保健体育 1110 体育棟 404 19 教官研究室（体育） 土田　了輔 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0% ﾀｲﾙ
複層模様
吹付

AEP塗 2,600 1 1 0 1 0

17 110 351 学校ﾍﾙｽｹｱ 1110 体育棟 405 19 教官研究室（学校ヘルスケア） 下村　義夫 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 1 0 3

14 110 352 保健体育 1110 体育棟 406 19 教官研究室（体育） 市川　真澄 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 1 0 3

1 110 47 学習臨床 1110 体育棟 407 19
教官研究室（学校臨床：学習臨
床）

梅野　正信 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 1 0 3

14 110 353 保健体育 1110 体育棟 408 19 教官研究室（体育） 直原 幹 A B B B Ｅ 1 1 1 100 0% 40 100 0% 40 100 0% 360 100 0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ 複層模様 ﾛｯｸｳｰﾙ

2 600 2 3 1 1 0 1 0 3 1 0 014 110 353 保健体育 1110 体育棟 408 19 教官研究室（体育） 直原　幹 A B B B Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾙ 吹付 化粧吸音

2,600 2 3 1 1 0 1 0 3 1 0 0

14 110 354 保健体育 1110 体育棟 409 19 教官研究室（体育） 榊原　潔 Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 1 1 0 1 0 3

14 180 355 保健体育 1110 体育棟 410 24 運動学資料室兼教材保管室 土田　了輔 Ｅ 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 0 1 0 3

14 130 356 保健体育 1110 体育棟 411 37 運動学画像分析室 榊原　潔 Ｅ 3 8 8 37.5% 3 7.5% 25 62.5% 122 33.9%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,600 0 1 1 3

22 300 管理部門 1110 体育棟 20 機械室 施設マネジメント課 Ａ Ａ Ａ Ａ － － － － #VALUE! ﾀｲﾙ
複層模様
吹付

化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ

3,050 0 1 0

22 170 実験実習 1111 小体育館 101 201 ダンス室・調光室 Ａ Ａ Ａ Ａ Ｄ 360 100.0% ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ
ﾗﾜﾝ合板
ＯＳ塗

EP塗 4,945 0 1 0

22 170 実験実習 1111 小体育館 102 307 柔・剣道室、器具庫、前室 Ａ Ａ Ａ Ａ Ｄ 360 100.0% ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ
ﾗﾜﾝ合板
ＯＳ塗

EP塗 4,945 0 1 0

22 190 実験実習 1111 小体育館 103 18 準備室・放送室 Ａ Ａ Ａ Ａ Ｅ － － － #VALUE! 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ

2,600 0 1 0

22 170 358 実験実習 1111 小体育館 201 540 トレーニング室 Ａ Ａ Ａ Ａ Ｄ 360 100.0% ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ
ﾗﾜﾝ合板
ＯＳ塗

ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ
ﾌｫｰﾑ

4800～
7,800

0 1 0

22 190 実験実習 1111 小体育館 202 9 器具庫 Ａ Ａ Ａ Ａ Ｅ － － － #VALUE! 360 100.0% ｺﾝｸﾘｰﾄ ｺﾝｸﾘｰﾄ ｺﾝｸﾘｰﾄ 2,845 0 1 0

22 170 実験実習 1112 体育館 101 1353 アリーナ Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ 360 100.0%
ﾅﾗﾌﾛｰﾘﾝ
ｸﾞ

ﾗﾜﾝ合板
ＯＳ塗

ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ
ﾌｫｰﾑ

4800～
7,800

0 1 0

22 190 実験実習 1112 体育館 102 51 器具庫 Ａ Ａ Ａ Ａ － － － － #VALUE! 360 100.0% ｺﾝｸﾘｰﾄ ｺﾝｸﾘｰﾄ ｺﾝｸﾘｰﾄ 3,445 0 1 0

22 190 実験実習 1113 ｽﾎﾟ実験棟 101 48 体育器具庫 Ａ Ａ Ａ Ａ Ｅ － － － #VALUE! 360 100.0% 防塵塗料 ｺﾝｸﾘｰﾄA
複層仕上
塗材吹付

4,845 0 1 0

14 160 512 保健体育 1113 ｽﾎﾟ実験棟 201 352 実践演習室 Ａ Ａ Ａ Ａ Ｅ 40 60 60 66.7% 20 50.0% 16 40.0% 300 83.3%
複合ﾌﾛｰ
ﾘﾝｸﾞ

ﾗﾜﾝ合板
SOP塗

鉄骨
SOP塗

8,000～
8,800

0 1 0

14 130 513 保健体育 1113 ｽﾎﾟ実験棟 202 42 測定室１ 市川　真澄 Ａ Ａ Ａ Ａ Ｅ 10 15 15 66.7% 10 25.0% 12 30.0% 210 58.3%
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

複層仕上
塗材吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,700 0 1 0

14 130 514 保健体育 1113 ｽﾎﾟ実験棟 203 36 測定室2 榊原　潔 Ａ Ａ Ａ Ａ Ｅ 3 7 7 42.9% 3 7.5% 3 7.5% 36 10.0%
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

複層仕上
塗材吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,700 0 1 0

14 130 357 保健体育 1113 ｽﾎﾟ実験棟 204 18 環境制御室 市川　真澄 Ａ Ａ Ａ Ａ Ｅ 4 10 10 40.0% 7 17.5% 9 22.5% 210 58.3%
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

複層仕上
塗材吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,800 0 1 0

14 190 515 保健体育 1113 ｽﾎﾟ実験棟 205 22 準備室 市川　真澄 Ａ Ａ Ａ Ａ Ｅ － － － #VALUE!
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

複層仕上
塗材吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,700 0 1 0

22 190 実験実習 1115 プール附属棟 1F 163 清水　富弘 Ａ Ａ Ａ － Ｄ 0 1 0

99 300 管理部門 1115 プール附属棟 1F 27 機械室 施設マネジメント課 Ａ Ａ Ａ － － － － － #VALUE! 0 1 0

99 300 管理部門 1120 本部事務局 1F 19 文書庫（１） 入試課 Ａ Ａ Ａ － 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0% 防塵塗料 EP塗 ｺﾝｸﾘｰﾄC 3,445 0 1 0

99 300 管理部門 1120 本部事務局 1F 19 文書庫（２） 入試課 Ａ Ａ Ａ － 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0% 防塵塗料 EP塗 ｺﾝｸﾘｰﾄC 3,445 0 1 0

99 300 管理部門 1120 本部事務局 1F 3 湯沸室 施設マネジメント課 Ａ Ａ Ａ Ａ － － － － 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0% 0 1 1

99 300 管理部門 1120 本部事務局 1F 34 文書庫（３） 施設マネジメント課 Ａ Ａ Ａ － 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0% 防塵塗料 EP塗 ｺﾝｸﾘｰﾄC 3,445 0 1 0

99 300 管理部門 1120 本部事務局 1F 6 倉庫 施設マネジメント課 Ａ Ａ Ａ Ａ － － － － #VALUE! 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0% ｺﾝｸﾘｰﾄC ｺﾝｸﾘｰﾄC ｺﾝｸﾘｰﾄC 1,645 0 1 0

99 300 管理部門 1120 本部事務局 1F 16 更衣室 総務課 Ａ Ａ Ａ － 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0% 0 1 0

99 300 管理部門 1120 本部事務局 1F 12 ＤＳ（宅急便保管） 総務課 Ａ Ａ Ａ － － － － #VALUE! 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0% ｺﾝｸﾘｰﾄC ｺﾝｸﾘｰﾄC ｺﾝｸﾘｰﾄC 3,445 0 1 0

99 300 管理部門 1120 本部事務局 1F 8 文書庫（４） 財務課 Ａ Ａ Ａ － 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0% 防塵塗料 EP塗 ｺﾝｸﾘｰﾄC 3,445 0 1 0

99 300 管理部門 1120 本部事務局 1F 23 文書庫（５） 財務課 Ａ Ａ Ａ － 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0% 防塵塗料 EP塗 ｺﾝｸﾘｰﾄC 3,445 0 1 0

99 300 管理部門 1120 本部事務局 1F 43 小会議室 総務課 Ａ Ａ Ａ Ａ － 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0% 1 0 1 1

99 300 管理部門 1120 本部事務局 1F 17 文書庫（６） 総務課 Ａ Ａ Ａ － 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

内装薄塗
材

化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9.5

2,700 0 1 0

99 300 管理部門 1120 本部事務局 1F 120 財務課事務室・湯沸室 財務課 Ａ Ａ Ａ － 18 20 20 90.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9

2,700 1 1 1 1 0

99 300 管理部門 1120 本部事務局 1F 19 受付・監視室 施設マネジメント課 Ａ Ａ Ａ － 1 2 2 50.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9

2,700 1 1 1 0

99 300 管理部門 1120 本部事務局 1F 79 施設マネジメント課事務室 施設マネジメント課 Ａ Ａ Ａ Ａ － 10 10 10 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9

2,700 1 1 1 1 0

99 300 管理部門 1120 本部事務局 1F 59 入試課事務室 入試課 Ａ Ａ Ａ － 6 6 6 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9

2,700 1 1 1 1 0

99 300 管理部門 1120 本部事務局 2F 22 総務部長室 総務課 Ａ Ａ Ａ － 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0% ｶｰﾍﾟｯﾄ敷 ｸﾛｽ張
ﾛｯｸｳｰﾙ
吸音板12

2,700 1 1 1 1 0

99 300 管理部門 1120 本部事務局 2F 52 学外委員控室 総務課 Ａ Ａ Ａ Ａ － 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0% ｶｰﾍﾟｯﾄ敷 ｸﾛｽ張 2,700 1 1 0 1 0

99 300 管理部門 1120 本部事務局 2F 74 中会議室 総務課 Ａ Ａ Ａ Ａ － 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0% ｶｰﾍﾟｯﾄ敷 ｸﾛｽ張
ﾛｯｸｳｰﾙ
吸音板15

2,700 1 0 1 0

99 300 管理部門 1120 本部事務局 2F 23 広報室 広報室 Ａ Ａ Ａ － 2 2 2 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9

2,700 1 1 1 1 0

99 300 管理部門 1120 本部事務局 2F 34 理事室 総務課 Ａ Ａ Ａ － 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0% 1 1 1 1 0

99 300 管理部門 1120 本部事務局 2F 63 企画室 企画室 Ａ Ａ Ａ － 6 7 7 85.7% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9

2,700 1 1 1 1 0

99 300 管理部門 1120 本部事務局 2F 22 更衣室 総務課 Ａ Ａ Ａ － 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9

2,700 0 0 0 1 0

99 300 管理部門 1120 本部事務局 2F 3 湯沸室 総務課 Ａ Ａ Ａ Ａ － － － － #VALUE! 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

複層模様
吹付

AEP塗 2,400 0 0 0 1 1

99 300 管理部門 1120 本部事務局 2F 25 文書庫（７） 総務課 Ａ Ａ Ａ － － － － #VALUE! 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0% ｺﾝｸﾘｰﾄ ｺﾝｸﾘｰﾄC ｺﾝｸﾘｰﾄC 3,445 0 0 0 1 0

99 300 管理部門 1120 本部事務局 2F 15 印刷室 総務課 Ａ Ａ Ａ Ａ － － － － #VALUE! 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9

2,700 1 0 0 1 0

99 300 管理部門 1120 本部事務局 2F 23 文書庫（８） 総務課 Ａ Ａ Ａ － － － － #VALUE! 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0% ｺﾝｸﾘｰﾄ ｺﾝｸﾘｰﾄC ｺﾝｸﾘｰﾄC 3,445 0 0 0 1 0

99 300 管理部門 1120 本部事務局 2F 135 総務課事務室・相談室 総務課 Ａ Ａ Ａ － 16 17 17 94.1% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9

2,700 1 1 1 1 0

99 300 管理部門 1120 本部事務局 3F 37 副学長室１ 総務課 Ａ Ａ Ａ Ａ － 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
じゅうた
ん張

天然木化
粧合板

壁紙張 2,700 1 1 1 1 0

99 300 管理部門 1120 本部事務局 3F 37 副学長室２ 総務課 Ａ Ａ Ａ Ａ － 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
じゅうた
ん張

天然木化
粧合板

壁紙張 2,700 1 1 1 1 0

99 300 管理部門 1120 本部事務局 3F 70 秘書室 総務課 Ａ Ａ Ａ Ａ － 2 2 2 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾀｲﾙｶｰ
ﾍﾟｯﾄ

天然木化
粧合板

壁紙張 2,700 1 1 1 1 1

99 300 管理部門 1120 本部事務局 3F 54 学長室 総務課 Ａ Ａ Ａ Ａ － 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
じゅうた
ん張

天然木化
粧合板

壁紙張 2,700 1 1 1 1 0

99 300 管理部門 1120 本部事務局 3F 36 理事室 総務課 Ａ Ａ Ａ Ａ － 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
じゅうた
ん張

天然木化
粧合板

壁紙張 2,700 1 1 1 1 0

99 300 管理部門 1120 本部事務局 3F 35 副学長室 総務課 Ａ Ａ Ａ Ａ － 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
じゅうた
ん張

天然木化
粧合板

壁紙張 2,700 1 1 1 1 0

99 300 管理部門 1120 本部事務局 3F 37 副学長室 総務課 Ａ Ａ Ａ Ａ － 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
じゅうた
ん張

天然木化
粧合板

壁紙張 2,700 1 1 1 1 0

99 300 管理部門 1120 本部事務局 3F 25 資料室 総務課 Ａ Ａ Ａ Ａ － 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾀｲﾙｶｰ
ﾍﾟｯﾄ

天然木化
粧合板

壁紙張 2,700 1 0 1 0

ﾛｯｸｳ ﾙ
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講座
ｺｰﾄﾞ

部屋
ｺｰﾄﾞ

調査
票
№

コース
科目等

棟
ｺｰﾄﾞ

棟名称
室

番号
面積
(㎡)

室名称
部屋利用責任者

（氏  名）
省エネ

整理
状況

高所
（1.8m）
に荷物

廊下に
物品

共同使
用につ
いて

平均使
用人数

(a)

最大使
用人数

座席数
(b)

収容率％
(a/b)

前期使用
時間（時

間）

前期稼動
率％

後期使用
時間（時

間）

後期稼動
率％

年間使用
日数（日）

年間稼働
率％

床仕上 壁仕上 天井仕上 天井高
高効率
照明

電気
ｺﾝｾﾝﾄ
（箇所）

情報
ｺﾝｾﾝﾄ
（箇所）

電話
ｺﾝｾﾝﾄ

ｽﾋﾟ-ｶ ﾃﾚﾋﾞ
自火報
感知器

ガス
（1有・0

無）

水道排水
（1有・0

無）
冷暖房

換気
0なし
1排気

網戸
（1有・0

無）

AV機器
（1有・0

無）

ﾏｲｸ・音
響

（1有・0

スクリー
ン

（1有・0

特殊設備
１

（名称）

特殊設備
２

（名称）

99 300 管理部門 1120 本部事務局 3F 15 機械室２ 施設マネジメント課 Ａ Ａ Ａ Ａ － － － － #VALUE! 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0% 防塵塗料 ｺﾝｸﾘｰﾄC ｺﾝｸﾘｰﾄC 3,645 0 0 0 1 0

99 300 管理部門 1120 本部事務局 RF 44 機械室 施設マネジメント課 Ａ Ａ Ａ Ａ － － － － #VALUE! 360 100.0% 防塵塗料 ｺﾝｸﾘｰﾄC ｺﾝｸﾘｰﾄC 3,845 0 0 0 1 0

21 200 講義室 1130 講堂 604 講堂 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ
じゅうた
ん張

石膏ﾎﾞｰ
ﾄﾞEP-Ⅱ

2600～ 0 1 1

21 190 講義室 1130 講堂 38 準備室 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

EP-Ⅱ塗 EP-Ⅱ塗 2,700 0 1 0

99 300 管理部門 1130 講堂 16 倉庫 Ａ Ａ Ａ Ａ － － － － #VALUE! 防塵塗料 ｺﾝｸﾘｰﾄB ｺﾝｸﾘｰﾄB 4,050 0 0 0 1 0

99 300 管理部門 1130 講堂 43 機械室 施設マネジメント課 Ａ Ａ Ａ Ａ － － － － #VALUE! 360 100.0% 防塵塗料 ｺﾝｸﾘｰﾄB ｺﾝｸﾘｰﾄB 6,650 0 0 0 1 0

51 附属幼稚園 1140 附属幼稚園 24 園長室 附属幼稚園長 Ａ Ａ Ａ Ａ － 1 1 1 1

51 附属幼稚園 1140 附属幼稚園 60 教官事務室・会議室 附属幼稚園長 Ａ Ａ Ａ Ａ － 1 1 1 1

51 附属幼稚園 1140 附属幼稚園 67 保育室１ 附属幼稚園長 Ａ Ａ Ａ Ａ － 20 20 0 0 1 1

51 附属幼稚園 1140 附属幼稚園 124 遊戯室 附属幼稚園長 Ａ Ａ Ａ Ａ － 0 0 1 1

51 附属幼稚園 1140 附属幼稚園 68 保育室２ 附属幼稚園長 Ａ Ａ Ａ Ａ － 35 35 0 0 1 151 附属幼稚園 1140 附属幼稚園 68 保育室２ 附属幼稚園長 Ａ Ａ Ａ Ａ 35 35 0 0 1 1

51 附属幼稚園 1140 附属幼稚園 67 保育室３ 附属幼稚園長 Ａ Ａ Ａ Ａ － 35 35 0 0 1 1

51 附属幼稚園 1140 附属幼稚園 10 教材室 附属幼稚園長 Ａ Ａ Ａ Ａ － 0 0 0 1

51 附属幼稚園 1140 附属幼稚園 59 多目的室 附属幼稚園長 Ａ Ａ Ａ Ａ － 0 1

51 附属幼稚園 1140 附属幼稚園 147 その他諸室 附属幼稚園長 Ａ Ａ Ａ Ａ － 0 0 0 1

30 300 附属図書館 1150 附属図書館 1F 78 集密書架（１） 学術情報課 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0% 防塵塗料
ｸﾞﾗｽｳｰﾙ
成型板25

EP塗 4,320 HF 0 0 0 1 0

30 300 附属図書館 1150 附属図書館 1F 373 開架閲覧室 学術情報課 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0% 防塵塗料
ｸﾞﾗｽｳｰﾙ
成型板25

EP塗 4,320 HF 0 0 0 1 0

30 300 附属図書館 1150 附属図書館 1F 97 集密書架（２） 学術情報課 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9

2,400 HF 0 0 0 1 0

30 300 附属図書館 1150 附属図書館 1F 13 荷解室 学術情報課 Ａ Ａ Ａ Ａ Ｅ 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0% HF 0 0 0 1 0

30 300 附属図書館 1150 附属図書館 2F 395 閲覧室・マルチメディアコーナー 学術情報課 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9

2,600 HF 1 0 1 0

30 300 附属図書館 1150 附属図書館 2F 171 学術情報課事務室・湯沸室 学術情報課 Ａ Ａ Ａ Ａ － 8 8 8 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
獣毛ｶｰ
ﾍﾟｯﾄ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
吸音板12

2,600 HF 1 1 1 1 1

30 300 附属図書館 1150 附属図書館 2F 20 学外委員控室 総務課 Ａ Ａ Ａ Ａ Ｄ 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9

2,600 HF 1 1 1 1 0

30 300 附属図書館 1150 附属図書館 2F 25 情報処理室 学術情報課 Ａ Ａ Ａ Ａ Ｅ － － － #VALUE! 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9

2,600 HF 1 0 0 1 0

30 300 附属図書館 1150 附属図書館 3F 772 開架閲覧室 学術情報課 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
獣毛ｶｰ
ﾍﾟｯﾄ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
吸音板12

2,700 HF 0 0 0 1 0

30 300 附属図書館 1150 附属図書館 3F 18 資料室 学術情報課 Ａ Ａ Ａ Ａ Ｅ 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
吸音板12

2,700 HF 0 0 0 1 0

30 300 附属図書館 1150 附属図書館 3F 21 湯沸室・休憩室 学術情報課 Ａ Ａ Ａ Ａ － － － － #VALUE! 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾀｲﾙｶｰ
ﾍﾟｯﾄ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ
ﾛｯｸｳｰﾙ
吸音板12

2,700 HF 0 0 1 1 1

99 300 管理部門 1150 附属図書館 BF 36 電気室 施設マネジメント課 Ａ Ａ Ａ Ａ － － － － #VALUE! 360 100.0% HF 0 0 0 1 0

99 300 管理部門 1150 附属図書館 BF 71 機械室 施設マネジメント課 Ａ Ａ Ａ Ａ － － － － #VALUE! 360 100.0%
獣毛ｶｰ
ﾍﾟｯﾄ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
吸音板12

2,900 HF 0 0 0 1 0

30 300 附属図書館 1150 附属図書館 BF 10 倉庫 学術情報課 Ａ Ａ Ａ Ａ Ｅ － － － #VALUE! 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
吸音板12

2,700 HF 0 0 0 1 0
ﾙ 吹付 吸音板12

30 300 附属図書館 1150 附属図書館 BF 6 印刷室 学生支援課 Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ － － － #VALUE! 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
獣毛ｶｰ
ﾍﾟｯﾄ

複層模様
吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ
吸音板12

2,900 0 0 0 1 0

99 300 管理部門 1150 附属図書館 RF 161 空調機械室 施設マネジメント課 Ａ Ａ Ａ Ａ － － － － #VALUE! 360 100.0% 防塵塗料
ｸﾞﾗｽｳｰﾙ
成型板25

EP塗 3,850 HF 0 0 0 1 0

99 300 管理部門 1150 附属図書館 RF 13 エレベーター機械室 施設マネジメント課 Ａ Ａ Ａ Ａ － － － － #VALUE! 360 100.0% 防塵塗料
ｸﾞﾗｽｳｰﾙ
成型板25

EP塗 3,850 HF 0 1 0 1 0

35 130 402 特支ｾﾝﾀｰ 1160
特別支援教育
実践研究ｾﾝﾀｰ

1F 12 個別指導室1兼観察室 葉石　光一 Ａ Ａ Ａ Ａ Ｅ 3 5 5 60.0% 22 55.0% 22 55.0% 340 94.4%
ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ
ﾌﾞﾛｯｸ

複層仕上
塗材吹付

化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9

2,600 1 1 0

35 130 402 特支ｾﾝﾀｰ 1160
特別支援教育
実践研究ｾﾝﾀｰ

1F 32 待合室
特別支援教育実践研究ｾﾝﾀｰ長
（齋藤　一雄）

Ａ Ａ Ａ Ａ Ｅ 340 94.4%
ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ
ﾌﾞﾛｯｸ

複層仕上
塗材吹付

化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9

2,600 1 1 0

35 130 402 特支ｾﾝﾀｰ 1160
特別支援教育
実践研究ｾﾝﾀｰ

1F 32 行動観察室
特別支援教育実践研究ｾﾝﾀｰ長
（齋藤　一雄）

Ａ Ａ Ａ Ａ Ｅ 10 15 66.7% 32 80.0% 32 80.0% 340 94.4%
防塵塗料
塗

複層仕上
塗材吹付

複層仕上
塗材吹付

3,450 1 1 0

35 130 403 特支ｾﾝﾀｰ 1160
特別支援教育
実践研究ｾﾝﾀｰ

1F 22 排泄訓練室兼幼児用便所
特別支援教育実践研究ｾﾝﾀｰ長
（齋藤　一雄）

Ａ Ａ Ａ Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 340 94.4%
複合ﾌﾛｰ
ﾘﾝｸﾞ

ﾗﾜﾝ合板
化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9

6,000 0 1 0

35 130 405 特支ｾﾝﾀｰ 1160
特別支援教育
実践研究ｾﾝﾀｰ

1F 47 総合検査室 葉石　光一 Ａ Ａ Ａ Ａ Ｅ 5 10 10 50.0% 30 75.0% 30 75.0% 340 94.4%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層仕上
塗材吹付

化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9.5

2,700 HF 1L 1 1 0 3 3

35 130 406 特支ｾﾝﾀｰ 1160
特別支援教育
実践研究ｾﾝﾀｰ

1F 12 個別指導室2 葉石　光一 Ａ Ａ Ａ Ａ Ｅ 3 5 5 60.0% 22 55.0% 24 60.0% 340 94.4%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層仕上
塗材吹付

化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9.5

2,600 FL 1 1 0

35 130 407 特支ｾﾝﾀｰ 1160
特別支援教育
実践研究ｾﾝﾀｰ

1F 24 検査・指導室III（視覚・聴覚） 我妻　敏博 Ａ Ａ Ａ Ａ Ｅ 5 10 10 50.0% 15 37.5% 17 42.5% 340 94.4%
ｶｰﾍﾟｯﾄ
（床暖房）

複層仕上
塗材吹付

化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9

2,575 1 1 0

35 130 408 特支ｾﾝﾀｰ 1160
特別支援教育
実践研究ｾﾝﾀｰ

1F 23 検査・指導室IV（言語） 藤井　和子 Ａ Ａ Ａ Ａ Ｅ 5 10 10 50.0% 25 62.5% 25 62.5% 340 94.4%
ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ
ﾌﾞﾛｯｸ

複層仕上
塗材吹付

化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9

2,600 1 1 0

35 130 409 特支ｾﾝﾀｰ 1160
特別支援教育
実践研究ｾﾝﾀｰ

1F 24 検査・指導室I（運動） 笠原　芳隆 Ａ Ａ Ａ Ａ Ｅ 5 10 10 50.0% 22 55.0% 22 55.0% 340 94.4%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層仕上
塗材吹付

化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9

2,600 1 1 0

35 130 410 特支ｾﾝﾀｰ 1160
特別支援教育
実践研究ｾﾝﾀｰ

1F 23 検査・指導室II（知能） 葉石　光一 Ａ Ａ Ａ Ａ Ｅ 5 10 10 50.0% 18 45.0% 18 45.0% 340 94.4%
ﾀﾌﾃｯﾄﾞｶｰ
ﾍﾟｯﾄ

複層仕上
塗材吹付

化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9

2,600 1 1 0

35 130 411 特支ｾﾝﾀｰ 1160
特別支援教育
実践研究ｾﾝﾀｰ

1F 144 プレイルーム 村中　智彦 Ａ Ａ Ａ Ａ Ｅ 10 30 30 33.3% 27 67.5% 27 67.5% 340 94.4%
ﾀｲﾙｶｰ
ﾍﾟｯﾄ

複層仕上
塗材吹付

化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9

2,600 1 1 0

35 130 412 特支ｾﾝﾀｰ 1160
特別支援教育
実践研究ｾﾝﾀｰ

1F 22 防音シールド室 村中　智彦 Ａ Ａ Ａ Ａ Ｅ 3 7 7 42.9% 22 55.0% 22 55.0% 340 94.4%
防塵塗料
塗

複層仕上
塗材吹付

ｺﾝｸﾘｰﾄＢ 3,450 1 1 0

35 130 413 特支ｾﾝﾀｰ 1160
特別支援教育
実践研究ｾﾝﾀｰ

1F 23 検査・指導室V（脳生理） 村中　智彦 Ａ Ａ Ａ Ａ Ｅ 5 10 10 50.0% 22 55.0% 22 55.0% 340 94.4%
防塵塗料
塗

ｺﾝｸﾘｰﾄＢ ｺﾝｸﾘｰﾄＢ 3,450 1 1 0

35 300 414 特支ｾﾝﾀｰ 1160
特別支援教育
実践研究ｾﾝﾀｰ

1F 22 事務室
特別支援教育実践研究ｾﾝﾀｰ長
（齋藤　一雄）

Ａ Ａ Ａ Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 340 94.4%
ﾀﾌﾃｯﾄﾞｶｰ
ﾍﾟｯﾄ

EP－Ⅰ
塗

化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9

2,600 1 1 1 1 0

35 180 415 特支ｾﾝﾀｰ 1160
特別支援教育
実践研究ｾﾝﾀｰ

1F 25 倉庫
特別支援教育実践研究ｾﾝﾀｰ長
（齋藤　一雄）

Ａ Ａ Ａ Ａ Ｅ － － － #VALUE! 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0% 2,400 0 0 1 1 0

35 180 416 特支ｾﾝﾀｰ 1160
特別支援教育
実践研究ｾﾝﾀｰ

1F 24 器具庫
特別支援教育実践研究ｾﾝﾀｰ長
（齋藤　一雄）

Ａ Ａ Ａ Ａ Ｅ － － － #VALUE! 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
防塵塗料
塗

複層仕上
塗材吹付

ｺﾝｸﾘｰﾄＢ 3,450 0 0 1 1 0

35 180 特支ｾﾝﾀｰ 1160
特別支援教育
実践研究ｾﾝﾀｰ

1F 倉庫
特別支援教育実践研究ｾﾝﾀｰ長
（齋藤　一雄）

Ａ Ａ Ａ Ａ Ｅ － － － #VALUE! 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

VE塗
EP－Ⅰ
塗

2,400 0 0 1 1 0

99 300 管理部門 1160
特別支援教育
実践研究ｾﾝﾀｰ

1F 19 電気室 施設マネジメント課 Ａ Ａ Ａ Ａ － － － － #VALUE! 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層仕上
塗材吹付

化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9.5

2,600 0 0 1 1 0

35 110 417 特支ｾﾝﾀｰ 1160
特別支援教育
実践研究ｾﾝﾀｰ

2F 24 センター長室
特別支援教育実践研究ｾﾝﾀｰ長
（齋藤　一雄）

Ａ Ａ Ａ Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ
ﾌﾞﾛｯｸ

複層仕上
塗材吹付

化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9

2,600 1 1 1 1 0

35 110 418 特支ｾﾝﾀｰ 1160
特別支援教育
実践研究ｾﾝﾀｰ

2F 23 教官研究室（特別支援教育） 道城　裕貴 Ａ Ａ Ａ Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾀﾌﾃｯﾄﾞｶｰ
ﾍﾟｯﾄ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ
化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9

2,600 1 1 1 1 0

35 110 419 特支ｾﾝﾀｰ 1160
特別支援教育
実践研究ｾﾝﾀｰ

2F 24 教官研究室（特別支援教育） 村中　智彦 Ａ Ａ Ａ Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層仕上
塗材吹付

化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9

2,600 1 1 1 1 0

35 110 419 特支ｾﾝﾀｰ 1160
特別支援教育
実践研究ｾﾝﾀｰ

2F 24 教官研究室（特別支援教育） 土谷　良巳 Ａ Ａ Ａ Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層仕上
塗材吹付

化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9

2,600 1 1 1 1 0

35 160 421 特支ｾﾝﾀｰ 1160
特別支援教育
実践研究ｾﾝﾀｰ

2F 117
カンファレンス室、画像処理・情
報処理室、資料図書室

特別支援教育実践研究ｾﾝﾀｰ長
（齋藤　一雄）

Ａ Ａ Ａ Ａ Ｅ 15 18 83.3% 33 82.5% 33 82.5% 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層仕上
塗材吹付

化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9

2,700 1 1 0

35 130 423 特支ｾﾝﾀｰ 1160
特別支援教育
実践研究ｾﾝﾀｰ

2F 48 教材開発室
特別支援教育実践研究ｾﾝﾀｰ長
（齋藤　一雄）

Ａ Ａ Ａ Ａ Ｅ 10 12 83.3% 340 94.4%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層仕上
塗材吹付

化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9

2,700 1 1 0

35 160 425 特支ｾﾝﾀｰ 1160
特別支援教育
実践研究ｾﾝﾀｰ

2F 94 研修室
特別支援教育実践研究ｾﾝﾀｰ長
（齋藤　一雄）

Ａ Ａ Ａ Ａ Ｅ 50 63 79.4% 33 82.5% 36 90.0% 340 94.4%
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

複層仕上
塗材吹付

化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9

2,600 1L 1 1 0 1

99 300 管理部門 1170
課外活動共用
施設

1F 12 管理室 学生支援課 Ｅ － － － #VALUE! 360 100.0% 1 0

28 300 学生支援 1170
課外活動共用
施設

1F 141 共用室１ 学生支援課 Ｄ 360 100.0% 1 0

28 300 学生支援 1170
課外活動共用
施設

2F 30 共用室 学生支援課 Ｄ 360 100.0% 1 0

28 300 学生支援 1170
課外活動共用
施設

2F 141 共用室２ 学生支援課 Ｄ 360 100.0% 1 0

99 300 管理部門 1180 休憩所・便所 47 施設マネジメント課 Ａ Ａ Ａ － － － － － #VALUE! 360 100.0% 0 0 0 0 0

22 300 実験実習 1185 体育器具庫 87
保健体育世話役
（市川　真澄）

Ａ Ａ Ａ Ａ － － － － #VALUE! 360 100.0% 0 0 0 0

99 300 管理部門 1190 汚水処理場 213 施設マネジメント課 Ａ Ａ Ａ Ａ － － － － #VALUE! 360 100.0% 0 0 0 0

99 300 管理部門 1193 ３号倉庫 36 財務課 Ａ Ａ Ａ Ａ － － － － #VALUE! 360 100.0% 0 0 0 0
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講座
ｺｰﾄﾞ

部屋
ｺｰﾄﾞ

調査
票
№

コース
科目等

棟
ｺｰﾄﾞ

棟名称
室

番号
面積
(㎡)

室名称
部屋利用責任者

（氏  名）
省エネ

整理
状況

高所
（1.8m）
に荷物

廊下に
物品

共同使
用につ
いて

平均使
用人数

(a)

最大使
用人数

座席数
(b)

収容率％
(a/b)

前期使用
時間（時

間）

前期稼動
率％

後期使用
時間（時

間）

後期稼動
率％

年間使用
日数（日）

年間稼働
率％

床仕上 壁仕上 天井仕上 天井高
高効率
照明

電気
ｺﾝｾﾝﾄ
（箇所）

情報
ｺﾝｾﾝﾄ
（箇所）

電話
ｺﾝｾﾝﾄ

ｽﾋﾟ-ｶ ﾃﾚﾋﾞ
自火報
感知器

ガス
（1有・0

無）

水道排水
（1有・0

無）
冷暖房

換気
0なし
1排気

網戸
（1有・0

無）

AV機器
（1有・0

無）

ﾏｲｸ・音
響

（1有・0

スクリー
ン

（1有・0

特殊設備
１

（名称）

特殊設備
２

（名称）

99 300 管理部門 1199
ペーハー槽上
屋

10 施設マネジメント課 Ａ Ａ Ａ － － － － － #VALUE! 360 100.0% 0 0 0 0

81 400 学生宿舎 1200 学生宿舎Ｃ棟 1,405 Ｃ棟（男子） 学生支援課 Ａ － 40 40 360 100.0% 1 1 1 1 1

81 400 学生宿舎 1201
学生宿舎Ｊ・Ｋ
棟

1,831 Ｊ・Ｋ棟（女子） 学生支援課 Ａ － 50 50 360 100.0% 1 1 1 1 1

81 400 学生宿舎 1202 学生宿舎Ｄ棟 1,100 Ｄ棟（男子） 学生支援課 Ａ － 60 60 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

EP塗
薄付仕上
塗材

2,495 1 1 1 1 1

81 400 学生宿舎 1203
学生宿舎Ｌ・Ｍ
棟

2,123 Ｌ・Ｍ棟（女子） 学生支援課 Ａ － 120 120 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

EP塗
薄付仕上
塗材

2,495 1 1 1 1 1

81 400 学生宿舎 1204 学生宿舎Ｅ・Ｆ棟 2,117 Ｅ・Ｆ棟（男子） 学生支援課 Ａ － 120 120 360 100.0% 1 1 1 1 1

81 400 学生宿舎 1205 学生宿舎Ｎ棟 1,109 Ｎ棟（女子） 学生支援課 Ａ － 60 60 360 100.0% 1 1 1 1 1

81 400 学生宿舎 1206
学生宿舎世帯Ａ
棟

1,627 Ａ棟（世帯） 学生支援課 － 40 40 360 100.0% 1 1 1 1 1

81 400 学生宿舎 1207
学生宿舎Ｇ・Ｈ
棟

2,105 Ｇ・Ｈ棟（男子） 学生支援課 Ａ － 120 120 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

EP塗
薄付仕上
塗材

2,495 1 1 1 1 1

81 400 学生宿舎 1208 学生宿舎Ｏ棟 1,070 Ｏ棟（女子） 学生支援課 Ａ － 60 60 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

EP塗
薄付仕上
塗材

2,495 1 1 1 1 1

81 400 学生宿舎 1209 第二共用棟 360 浴室（男子） 学生支援課 Ａ Ａ Ａ Ａ － － － － #VALUE! 360 100 0%
ﾋﾞﾆﾙ床 複層仕上

EP塗 2 495 1 1 0 1 081 400 学生宿舎 1209 第二共用棟 360 浴室（男子） 学生支援課 Ａ Ａ Ａ Ａ #VALUE! 360 100.0%
ｼｰﾄ 塗材

EP塗 2,495 1 1 0 1 0

81 400 学生宿舎 1210
学生宿舎世帯Ｂ
棟

1,856 Ｂ棟（世帯） 学生支援課 － 40 40 360 100.0% 1 1 1 1

81 400 学生宿舎 1211 第一共用棟 463 浴室（女子）・事務室等 学生支援課 Ａ Ａ － － － － #VALUE! 360 100.0% 1 1 1 1 1

81 400 学生宿舎 1250 国際学生宿舎 1,912 － 42 42 360 100.0% 1 1 1 1

88 500 職員宿舎 1300 山屋敷宿舎 1,814 施設マネジメント課 － 30 30 360 100.0% 1 0 1 1

31 300 439
学校教育実
践研究ｾﾝﾀｰ

2100
学校教育実践
研究ｾﾝﾀｰ

1F 20 事務室
学校教育実践研究ｾﾝﾀｰ長
（加藤　雅啓）

Ａ Ａ Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%

31 110 440
学校教育実
践研究ｾﾝﾀｰ

2100
学校教育実践
研究ｾﾝﾀｰ

1F 20 教員研究室 渡辺　径子 Ａ Ａ Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%

31 110 441
学校教育実
践研究ｾﾝﾀｰ

2100
学校教育実践
研究ｾﾝﾀｰ

1F 39 センター長室兼客員研究室
学校教育実践研究ｾﾝﾀｰ長
（加藤　雅啓）

Ａ Ａ Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%

99 300 442 管理部門 2100
学校教育実践
研究ｾﾝﾀｰ

1F 37 電気室 施設マネジメント課 Ａ Ａ Ａ Ａ － － － － #VALUE! 360 100.0%

31 180 443
学校教育実
践研究ｾﾝﾀｰ

2100
学校教育実践
研究ｾﾝﾀｰ

1F 70 教育情報管理閲覧室
学校教育実践研究ｾﾝﾀｰ長
（加藤　雅啓）

Ａ Ａ Ａ Ｅ 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%

31 180 444
学校教育実
践研究ｾﾝﾀｰ

2100
学校教育実践
研究ｾﾝﾀｰ

1F 55 授業ビデオライブラリー
学校教育実践研究ｾﾝﾀｰ長
（加藤　雅啓）

Ａ Ａ Ａ Ｅ 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%

31 190 445
学校教育実
践研究ｾﾝﾀｰ

2100
学校教育実践
研究ｾﾝﾀｰ

1F 8 印刷室
学校教育実践研究ｾﾝﾀｰ長
（加藤　雅啓）

Ａ Ａ Ａ Ｅ － － － #VALUE! 40 100.0% 40 100.0%

31 170 446
学校教育実
践研究ｾﾝﾀｰ

2100
学校教育実践
研究ｾﾝﾀｰ

1F 78 教材研究・開発実習室
学校教育実践研究ｾﾝﾀｰ長
（加藤　雅啓）

Ａ Ａ Ａ Ｅ 8 20.0% 4 10.0% 126 35.0%

31 160 447
学校教育実
践研究ｾﾝﾀｰ

2100
学校教育実践
研究ｾﾝﾀｰ

1F 39 コラボ室１
学校教育実践研究ｾﾝﾀｰ長
（加藤　雅啓）

Ａ Ａ Ａ Ａ Ｄ 20 22 25 80.0% 4 10.0% 24 6.7%

31 160 448
学校教育実
践研究ｾﾝﾀｰ

2100
学校教育実践
研究ｾﾝﾀｰ

1F 39 コラボ室２
学校教育実践研究ｾﾝﾀｰ長
（加藤　雅啓）

Ａ Ａ Ａ Ａ Ｄ 10 20 20 50.0%

31 160 449
学校教育実
践研究ｾﾝﾀｰ

2100
学校教育実践
研究ｾﾝﾀｰ

1F 162 多目的ルーム１
学校教育実践研究ｾﾝﾀｰ長
（加藤　雅啓）

Ａ Ａ Ａ Ｄ

31 180
学校教育実
践研究ｾﾝﾀｰ

2100
学校教育実践
研究ｾﾝﾀｰ

1F 6 倉庫
学校教育実践研究ｾﾝﾀｰ長
（加藤　雅啓）

Ａ Ａ Ａ Ｅ － － － #VALUE!

31 180
学校教育実
践研究ｾﾝﾀｰ

2100
学校教育実践
研究ｾﾝﾀｰ

1F 6 倉庫
学校教育実践研究ｾﾝﾀｰ長
（加藤　雅啓）

Ａ Ａ Ａ Ｅ － － － #VALUE!

31 300
学校教育実
践研究ｾﾝﾀｰ

2100
学校教育実践
研究ｾﾝﾀｰ

1F 6 湯沸室
学校教育実践研究ｾﾝﾀｰ長
（加藤 雅啓）

Ａ Ａ Ａ Ｅ － － － #VALUE!
践研究ｾﾝﾀｰ 研究ｾﾝﾀｰ （加藤　雅啓）

31 110 450 学習臨床 2100
学校教育実践
研究ｾﾝﾀｰ

2F 20
教官研究室（学校臨床：学習臨
床）

石野　正彦 Ａ Ａ Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%

31 110 451 学習臨床 2100
学校教育実践
研究ｾﾝﾀｰ

2F 20
教官研究室（学校臨床：学習臨
床）

釜田　聡 Ａ Ａ Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%

31 110 452
学校教育実
践研究ｾﾝﾀｰ

2100
学校教育実践
研究ｾﾝﾀｰ

2F 20 教官研究室 佐藤　佐敏 Ａ Ａ Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%

31 110 453
学校教育実
践研究ｾﾝﾀｰ

2100
学校教育実践
研究ｾﾝﾀｰ

2F 20 教官研究室 伊佐　貢一 Ａ Ａ Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%

31 110 454
学校教育実
践研究ｾﾝﾀｰ

2100
学校教育実践
研究ｾﾝﾀｰ

2F 20
教官研究室（教育実践・学校運
営）

寺田　喜男 Ａ Ａ Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%

31 160 455
学校教育実
践研究ｾﾝﾀｰ

2100
学校教育実践
研究ｾﾝﾀｰ

2F 39 共用研究室 Ａ Ａ Ａ Ｅ 8 10 10 80.0% 8 20.0% 8 20.0% 150 41.7%

31 190 456
学校教育実
践研究ｾﾝﾀｰ

2100
学校教育実践
研究ｾﾝﾀｰ

2F 44 編集・調整室
学校教育実践研究ｾﾝﾀｰ長
（加藤　雅啓）

Ａ Ａ Ａ Ｅ

31 170 457
学校教育実
践研究ｾﾝﾀｰ

2100
学校教育実践
研究ｾﾝﾀｰ

2F 81 スタジオ
学校教育実践研究ｾﾝﾀｰ長
（加藤　雅啓）

Ａ Ａ Ａ Ｅ

31 160 458
学校教育実
践研究ｾﾝﾀｰ

2100
学校教育実践
研究ｾﾝﾀｰ

2F 105 共用研究室 Ａ Ａ Ａ Ｅ 8 8 8 100.0% 5 12.5% 5 12.5% 40 11.1%

31 110 459
学校教育実
践研究ｾﾝﾀｰ

2100
学校教育実践
研究ｾﾝﾀｰ

2F 20 教官研究室 清水　雅之 Ａ Ａ Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%

31 110 460
学校教育実
践研究ｾﾝﾀｰ

2100
学校教育実践
研究ｾﾝﾀｰ

2F 20 教官研究室 中野　博幸 Ａ Ａ Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%

31 110 461
学校教育実
践研究ｾﾝﾀｰ

2100
学校教育実践
研究ｾﾝﾀｰ

2F 20 教官研究室 小林　志郎 Ａ Ａ Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%

31 110 462
学校教育実
践研究ｾﾝﾀｰ

2100
学校教育実践
研究ｾﾝﾀｰ

2F 20 教官研究室 笹川　恵美子 Ａ Ａ Ａ Ｅ 1 1 1 100.0% 40 100.0% 40 100.0% 360 100.0%

31 160 463
学校教育実
践研究ｾﾝﾀｰ

2100
学校教育実践
研究ｾﾝﾀｰ

2F 162 多目的ルーム２
学校教育実践研究ｾﾝﾀｰ長
（加藤　雅啓）

Ａ Ａ Ａ Ａ Ｄ

18 110 教職大学院 2100
学校教育実践
研究ｾﾝﾀｰ

2F 20 教官研究室（未定） （未定） Ａ Ａ Ａ Ｅ 1 1 1 100.0%

52 附属小学校 2211 小学校校舎２棟 1F 148 図書室 Ａ Ｅ

52 附属小学校 2211 小学校校舎２棟 1F 59 ＡＶ室 Ａ Ｅ

52 附属小学校 2211 小学校校舎２棟 1F 110 パソコン室 Ａ Ｅ

52 附属小学校 2211 小学校校舎２棟 2F 62 会議室 Ａ Ｅ

52 附属小学校 2211 小学校校舎２棟 2F 145 音楽室 Ａ Ｅ

52 附属小学校 2211 小学校校舎２棟 2F 26 音楽準備室 Ａ Ｅ
石膏ﾎﾞｰ
ﾄﾞ9.5

3,000

52 附属小学校 2211 小学校校舎２棟 2F 77 教生実習室 Ａ Ｅ
石膏ﾎﾞｰ
ﾄﾞ9.5

3,000

52 附属小学校 2211 小学校校舎２棟 2F 38 放送室・調整室 Ａ Ｅ
石膏ﾎﾞｰ
ﾄﾞ9.5

3,000

52 附属小学校 2212 小学校校舎 1F 50 事務室 附属小学校事務室長 Ａ Ｅ 10 10 10 100.0%
内装薄塗
材E

石膏ﾎﾞｰ
ﾄﾞ9.5

3,349

52 附属小学校 2212 小学校校舎 1F 90 オープンスペース Ａ Ｅ
内装薄塗
材E

石膏ﾎﾞｰ
ﾄﾞ9.5

3,349

52 附属小学校 2212 小学校校舎 1F 72 クラスルーム（１－１） Ａ Ｅ 40 40
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

内装薄塗
材E

化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9.5

2,800

52 附属小学校 2212 小学校校舎 1F 72 クラスルーム（１－２） Ａ Ｅ 40 40
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

内装薄塗
材E

化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9.5

2,800

52 附属小学校 2212 小学校校舎 1F 90 オープンスペース Ａ Ｅ ｶｰﾍﾟｯﾄ
内装薄塗
材E

石膏ﾎﾞｰ
ﾄﾞ9.5

3,200

52 附属小学校 2212 小学校校舎 1F 72 クラスルーム（２－１） Ａ Ｅ 40 40
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

内装薄塗
材E

化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9.5

2,800

52 附属小学校 2212 小学校校舎 1F 72 クラスルーム（２－２） Ａ Ｅ 40 40 ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ
内装薄塗
材E

化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9.5

3,050

52 附属小学校 2212 小学校校舎 1F 物品庫 Ａ Ｅ ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ
内装薄塗
材E

化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9.5

3,050

52 附属小学校 2212 小学校校舎 1F 71 保健室・相談室 Ａ Ｅ ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ
内装薄塗
材E

化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9.5

3,050

52 附属小学校 2212 小学校校舎 1F 物品庫 Ａ Ｅ ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ
内装薄塗
材E

化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9.5

3,050

52 附属小学校 2212 小学校校舎 1F 137 厨房諸室 Ａ Ｅ ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ
内装薄塗
材E

化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9.5

3,050

52 附属小学校 2212 小学校校舎 1F 53 電気ポンプ室 Ａ Ｅ ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ
内装薄塗
材E

化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9.5

3,050

52 附属小学校 2212 小学校校舎 1F 265 ランチルーム Ａ Ｅ
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

ｺﾝｸﾘｰﾄB ｺﾝｸﾘｰﾄB 3,850

ﾋﾞﾆﾙ床 内装薄塗 化粧石膏
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講座
ｺｰﾄﾞ

部屋
ｺｰﾄﾞ

調査
票
№

コース
科目等

棟
ｺｰﾄﾞ

棟名称
室

番号
面積
(㎡)

室名称
部屋利用責任者

（氏  名）
省エネ

整理
状況

高所
（1.8m）
に荷物

廊下に
物品

共同使
用につ
いて

平均使
用人数

(a)

最大使
用人数

座席数
(b)

収容率％
(a/b)

前期使用
時間（時

間）

前期稼動
率％

後期使用
時間（時

間）

後期稼動
率％

年間使用
日数（日）

年間稼働
率％

床仕上 壁仕上 天井仕上 天井高
高効率
照明

電気
ｺﾝｾﾝﾄ
（箇所）

情報
ｺﾝｾﾝﾄ
（箇所）

電話
ｺﾝｾﾝﾄ

ｽﾋﾟ-ｶ ﾃﾚﾋﾞ
自火報
感知器

ガス
（1有・0

無）

水道排水
（1有・0

無）
冷暖房

換気
0なし
1排気

網戸
（1有・0

無）

AV機器
（1有・0

無）

ﾏｲｸ・音
響

（1有・0

スクリー
ン

（1有・0

特殊設備
１

（名称）

特殊設備
２

（名称）

52 附属小学校 2212 小学校校舎 2F 24 教材室 Ａ Ｅ
合成樹脂
塗床B

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ
ｸﾛｽ包25

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ
ｸﾛｽ包25

3,850

52 附属小学校 2212 小学校校舎 2F 90 オープンスペース Ａ Ｅ
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

ｸﾛｽ張
石膏ﾎﾞｰ
ﾄﾞ9.5ｸﾛｽ

4,000

52 附属小学校 2212 小学校校舎 2F 72 クラスルーム（４－１） Ａ Ｅ 40 40 ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ
内装薄塗
材E

化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9.5

3,050

52 附属小学校 2212 小学校校舎 2F 72 クラスルーム（４－２） Ａ Ｅ 40 40 ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ
内装薄塗
材E

化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9.5

3,050

52 附属小学校 2212 小学校校舎 2F 120 図工室諸室 Ａ Ｅ ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ
内装薄塗
材E

化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9.5

3,050

52 附属小学校 2212 小学校校舎 2F 59 校長室兼副校長室 附属小学校長 Ａ Ｅ
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

内装薄塗
材E

化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9.5

2,800

52 附属小学校 2212 小学校校舎 2F 95 教官室 Ａ Ｅ ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ
内装薄塗
材E

化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9.5

3,050

52 附属小学校 2212 小学校校舎 3F 90 オープンスペース Ａ Ｅ ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ
内装薄塗
材E

化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9.5

3,050

52 附属小学校 2212 小学校校舎 3F 72 クラスルーム（５－１） Ａ Ｅ 40 40 ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ
内装薄塗
材E

化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9.5

3,050

52 附属小学校 2212 小学校校舎 3F 72 クラスルーム（５－２） Ａ Ｅ 40 40
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

内装薄塗
材E

化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9.5

3,050

52 附属小学校 2212 小学校校舎 3F 24 教材室 Ａ Ｅ ｶｰﾍﾟｯﾄ ｸﾛｽ張
石膏ﾎﾞｰ

2 80052 附属小学校 2212 小学校校舎 3F 24 教材室 Ａ Ｅ ｶ ﾍ ｯﾄ ｸﾛｽ張
ﾄﾞ9.5ｸﾛｽ

2,800

52 附属小学校 2212 小学校校舎 3F 90 オープンスペース Ａ Ｅ
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

内装薄塗
材E

石膏ﾎﾞｰ
ﾄﾞ9.5ｸﾛｽ

2,800

52 附属小学校 2212 小学校校舎 3F 72 クラスルーム（６－１） Ａ Ｅ 40 40 ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ
内装薄塗
材E

化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9.5

3,050

52 附属小学校 2212 小学校校舎 3F 72 クラスルーム（６－２） Ａ Ｅ 40 40 ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ
内装薄塗
材E

化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9.5

3,050

52 附属小学校 2212 小学校校舎 3F 135 家庭科諸室 Ａ Ｅ ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ
内装薄塗
材E

化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9.5

3,050

52 附属小学校 2212 小学校校舎 3F 33 教材室 Ａ Ｅ
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

内装薄塗
材E

化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9.5

2,800

52 附属小学校 2212 小学校校舎 3F 124 理科諸室 Ａ Ｅ ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ
内装薄塗
材E

化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9.5

3,050

52 附属小学校 2320 体育館 924 Ａ Ｅ ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ
内装薄塗
材E

化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9.5

3,050

52 附属小学校 2351 器具庫３ 38 Ａ － ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ
内装薄塗
材E

化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9.5

3,050

52 附属小学校 2360 倉庫 53 Ａ Ａ Ａ Ａ －
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

内装薄塗
材E

化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9.5

3,050

52 附属小学校 2371 屋外用具庫 44 Ａ Ａ Ａ Ａ －
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

内装薄塗
材E

化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9.5

2,800

52 附属小学校 2380 プールポンプ室 35 Ａ Ａ Ａ － －
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

内装薄塗
材E

化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9.5

3,050

52 附属小学校 2400 プール附属室 109 Ａ Ａ Ａ － －

52 附属小学校 2450 動物観察舎 58 Ａ Ｅ

53 附属中学校 3100 体育館 2F 24 体育研究室 Ａ Ｅ

53 附属中学校 3100 体育館 2F 820 体育諸室 Ａ Ｅ

53 附属中学校 3100 体育館 3F 251 武道場諸室 Ａ Ｅ

53 附属中学校 3170 中学校校舎 1F 166 図書室・マルチメディア室 Ａ Ｅ

53 附属中学校 3170 中学校校舎 1F 35 図書準備室 Ａ Ｅ

53 附属中学校 3170 中学校校舎 1F 28 事務室 Ａ Ｅ 10 10 10 100.0%

53 附属中学校 3170 中学校校舎 1F 7 器具庫 Ａ Ｅ

53 附属中学校 3170 中学校校舎 1F 83 教官室 Ａ Ｅ
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

複層仕上
塗材吹付

化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9

2,600

53 附属中学校 3170 中学校校舎 1F 41 印刷コーナー Ａ Ｅ
複合ﾌﾛｰ
ﾘﾝｸﾞ

縁甲板合
板

縁甲板合
板

8,400

53 附属中学校 3170 中学校校舎 1F 19 副校長室 Ａ Ｅ
複合ﾌﾛｰ
ﾘﾝｸﾞ

縁甲板合
板

化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9

4,500

53 附属中学校 3170 中学校校舎 1F 11 男子更衣室 Ａ Ｅ

53 附属中学校 3170 中学校校舎 1F 11 女子更衣室 Ａ Ｅ

53 附属中学校 3170 中学校校舎 1F 31 校長室 附属中学校長 Ａ Ｅ

53 附属中学校 3170 中学校校舎 1F 63 保健室 Ａ Ｅ ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ EP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

3,000

53 附属中学校 3170 中学校校舎 1F 7 保健相談室 Ａ Ｅ ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ EP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

3,000

53 附属中学校 3170 中学校校舎 1F 19 教育相談室 Ａ Ｅ
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

EP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

3,000

53 附属中学校 3170 中学校校舎 1F 150 給食関連諸室 Ａ Ｅ ﾓﾙﾀﾙ塗 ｺﾝｸﾘｰﾄ ｺﾝｸﾘｰﾄ 3,600

53 附属中学校 3170 中学校校舎 1F 9 機械室 Ａ Ｅ
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

EP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

3,000

53 附属中学校 3170 中学校校舎 1F 6 ポンプ室 Ａ Ｅ
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

EP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

3,000

53 附属中学校 3170 中学校校舎 1F 13 器具収納庫 Ａ Ｅ
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

EP塗
化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9.5

2,700

53 附属中学校 3170 中学校校舎 2F 86 教室（１の１） Ａ Ｅ 40 40
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

EP塗
化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9.5

2,400

53 附属中学校 3170 中学校校舎 2F 29 国・社研究室 Ａ Ｅ
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

EP塗
化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9.5

2,400

53 附属中学校 3170 中学校校舎 2F 83 教室（１の２） Ａ Ｅ 40 40 ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,700

53 附属中学校 3170 中学校校舎 2F 81 教室（１の３） Ａ Ｅ 40 40
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

EP塗
化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9.5

3,000

53 附属中学校 3170 中学校校舎 2F 81 教室（２の１） Ａ Ｅ 40 40
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

EP塗
化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9.5

2,400

53 附属中学校 3170 中学校校舎 2F 83 教室（２の２） Ａ Ｅ 40 40 ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,700

53 附属中学校 3170 中学校校舎 2F 29 美術準備室 Ａ Ｅ
合成樹脂
塗床

化粧ケイ
カル板5

ケイカル
板5

2,800 HF 6L 0 1 1 0 1 1 1 3 1

53 附属中学校 3170 中学校校舎 2F 116 美術室 Ａ Ｅ ﾓﾙﾀﾙ塗 刷毛引き 刷毛引き 3,600

53 附属中学校 3170 中学校校舎 2F 17 放送室 Ａ Ｅ ﾓﾙﾀﾙ塗 ｺﾝｸﾘｰﾄ ｺﾝｸﾘｰﾄ 3,600

53 附属中学校 3170 中学校校舎 2F 19 英・数研究室 Ａ Ｅ
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

EP塗
化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9.5

2,700

53 附属中学校 3170 中学校校舎 3F 86 院生カンファレンス室 Ａ Ｅ ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ EP塗
化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9.5

3,000

53 附属中学校 3170 中学校校舎 3F 29 学習相談室 Ａ Ｅ
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,950

53 附属中学校 3170 中学校校舎 3F 83 教室（３の１） Ａ Ｅ 40 40 ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ EP塗
化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9.5

2,990
3,200

53 附属中学校 3170 中学校校舎 3F 81 教室（３の２） Ａ Ｅ 40 40 ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ EP塗
化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9.5

2,990
3,200

53 附属中学校 3170 中学校校舎 3F 81 教室（３の３） Ａ Ｅ 40 40 ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ EP塗
化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9.5

2,990
3,200

53 附属中学校 3170 中学校校舎 3F 83 教室（２の３） Ａ Ｅ 40 40 ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ EP塗
化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9.5

2,990
3,200

53 附属中学校 3170 中学校校舎 3F 29 音楽準備室 Ａ Ｅ
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

EP塗
化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9.5

2,950

53 附属中学校 3170 中学校校舎 3F 116 音楽室 Ａ Ｅ
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

EP塗
化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9.5

3,000

53 附属中学校 3170 中学校校舎 3F 19 生徒会室 Ａ Ｅ
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9.5

2,500

53 附属中学校 3170 中学校校舎 3F 76 会議室 Ａ Ｅ
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,660

53 附属中学校 3170 中学校校舎 RF 9 暗室 Ａ Ｅ
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

EP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

3,000

ﾋﾞﾆﾙ床 化粧石膏



上越教育大学　施設カルテ 平成２１年７月１５日現在

講座
ｺｰﾄﾞ

部屋
ｺｰﾄﾞ

調査
票
№

コース
科目等

棟
ｺｰﾄﾞ

棟名称
室

番号
面積
(㎡)

室名称
部屋利用責任者

（氏  名）
省エネ

整理
状況

高所
（1.8m）
に荷物

廊下に
物品

共同使
用につ
いて

平均使
用人数

(a)

最大使
用人数

座席数
(b)

収容率％
(a/b)

前期使用
時間（時

間）

前期稼動
率％

後期使用
時間（時

間）

後期稼動
率％

年間使用
日数（日）

年間稼働
率％

床仕上 壁仕上 天井仕上 天井高
高効率
照明

電気
ｺﾝｾﾝﾄ
（箇所）

情報
ｺﾝｾﾝﾄ
（箇所）

電話
ｺﾝｾﾝﾄ

ｽﾋﾟ-ｶ ﾃﾚﾋﾞ
自火報
感知器

ガス
（1有・0

無）

水道排水
（1有・0

無）
冷暖房

換気
0なし
1排気

網戸
（1有・0

無）

AV機器
（1有・0

無）

ﾏｲｸ・音
響

（1有・0

スクリー
ン

（1有・0

特殊設備
１

（名称）

特殊設備
２

（名称）

53 附属中学校 3180 第１特別教室棟 1F 127 木工・金工室 Ａ Ｅ ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ EP塗
化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9.5

2,990
3,200

53 附属中学校 3185 第２特別教室棟 1F 23 家庭科準備室 Ａ Ｅ ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ EP塗
化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9.5

2,990
3,200

53 附属中学校 3185 第２特別教室棟 1F 116 セミナー室 Ａ Ｅ
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

EP塗
化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9.5

2,950

53 附属中学校 3185 第２特別教室棟 1F 110 調理室 Ａ Ｅ
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

SOP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

3,000

53 附属中学校 3185 第２特別教室棟 1F 16 保管室１ Ａ Ｅ
化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9.5

2,950

53 附属中学校 3185 第２特別教室棟 1F 16 保管室２ Ａ Ｅ
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

EP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

2,700

53 附属中学校 3185 第２特別教室棟 1F 28 電気室 Ａ Ｅ EP塗

53 附属中学校 3185 第２特別教室棟 2F 38 視聴覚準備室 Ａ Ｅ
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲ
ﾙ

EP塗 EP塗

53 附属中学校 3185 第２特別教室棟 2F 192 多目的室 Ａ Ｅ
耐薬品ﾋﾞ
ﾆﾙｼｰﾄ

SOP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

3,000

53 附属中学校 3185 第２特別教室棟 2F 113 マルチメディア室 Ａ Ｅ
耐薬品ﾋﾞ
ﾆﾙｼｰﾄ

SOP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ
化粧吸音

3,000

53 附属中学校 3185 第２特別教室棟 2F 34 資料室 Ａ Ｅ ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ SOP塗
ﾛｯｸｳｰﾙ

3 00053 附属中学校 3185 第２特別教室棟 2F 34 資料室 Ａ Ｅ ﾌﾛ ﾘﾝｸ SOP塗
化粧吸音

3,000

53 附属中学校 3185 第２特別教室棟 2F 5 湯沸室 Ａ Ｅ

53 附属中学校 3190 中学校校舎棟 1F 18 書庫 Ａ Ｅ

53 附属中学校 3190 中学校校舎棟 1F 14 木工・金工準備室 Ａ Ｅ

53 附属中学校 3190 中学校校舎棟 1F 28 理科研究室 Ａ Ｅ

53 附属中学校 3190 中学校校舎棟 1F 21 技術研究室 Ａ Ｅ

53 附属中学校 3200 倉庫 19 Ａ Ａ Ａ Ａ －

53 附属中学校 3210 更衣室１ 57 Ａ Ａ Ａ Ａ Ｅ

53 附属中学校 3220 プール更衣室 101 Ａ － －

53 附属中学校 3230 更衣室２ 41 Ａ Ａ Ａ Ａ Ｅ

88 500 職員宿舎 4220 北城宿舎 1,341 施設マネジメント課 － － － － 12 12 － #VALUE! － #VALUE! 360 100.0%

88 500 職員宿舎 5311 西城宿舎１号棟 812 施設マネジメント課 Ａ Ａ Ａ Ａ － 12 12 － #VALUE! － #VALUE! 360 100.0%

88 500 職員宿舎 5312 西城宿舎２号棟 717 施設マネジメント課 Ａ Ａ Ａ Ａ － 12 12 － #VALUE! － #VALUE! 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

EP塗 刷毛引き 2,400

28 300 学生支援 6100
赤倉野外活動
共用施設

552 総務課 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 40 40
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

EP塗 刷毛引き 2,400

88 500 職員宿舎 7410 本城住宅１号棟 1,171 施設マネジメント課 － 12 12 － #VALUE! － #VALUE! 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

EP塗
化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9.5

3,000

88 500 職員宿舎 7420 本城住宅２号棟 826 施設マネジメント課 － 12 12 － #VALUE! － #VALUE! 360 100.0%
ﾋﾞﾆﾙ床
ｼｰﾄ

EP塗
化粧石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ9.5

3,000

88 500 職員宿舎 7430 本城住宅３号棟 969 施設マネジメント課 － 12 12 － #VALUE! － #VALUE! 360 100.0%

88 500 職員宿舎 7440 本城住宅４号棟 826 施設マネジメント課 － 12 12 － #VALUE! － #VALUE! 360 100.0%

88 500 職員宿舎 7450 本城住宅５号棟 969 施設マネジメント課 － 12 12 － #VALUE! － #VALUE! 360 100.0%

88 500 職員宿舎 7460 本城住宅６号棟 826 施設マネジメント課 － 12 12 － #VALUE! － #VALUE! 360 100.0%

16,409 その他廊下・便所等 360 100.0%
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６ 附属施設等
   
(２) 学校教育総合研究センター  
① センター  

ア 設置の趣旨（目的）及び組織  
 学校教育総合研究センターは，学校及び地域社会と連携しながら，学校教育の実践に関する諸課
題を把握し，本学教員，現職教員，学部・大学院学生及びその他の関係者と共同して，当該課題に
関する臨床的・実践的・開発的研究を推進することによって，学校教育の改善，充実及び発展に寄
与することを目的とする。また，学校教育総合研究センターは，教育 実践研究部門と教育開発研究
部門の２つの部門で構成されており，教育実践研究部門には，情報教育研究分野，教師教育総合
研究分野，教育臨床研究分野の３分野，教育開発研究部門は，学習環境開発研究分野，カリキュラ
ム開発研究分野，大学教育開発研究分野の３分野で構成されている。  

イ 運営・活動の状況  
(ア) 研究関係  

ａ 各部門における研究プロジェクト  
【教育実践研究部門】  

＜情報教育研究分野＞  
・ 学校の情報化のための教育連携と教師の実践的知識を媒介とした大学講義の改善  

＜教師教育総合研究分野＞  
・ 日韓の相互理解をめざした教材開発研究－教員養成のためのガイドブック作成をめざし

てⅢ－  
・ 社会認識を深めるための教材開発研究Ⅲ－小中連携の在り方を中心に－  
・ 上越教育大学スタンダード（仮称）作成に向けた基礎的研究－教育実習ルーブリックの作

成を中心に－  
・ 国語科教科書の活用術に関する実践的研究  

【教育開発研究部門】  
＜学習環境開発研究分野＞  

・ 授業者としての大学教員の成長を支援する授業評価調査のあり方に関する研究－多人
数を対象とした教育メディア関連授業におけるコミュニケーションカードを用いた授業改善
の試み－  

・ 遠隔教育システムでの活用を目的としたコンテンツ開発に関する基礎的研究－動画及び
静止画を中心とした教員のための教材製作及びインターネットを利用した配信システムに
焦点化して－  

・ 授業映像記録に関するメタデータとVOD配信システムの開発  
・ CMSを活用したカリキュラム開発と評価  

ｂ 地域貢献特別支援事業  
・ 情報教育実践に関する指導力養成のための現職教員研修支援事業  

ｃ 他大学と共同で取り組む研究プロジェクト  
・ SCSを用いた大学間遠隔共同講義のプログラム開発  
・ 教員養成のためのモジュール型コア教材開発－大学連携による臨床・実践・IT領域e-

Learning用教材の共同開発－  
(イ) 教育活動  

ａ 学部  
教育情報基礎演習，教育情報応用演習，教育情報概論，学習臨床入門，学習臨床概論A，情
報社会と情報倫理，データベース演習，情報ネットワーク演習，マルチメディア表現演習，情報
科指導法（学習論），情報教育論，実践セミナーⅠ・Ⅱ「学習臨床」, 学習臨床セミナーⅠ・Ⅱ，
教育実地研究Ⅰ・ⅠA・ⅠB・Ⅱ（授業基礎研究Ⅰ）・Ⅱ（授業基礎研究Ⅱ）・Ⅲ・Ⅷ，体験学習，
総合インターンシップ，ボランティア体験，人間教育学セミナー（教職の意義），臨床教育課程
論，教職実践演習，韓国文化論，学習臨床概論B，初等国語科指導法，総合・生活科指導法，
総合・生 活，教育情報概論， 教育工学，情報科指導法（授業論），マルチメディア教材製作演
習，情報メディアの活用，情報教育セミナーⅠ・Ⅱ，実践セミナーⅠ・Ⅱ「情報教育」,教育情報
統計分析演習，ネットワークコミュニケーション論，教育環境とインタフェース，マルチメディア表
現演習，学習臨床セミナーⅠ・Ⅱ  

ｂ 大学院  
情報教育特論，情報表現教育演習，実践場面分析演習Ⅰ・Ⅱ「学習臨床」，学習臨床研究セミ
ナーⅠ・Ⅱ，教育工学特論，教育メディア特別演習，情報教育方法特論  
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(ウ) 事業関係  
ａ 地域の学校・社会への支援事業  

(ａ) シンポジウム  
期 日 平成19年８月20日（月） 14：00～17：00  
会 場 上越教育大学学校教育総合研究センター  
演 題 学力向上シンポジウム2007「今，求められる真の学力とは ～改革期における

教育活動創出への展望～」  
講演会講師  

髙木まさき 横浜国立大学教育人間科学部 教授  
シンポジスト  

布川和彦 上越教育大学大学院学校教育研究科 教授  
渡辺由紀 妙高市立斐太北小学校 教頭  
田邊道行 糸魚川市立糸魚川小学校 教諭  
泉 真理 上越市立高志小学校 教諭  
松岡貴徳 上越市立大町小学校 教諭  

コーディネーター  
釜田 聡 上越教育大学学校教育総合研究センター 准教授  

参加者 80名  
(ｂ) 情報教育の授業実践に関する現職教員研修セミナー  

・初級１：「校内における教育の情報化推進のための現職教員交流会」 参加者 ６名  
平成19年８月29日（水）14：00～17：00  

・初級２：「ICT活用ワークショップ～E-testingの実際と問題づくり～」 参加者 60名  
平成20年２月３日（土）10:40～11:10（共催研修会のワークショップとして実施）  

・中級：「情報教育勉強会－情報化コーディネータ試験三級合格を目標に－」 参加者 
31名  

第１回 平成19年５月11日（金）17：00～19：00（ガイダンス）  
第２回 平成19年５月12日（土）13：00～15：00（ガイダンス）  
第３回 平成19年５月19日（土）13：00～15：00（技術編①）  
第４回 平成19年５月25日（金）17：00～19：00（技術編②）  
第５回 平成19年６月２日（土）13：00～15：00（学校編①）  
第６回 平成19年６月８日（金）17：00～19：00（学校編②）  
第７回 平成19年６月23日（土）13：00～15：00（反省会）  

(ｃ) 模擬授業連続セミナー「授業力アップ！」  
第１回 平成19年５月12日（土） 10：00～11：45 参加者 12名  
第２回 平成19年６月16日（土） 10：00～11：45 参加者 11名  
第３回 平成19年７月21日（土） 10：00～11：45 参加者 10名  
第４回 平成19年８月８日（水） 10：00～11：45 参加者 ５名  
第５回 平成19年９月１日（土） 10：00～11：45 参加者 10名  

(ｄ) 上越地区視聴覚教育・情報教育研究発表会（上越地区広域視聴覚ライブラリーとの共催） 
平成20年２月21日（木） 14：00～16：45 参加者 40名  

(ｅ) 高齢者パソコン講習会（初級者対象）（上越地区広域視聴覚ライブラリーとの共催）  
第１回 平成19年６月19日（火）～22日（金） ４日間 ９：00～12：00 受講者 11名  
第２回 平成19年７月10日（火）～13日（金） ４日間 ９：00～12：00 受講者 ７名  

(ｆ) 高齢者パソコン講習会（中級者対象）（上越地区広域視聴覚ライブラリーとの共催）  
第１回 平成19年９月11日（火）～14日（金） ４日間 ９：00～12：00 受講者 10名  
第２回 平成19年９月25日（火）～28日（金） ４日間 ９：00～12：00 受講者 11名  

(ｇ) デジカメ教室（上越地区広域視聴覚ライブラリーとの共催）  
第１回 平成19年７月26日（木） ９：00～16：00 受講者 11名  
第２回 平成19年８月３日（金） ９：00～16：00 受講者 10名  

(ｈ) ビデオ教室（上越地区広域視聴覚ライブラリーとの共催）  
平成19年６月27日（水） ９：00～16：00 受講者 ５名  

ｂ 教育実践研究に関わる研究の推進  
(ａ) 「教育実践研究」第18集の発行  

ｃ 教育実践研究発表会   
(ａ) 「教育実践研究」掲載論文の執筆者による実践研究発表（現場教師，大学院生及び学部

学生の研修の場の提供）  
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期  日 平成19年８月９日（木） 参加者 103名  
会  場 上越教育大学学校教育総合研究センター  
発 表 会 10:30～15:25  

ｄ 講演会等の実施  
(ａ) 授業実践報告会  

期  日 平成19年７月19日（木）  
会  場 上越教育大学学校教育総合研究センター  
テ ー マ 「移動型情報携帯端末（iPod）とIPTV（Global Door）を活用した授業実践報
告」  
講  師  

久保田善彦 上越教育大学大学院学校教育研究科 准教授  
黒坂俊介  夕張市立幌南小学校 教諭（ＩＰＴＶによるオンライン参加）  
田中哲也  上越市立城北中学校 教諭  
名嘉村秀樹 石垣市立富野小中学校 教諭（ＩＰＴＶによるオンライン参加）  
清水英典  上越教育大学学校教育総合研究センター客員研究員（玉川大学 
助教）  

参 加 者 32名  
(ｂ) 日韓歴史教育コラボレーション研究会  

期  日 平成20年２月16日（土）～17日（日）  
会  場 上越教育大学大宮サテライト  
出 席 者 11名  

金 恩淑 韓国教員大学校 教授  
許 信恵 韓国教員大学校 講師  
朴 宰用 韓国教員大学校 講師  
李 明煕 公州大学校 副教授  
具 蘭憙 韓国教育人的資源府  
真島聖子 春日井市立山王小学校 教諭  
二谷貞夫 上越教育大学名誉教授  
梅野正信 上越教育大学学校教育総合研究センター客員研究員（鹿児島大学 
教授）  
泉  豊 上越教育大学附属小学校 教諭  
鈴木克典 上越教育大学附属中学校 教諭  
釜田 聡 上越教育大学学校教育総合研究センター 准教授  

(ｃ) 客員研究員講演会「情報教育および学校の情報化のための教育連携」  
期  日 平成20年３月16日（日）  
会  場 上越教育大学学校教育総合研究センター  
講  師 益子典文 上越教育大学学校教育総合研究センター客員研究員（岐阜大
学 准教授）  
参 加 者 12名  

ｅ 附属学校との連携の推進・支援   
(ａ) 体験学習（１年次必修）  
(ｂ) 教育実地研究Ⅰ「観察・参加」（１年次・免プロM１必修）  
(ｃ) 教育実地研究Ⅱ（３年次前期必修）  
(ｄ) 総合インターンシップ  
(ｅ) 学校教育総合研究センターのプロジェクト研究への参画  
(ｆ) 附属学校への研究協力・研究指導等  
(ｇ) 附属学校のプロジェクト研究への参画  

ｆ フレンドシップ事業の推進  
(ａ) 学びクラブ  

ｇ 施設・設備の利用サービス  
(ａ) 保管する機器，教材，資料の貸出，閲覧  
(ｂ) 施設・設備の利用（ビデオ機器関係，コンピュータ関係）  
(ｃ) 公開講座，各種研究会，委員会及び会議等への施設・設備の利用  
(ｄ) エル・ネット（教育情報衛星通信ネットワーク）の利用  

ｈ 教育・研究関係資料の収集・整備充実及び開放  
(ａ) 当センター発行の研究物との資料交換の推進  
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(ｂ) 授業研究及び教育情報処理関係図書・雑誌等の整備  
ｉ 刊行物の発行等  

(ａ) 学校教育総合研究センター要覧2007  
(ｂ) センターニュース№15～16  
(ｃ) 学校教育総合研究センター年報第７号（平成19年度版）  
(ｄ) 平成19年度客員研究員研究報告  
(ｅ) 教育実践研究第18集  
(ｆ) インターネットによる情報の公開（http://www.juen.ac.jp/educ/）  

ウ 優れた点及び今後の検討課題等  
 本年度，上越教育大学学校教育総合研究センターは専任教員７名，免P支援コーディネーター１
名，センター長，事務職員（事務補佐員含む）２名の体制で臨んだ。  
  学部学生に対する教育実践力の基礎の育成を強化する目的で，一昨年度より３年間の任期付で
採用した准教授３名による教育活動に著しい成果が認められる。特に，本学学部生に対する教育の
中核となる教育実習，並びに授業基礎研究の充実等に活躍し，本学教育の質的改善に大きな貢献
をしている。また，今年度は免Ｐ支援コーディネーター（退職校長）がスタッフに加わったことから免許
プログラム受講生の教育実習もより充実が図れた。また，本センターの実施する多くの事業は，とり
わけ教育実践研究の質的向上を目指した公開講座や今日的な教育関心事である学力論に関わるシ
ンポジウム，教員を対象とした教育実践研究発表の場は，極めて盛況であり，学校関係者や地域の
要望に充分に応えていると認められる。  
 センターの運営体制について幾つか課題がある。まず２つの柱の１つである教育実践部門に本学
専任教授が不在のため，各種地域連携事業や教育実習校との連絡調整等に不十分さが残る。この
点は早急な対応が望まれる。また，任期付き教員も含めて，この部門の教員に正当な理由のない本
学の過剰な授業負担が目立ち，センター業務に支障をきたし始めている。センター業務関連以外の
授業の適正負担を図ることが必要に迫られている。さらに，実習校との諸問題を責任を持って解決す
るためのシステムづくりも課題である。教育実習委員会やカリキュラム検討委員会，それにフレンドシ
ップ事業にかかわる委員会等における責任体制が明確化されていないためにセンター教員に過剰な
負担を強いていることも早急に解決を図らなければならない課題である。  
 これらの課題は，当センターが大学と教育現場とを繋ぐ前線基地であり，教育実践研究を推進・支
援する大学の実行機 関であるということからくる，学内評価の低さに起因している。それは，教育実
践は理論的な基礎学の単なる応用などではなく，車の両輪のように質の異なる役割をもつものであ
るというコンセンサスが形成されていないということである。この点は将来に亘る重要で根本的な検
討課題である。そのためにも先ずは，センターで実施しているさまざまな研究活動・教育活動・事業活
動が本学職員に充分に理解をしてもらえる手だての工夫が喫緊の課題である。  

② 運営委員会  
ア 設置の趣旨（目的）及び組織  

ⅰ）組織設置の趣旨（目的）  
委員会は，以下ａ～ｄに掲げる事項を審議することを目的として設置されている。  

ａ 学校教育総合研究センターの運営に関する事項  
ｂ 教育実践研究に関する事項  
ｃ 教育開発研究に関する事項  
ｄ その他学校教育総合研究センター長が必要と認めた事項  

ⅱ）組織の構成及び構成員等  
 組織は学校教育総合研究センター長，教育実践研究部門及び教育開発研究部門から選出され
た教授又は准教授（講師及び助教を含む），各部から選出された教授又は准教授，学長が指名し
た附属学校教頭，学務部長の計10名で構成されている。  
 また，平成19年度第１回学校教育総合研究センター運営委員会で承認されている教育実践研究
編集専門部会については，学校教育総合研究センター長，各部から選出された教授又は准教授，
学長が指名した附属学校教頭，学校教育総合研究センター専任教員の14名で構成されている。  

イ 運営・活動の状況  
ⅰ）委員会等の開催状況  

平成19年度は，２回開催し，次の事項について審議した。  
・第１回（平成19年４月20日開催）  
・第２回（平成20年３月18日開催）  

ⅱ）審議された主な事項  
・第１回（平成19年度研究活動計画，教育活動及び事業活動計画，教育実践研究編集専門

部会の設置）  
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・第２回（平成19年度研究活動報告，教育活動報告及び事業活動報告）  
ⅲ）重点的に取組んだ課題や改善事項及び前年度の検討課題への取組状況等  

 運営委員会では学校教育総合研究センターの提案する，全学的な視点に立った「研究プロジェ
クト」・「地域貢献特別支援事業」・「シンポジウム」・「セミナー」等の活動計画を年度当初に本セン
ターの設立の趣旨・目的に照らし合わせて審議するとともに，年度末にはその成果について発行
予定の報告書原稿にもとづき報告と意見聴取を行っている。今年度の活動成果は，学校現場等
の社会的ニーズにそった，相応しい内容となっていると評価された。 なお，会議の議事進行の内
容や審議のあり方については，若干検討する余地がある。本センターが取り組んだ研究，教育，
事業に関わる膨大な量の報告に関して時間がかかりすぎるという点と，議事設定の仕方について
それは単なる報告か審議かが曖昧な部分があるという点などを十分反省がなされ，実質的な審議
を目指した効率のよい議事進行が望まれる。 
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６ 附属施設等
   
(４) 情報基盤センター  
① センター  

ア 設置の趣旨（目的）及び組織  
 情報基盤センターは，本学が高度情報通信社会の進展に対応し，情報処理基盤を整備するととも
に情報セキュリティを確保し，その円滑な管理・運用を図り，教育・研究・学術情報及び事務処理等に
資するほか，大学運営に係る情報化を総合的に推進することを目的として設置されており，センター
長，センター配置教員（専任１名，兼務１名），その他必要な職員で構成されている。  

イ 運営・活動の状況  
 平成19年度に実施した主な事業は以下のとおりである。  
(ア) 情報教育等の実践的指導力を備えた教員の養成・研修事業（平成17～19年度概算要求措置

事業）  
 本件事業は，平成17年度概算要求措置事業として３年間の事業計画期間として採択されたも
のであり，最終事業年度を向かえ，事業成果の取りまとめ等を中心に以下のとおり取り組みを
推進した。  

・ 協力者会議の委員に妙高市教育委員会の委員を追加し，協力体制の拡大を図った。  
・ 前年度までに作成した情報教育用コンテンツの活用・検証を進め，その結果に基づき一部

コンテンツの改修を行うと共に，新たに11コンテンツを作成した。  
・ 前年度までに作成したe-Learning用のカリキュラムとコンテンツの教育現場等における活

用・検証を行い，寄せられた意見・要望等に基づき一部コンテンツの改修を行うと共に，新
たに15コンテンツを作成した。  

・ 本事業を推進するために不可欠な設備として平成18年度に導入した「ナレッジマネジメント
システム」の機能拡張を目的として，ファイルサーバーを導入・稼働（10月）した。  

・ ３月にシンポジゥムを開催し，これまでの事業成果の報告を行うと共に，これからの教員養
成・研修におけるe-Learning用のカリキュラムとコンテンツ活用方策等について意見交換を
行い，その有用性を再確認することができた。  

(イ) 新入生情報セキュリティガイダンスの実施  
 ４月10日（火）の新入生オリエンテーションで，情報基盤センターの利用に関する説明を行っ
た。  
 また，４月11日（水）には学部及び大学院の新入生全員を対象とした「情報セキュリティ講習
会」を情報基盤センター主催で開催し，さらに，学部学生にあっては，１年生対象の必修科目で
ある相互コミュニケーション科目「教育情報基礎演習」において，情報セキュリティに関する指導
（啓蒙）を行った。  

(ウ) ノートＰＣ利用のための準備講習会の実施  
 ４月16日（月）から27日（金）に，学部及び大学院の新入生を主な対象者として，学内における
ノートＰＣ利用のための準備講習会を実施し，1)アンチウィルスソフトの確認及び利用方法，2)学
内ＬＡＮの接続方法，3)Ｗｅｂメール・講義支援システムの利用方法等についての説明を行った。 

(エ) 各種ソフトウェア操作のスキルアップ及びe-Learningコンテンツの活用促進  
 平成19年度から，センターで作成した各種ソフトウェアの操作方法に係るe-Learningコンテンツ
をポータルサイトに登録して，学生には自主学習を進めるよう周知し当該コンテンツの活用促進
に努めた。  

(オ) 中期目標・中期計画に係る年度計画等への対応  
ａ 講義支援システム利用の推進  
ｂ マルチメディアを活用した教材作成の推進  

ウ 優れた点及び今後の検討課題等  
(ア) 情報教育等の実践的指導力を備えた教員の養成・研修事業は，計画の最終年度を迎え，上述

の運営活動状況の(ア)に記述したとおり事業を推進し，特に作成した情報教育用コンテンツにつ
いては，学内及び教育現場は勿論のこと，学外の様々な機関から照会が寄せられる等高い評
価を得ているところである。  
 概算要求措置事業としては本事業を終えることとなるが，これまでに作成したe-Learning用の
カリキュラムとコンテンツ及び事業の継続に関しては，学内外から関心・要望が寄せられている
こともあり，これまでに築き上げた学内外における協力体制を活用しながら，継続して取り組み
を進めることとしたい。  

(イ) 当センターは平成20年４月から組織・機能を再編・統合し，名称を「情報メディア教育支援センタ
ー」として改組することとなったが，これまでセンターが果たしてきた大学運営の情報化に係る機
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能・役割を一層推進すると共に，各種支援機能の更なる充実に努めることとしたい。  
② 運営委員会  

ア 設置の趣旨（目的）及び組織  
 センター長の諮問に応じ，情報基盤センターの運営に関する重要事項を審議するため設置されて
おり，センター長，センター配置教員，本学情報セキュリティポリシーに規定する情報セキュリティ管
理者等で構成されている。  
 なお，平成19年度は，センター組織・機能の更なる充実を含めた再編・統合等の今後の方針に係る
検討を進めるため，次の２つのワーキンググループを設置した。  

○ 総合情報メディアセンター（仮称）設置検討ワーキンググループ  
○ 情報基盤センター再編方針検討ワーキンググループ  

イ 運営・活動の状況  
 平成19年度における委員会の開催は２回であったが，「情報化統括責任者（ＣＩＯ）等の設置」，「セ
ンター組織の改組」，「情報セキュリティ対策」等について重点的に取り組んだ。主な審議内容は次の
とおりである。  

(ア) 情報化統括責任者（CIO）等の設置  
(イ) 情報基盤センターの改組・充実  
(ウ) 情報セキュリティ対策の実施  
(エ) 学生向け各種講習会等の実施  
(オ) 中期目標・中期計画に係る取組  

 また，平成19年度に設置した２つのワーキンググループの活動状況は次のとおりである。  
○ 総合情報メディアセンター（仮称）設置検討ワーキンググループ  

 ２回開催（書面審議１回を含む）し，附属図書館と情報基盤センターの統合等による「総合情
報メディアセンター（仮称）」の設置に関する方針等についての検討を行った。  

○ 情報基盤センター再編方針検討ワーキンググループ  
 ６回開催（書面審議２回を含む）し，情報基盤センターと学校教育総合研究センターの情報
教育研究分野及び学習環境開発研究分野における組織・機能の再編・統合に関する方針等
についての検討を行った。  

 なお，平成19年度における取組状況の概要は次のとおりである。  
○ 情報化統括責任者（ＣＩＯ）等の設置  

 本学における，業務・システム最適化実現のための取組を推進するため，平成19年９月１日
付けで「情報化統括責任者（CIO：Chief Information Officer）」及び「情報化統括責任者（CIO）
補佐」を設置した。  

○ センター組織の改組・充実  
 平成19年度に設置した２つのワーキンググループからの方針案を教育研究評議会に提案
し了承を得て，平成20年４月１日付けで，情報基盤センターと学校教育総合研究センターの
情報教育研究分野及び学習環境開発研究分野における組織・機能を再編・統合し，名称を
「情報メディア教育支援センター」として改組することとなった。  
 なお，情報基盤センターと附属図書館の統合については見送ることとなったが，平成20年度
からの新たな体制における状況を踏まえ，引き続き検討することとされた。  

○ 情報セキュリティ対策の実施  
 平成19年10月及び11月に，学生が所有するノートパソコンにおいてコンピュータウイルスの
感染が確認されたことから，情報セキュリティ管理者（委員会委員）等の協力を得て，緊急に
各学生のセキュリティ対策状況の確認と改めての対策徹底の周知を行うと共に，全学構成員
を対象とした情報セキュリティ対策説明会を実施した。  
 なお，その後の感染の拡大及び新たな感染の確認はなく，上述の緊急の対策は勿論のこ
と，これまでの継続的なセキュリティ対策に係る取組の成果によるものと思われることから，
情報セキュリティ対策及び情報モラルの徹底に関しては，引き続き啓蒙活動を中心に展開
し，その確保に努めたい。 
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６ 附属施設等
   
(５) 心理教育相談室  
① 心理教育相談室  

ア 設置の趣旨（目的）及び組織  
 上越教育大学心理教育相談室（以下「相談室」）は，心理臨床に関わる相談に対する社会的要請
に応じるとともに，本学の大学院生等の心理臨床に関わる相談活動に関する教育訓練を行うことに

よって，心理臨床における実践的な教育及びその研究の推進に寄与することを目的として平成12年

12月に開所した。  
 相談件数の増加等に伴い，平成１９年２月に心理教育相談室の移転（旧，人文低層棟２６１㎡か
ら，新たに職員研修センター棟を改築し３５３㎡へ引越）を行った。平成１９年４月２４日（火）に学長，
理事，副学長，心理臨床講座の教員及び報道関係者等が出席し，新施設の開所式を行った。  
 また，平成１８年度に財団法人日本臨床心理士資格認定協会から大学院研究科専攻（コース・領
域）指定継続承認（平成１９年度から平成２４年度までの６年間に係るもの）を受けた際に附記事項と
して指導のあった，相談の有料化についての意見を踏まえ，相談活動区分の再設定と区分毎の料
金を定め，平成１９年４月から運用を開始した。  

 相談室の活動方針は，a)心理臨床に関わる相談に関すること，b)心理臨床及びその周辺領域に関

わる学術調査・研究及びその成果の発表と刊行に関すること，c)臨床心理学の実践的活動とそれに

基づく理論の体系化に関すること，d)大学院学校教育研究科学校教育専攻臨床心理学コースの臨

床心理実習の指導に関すること，e)学校及び地域社会などへのコンサルテーションに関することの５
項目を中心とした業務を円滑に進めることである。  
 相談室の組織は，相談室長及び相談員６人の計７人で構成されている。なお，相談員は，臨床心
理士の資格を有する心理臨床講座の教員をもって充てることとしている  
   

イ 運営・活動の状況  
 平成19年度の運営・活動については，以下のとおり実施した。  
a) 心理臨床に関わる相談に関すること  

 平成19年４月～平成20年３月までの相談室の利用状況は次の通りである。まず，新規相談の受
理数は56件であった。また，学齢・年齢等の区分による延べ相談件数は，就学前71件，小学生491
件，中学生338件，高校生264件，大学生1件，社会人475件，その他0件で，総計1,640件であっ
た。以上のように，相談対象は，小学生から高校生までを中心とした学齢期が多いが，社会人等
の相談も増加している。  
 平成12年12月の相談室の開所以来，相談の申し込みが増加し，相談員が担当する相談業務も
増加の一途をたどっている。また，相談業務の内容としては，問題を有している本人に対して行わ
れる継続的な面接である「臨床心理面接」（810件）が最も多く，次いで，保護者等を対象として行う
「心理教育相談面接」（626件），幼児や児童を対象として行われる継続的な面接である「遊戯面
接」（440件），問題を有している人に関わっている人（教員など）への助言等の面接である「教育相
談面接」（29件）などが行われた。  
 今後も，相談件数の増加が予想されるが，このような地域のニーズに対応するためには，スタッ
フや相談施設の充実が必要となる。  

b) 心理臨床及びその周辺領域に関わる学術調査及びその成果の発表と刊行に関すること   

平成20年3月に，相談室の紀要（「上越教育大学心理教育相談研究」第7巻第１号）を刊行し，相談
室スタッフを中心とした執筆者が８編の研究論文を掲載した。     
 また，相談室の概要，平成19年度修士論文題目一覧及び論文概要を掲載した。相談室の紀要
は，今後も本相談室の研究成果を公表するとともに，上越地域を中心とした専門機関や施設等と
の研究交流や連携を深めるための情報誌としても期待される。  

c) 大学院学校教育研究科学校教育専攻臨床心理学コースの臨床心理実習の指導に関すること  
 平成19年度は，当コースの大学院生（１年25人，２年19人，研究生４人 計48人）に対する臨床
実習指導を行った。実習の中心は，相談室における臨床心理基礎実習で，学生は「相談研修生」
として登録した後に，模擬面接実習，相談場面の観察・ 陪席，ケースカンファレンスを経て，相談
室に来所するケースに対して，スーパーバイザーである相談員の指導のもと，相談業務を行って
きた。また，精神神経科等の専 門病院，家庭裁判所，児童相談所，保健所，少年院などでの短期
間の実習も行った。 以上のように，当コースの学生は，２年間の間に，臨床心理基礎実習及び臨
床心理実 習を中心とした“実務実習”が課せられ，これらに費やす時間は，２年間を通してほぼ恒
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常的に受講するもので莫大になる。したがって，それらを責任を持って指導する７名の教員が担
う，教育研究指導も莫大なものとなっている。さらに，修士論文の作 成が必修となっており，学生
は，２年間にわたりほぼ毎週課せられている臨床心理実習を行いながら臨床心理学研究を進めな
ければならず，学生及び指導教員にかかる負 担が増大していることも事実である。今後，“臨床心
理士養成”に特化した専門大学院構想を念頭においた教育指導体制が必要となるだろう。  

d) 学校及び地域社会などへの支援業務  
 相談室のスタッフは，新潟県教育委員会から委嘱されるスクールカウンセラー業務を始めとし
て，地域市町村教育委員会や教育センター等が主催する教員研修会講師を担当しており，地域に
おける心理臨床へのニーズの高まりを反映している。今後，相談室を核として，地域の専門職や，
教育相談業務等の経験を有する教職員との連携を密にして，“非常勤相談員”なる制度による専
門的社会資源の有効活用をめざした計画の策定が急務となろう。  

   
② 運営委員会  

ア 設置の趣旨（目的）及び組織  
 心理教育相談室運営委員会は，相談室の運営，臨床心理士及びその他の心理臨床の資格取得
に必要な臨床心理実習及び相談室における研究成果の報告に関する事項等を審議するため設置さ
れており，相談室長，心理臨床講座から選出された教授又は准教授３人，保健管理センター所長，
特別支援教育実践研究 センター長，学務部長及びその他学長が指名した者若干人の10人で構成
されている。  
 また，本委員会の下に，相談研修生の研修認定の実施，臨床心理士の大学院指定制申請及び相
談室に関する事項等について対応するため，相談室運営専門部会が置かれている。  

イ 運営・活動の状況  
 平成19年度においては，委員会を３回開催し，主として「相談室の運営」，「相談研修生の利用及び
種別変更」及び「相談室規則の一部改正」等について審議した。  

ウ 今後の検討課題等  
 日本臨床心理士資格認定協会認定による第１種指定大学院として，臨床心理学コース在籍の大学

院生48名の臨床実習を行い，また地域の心理臨床に関わる専門機関として延べ2000人以上の相談
を受けてきた。このように，年々，心理教育相談室の業務が増加の一途をたどっている。現在のとこ
ろ，これらの業務は７名の心理臨床講座所属の教員と１名の非常勤事務員が担っている。しかし，各
教員は授業，研究活動，数々の校務を始め，地域への支援も行っており，業務が過剰となっている。
 また，昨年度末に狭隘であった相談室を移転し，今年度からこれまで以上に充実した相談業務が
可能となった。他方で担当する教職員の人数が限られているため十分な機能を果たしきれていない
状況もある。今後，大学院生の臨床実習指導を担当する教員と，外来の相談業務を担当する職員の
配置が急務である。  
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６ 附属施設等
（７）特別支援教育実践研究センター  
① センター  

ア 設置の趣旨（目的）及び組織  
中央教育審議会答申「特別支援教育を推進するための制度の在り方について（平成17年12月

８日）」において、障害のある幼児児童生徒の教育の基本的な考え方について、特別な場で行う
「特殊教育」から、一人一人のニーズに応じた適切な指導及び支援を行う「特別支援教育」に発展
的に転換していくことが、今後の方向性として示された。関連する法の改正・整備も進められてお
り、「特別支援教育」に適切に対応するために、平成19年４月１日から「障害児教育実践センター」
から「特別支援教育実践研究センター」へ名称を変更した。  

特別支援教育実践研究センターは、「特別支援教育における実践的な教育及び研究の推進を
図るとともに、特別支援教育諸学校教員の研修を行う。」ことを設置目的にしている。またその職員
配置は、特別支援教育実践研究センター長（兼務）、センター兼務教員（①教授（１）、②講師（１）、
③助教（１））、及び事務職員（非常勤）となっている。  

センターはその設置目的に関して、（１）臨床部門（①教育臨床、②教育相談）、（２）研究部門、
（３）研修部門（①指導者研修、②教材教具開発）の３部門５領域に関する機能を有しているが、そ
の運営には特別支援教育コースと一体となってあたっている。  

   
イ 運営・活動の状況  

臨床部門に関しては、①教育臨床において、特別支援教育コースに所属する大学院生と特別
支援教育臨床実習・障害児応用教育臨床実習を受講する大学院生を対象にして、特別支援教育
に関する臨床実習の指導を行っている。②教育相談においては、特別支援教育コースの大学院生
を含めたチームにより、本センター兼務教員（センター教員）及び特別支援教育コースに所属する
教員の指導のもとに、地域の障害のある子どもの教育診断、発達援助、日常生活の指導・援助に
ついて、保護者や学校等の担当者などを対象に、面接相談や各種検査（総合的な教育診断、早期
発見）、継続指導、経過観察を行っている。併せて、障害のある子どもに関わる人々の環境の調
整、地域の医療・相談・教育機関への紹介やケースワークも実施している。研究部門に関しては、
障害のある子どもの教育実践に関する総合的な研究を行っているが、特別支援教育に関する最
新の研究課題や教育行政・施策の動向を踏まえた研究とともに、過去の優れた理論や指導技術
の発掘にも取り組んでいる。平成20年３月には上越教育大学特別支援教育実践研究センター紀
要第14巻を刊行し、研究で得られた成果を公表し続けている。研修部門に関しては、①指導者研
修において、研修セミナーを実施している。これは地域の特別支援教育関係者への専門的知識や
内外の最新情報の普及・啓蒙としての地域貢献活動であるとともに、特別支援教育コースの大学
院生にとっては、この研修を通して大学院のカリキュラムを超えた幅広い知識や情報を獲得するこ
とができる。平成19年度は、特別支援教育実践研究センター設立20周年にあたり、また特別支援
教育コースによる「特別支援教育研究経費（教育改革）関連事業：特別支援教育のための大学院
における教員養成・研修システムの開発」事業（平成18年～20年度）の中間年であることから、記
念事業として特別講演、及びシンポジウムを開催した。並びに、平成19年度は、上越地区特別支
援教育懇談会、新潟県認定講習会、平成19年度附属学校初任者研修会、上越自立活動研修会
（隔月）、上越言語障害研究会が開催された。②教材・教具の開発に関しては、学校等における特
別支援教育実践に資する教材・教具及び障害のある子ども一人ひとりの個別のニーズに合った教
材・教具を開発し、実際の臨床実践活動を通じて教材・教具の有効性を検証することによって、より
効果的な教材・教具の開発について検討している。  

   
ウ 優れた点及び今後の検討課題等  

臨床部門（①教育臨床、②教育相談）の取り組みは特別支援教育コースの大学院生の実践的
指導力を培うことに直結している。特別支援教育実践研究センターに来所する障害児の指導原
理、技術を学習させ、VTRを用いた場面分析やコンピューターを用いたデータ分析などを習得させ
ている。また、研究部門において取り組んでいる障害のある子どもの教育実践に関する総合的な
研究は、特別支援教育における実践知の開発を支える上で欠かせないものになっている。さらに、
研修部門（①指導者研修、②教材教具開発）の取り組みは、地域の特別支援教育関係者への専
門的知識や内外の最新情報の普及・啓蒙としての地域貢献活動の中心になっている。これらの活
動が、特別支援教育コースの教員と一体となって、センターの施設・設備を十分に活用して進めら
れている。  

   
② 運営委員会  
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ア 設置の趣旨  
特別支援教育実践研究センター運営委員会は、「特別支援教育における実践的な教育及び研

究の推進を図るとともに、特別支援教育諸学校教員の研修を行う。」ことを設置目的にしている。
構成員は、特別支援教育実践研究センター長（兼務）、センター兼務教員（①教授（１）、②講師
（１）、③助教（１））、及び事務職員（非常勤）となっている。  

   
イ 運営・活動の状況  

平成19年度第１回特別支援教育実践研究センター運営委員会が平成19年7月25日（月）に開
催され、平成18年度事業報告、同決算が協議され、引き続いて平成19年度事業計画、同予算等に
ついて協議した。運営委員会の後、平成19年度第1回特別支援教育実践研究センター紀要編集委
員会が開催され、同紀要の名称を上越教育大学特別支援教育実践研究センター紀要に改称する
こと、及び巻数については継続することとし、上越教育大学特別支援教育実践研究センター紀要
第14巻、及び同編集幹事等について協議された。  

   
ウ 優れた点及び今後の検討課題等  

特別支援教育実践研究センターでは、前述のように地域社会への貢献と教員研修・支援を目
的として、県内外の特別支援学校・学級・通級指導教室を担当する教員を対象に、各種の研修・研
究会の開催や教育相談をセンター竣工時（平成４年）より継続して行ってきた。その一環として、毎
年１～２回、特別支援教育に従事する研究者や実践家を講師に招いた研修セミナーを開催してい

る。研修セミナーは、19年度まで計75回実施され、毎回、学外の教員の参加は非常に多く、地域
からの期待は大きい。最近では、従来の特別支援学校・学級・通級指導教室の教員だけでなく、通

常学級に在籍する学習障害やADHD、高機能自閉症児への教育的支援への助言・指導を求める
教育相談のニーズと実績が顕著に増加している。また、センターが所有する各種の心理・生理・教
育検査の実施に関わる講習会のニーズは非常に高いが、講習会を実施することができる施設・設
備は不十分である。このような地域からのニーズに応えるための教員研修・支援機能の拡充が必
要であり、具体的には特別支援教育に関わる情報や資料提供の機能（ライブラリィ）を備えた地域
支援リソースセンター（仮名称）の増築等が課題として挙げられる。  

   

2 / 2 ページ
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アクセスポイント一覧

No. 棟 部屋名

有線LAN 無線LAN

教員

用

学生

用
a b/g

接続端末

数 
※注1

1

人文高層

棟

人１０１ ○ × ○ ○ 20

2 人１０４ ○ × ○ ○ 20

3 人１０５ ○ × ○ ○ 20

4 人１０６ ○ × ○ ○ 20

5 人１０７ ○ × ○ ○ 20

6 人２０１ ○ × ○ ○ 20

7 人２０２ ○ × ○ ○ 20

8 人２０３ ○ × ○ ○ 20

9 人２０４ ○ × ○ ○ 20

10 人２０５ ○ × ○ ○ 20

11 人２０６ ○ × ○ ○ 20

12 人２０７ ○ × ○ ○ 20

13 人２０８ ○ × ○ ○ 20

14

人文低層

棟

人２１３ ○ × ○ ○ 20

15 人２１４ ○ × ○ ○ 20

16 人２１５ ○ × ○ ○ 20

17 情報訓練室２ ○ ○ ○ ○ 40

18 情報自習演習室 × × ○ ○ 20

19

講義棟

談話コーナー ○ × × ○ 20

20 講２０１ ○ × × ○ 20

21 講３０１※注2 ○ ○ × ○ 20

22 講３０２ ○ × × ○ 20

23

第２講義棟

講００３ ○ × ○ ○ 20

24 講１０４ ○ ○ ○ ○ 40

25 講１０３ ○ ○ ○ ○ 40

26 講２０２ ○ × ○ ○ 40

27

図書館

1F 閲覧室 × × ○ ○ 20

28
2F マルチメディアコーナ

ー
× × ○ ○ 20

29 2F 閲覧室 × × ○ ○ 20

30 3F 北側閲覧室 × × ○ ○ 20

31 3F 南側閲覧室 × × ○ ○ 20

32
大学会館

食堂 × × × ○ 20

33 第１集会室 × × ○ ○ 20

※注1
無線LANで同時に接続できる端末の最大数。

※注2
２０人以上の講義の場合は、有線ＬＡＮを使用すること。
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情報メディア教育支援センター 開館時間 
 
月曜日～金曜日 8:40～20:45 

大学休業期間中 8:40～17:00（休日,年末年始を除く） 

定期メンテナンス日：毎月第 2 火曜日の翌日の午前中 

（ただし，メンテナンス内容により延長する場合があります） 

上記メンテナンス日以外でも，必要に応じ管理・保守作業を行う場合があ

りますので，情報メディア教育支援センター内掲示板または情報メディア

教育支援センターホームページで確認してください。 

情報メディア教育支援センター各処理室のご案内 ................. 1

処理室のパソコン利用について ................................................... 3

個人パソコンの学内ネットワーク接続について ..................... 5

印刷ステーション .............................................................................. 4

ポータルサイト - Active Campus- ............................................. 7

情報メディア教育支援センターホームページ ......................... 9

各種申請について ........................................................................... 12

電子メールの利用について ............................................................ 8

無線 LAN の使用について ............................................................... 6

e-Learning コンテンツについて ................................................ 10

貸出物品について ........................................................................... 11
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教育情報訓練室１ 

 

コンピュータを使用した授業や各種講習会が行われています。

すべてのパソコンがネットワークに接続されているので，自由に

インターネットや電子メールを行うことができます。 

 

 
 
教育情報訓練室２ 

 
個人所有のノートパソコンを持ち込み，学内 LAN 経由でイン

ターネットへの接続が可能です。各テーブルには，有線 LAN コ

ンセントと電源コンセントが設置されています。 

個人パソコンの利用方法については，P.5「個人パソコンの学

内ネットワーク接続について」をご覧ください。 
 
マルチメディア処理室 

 
主に動画の加工編集が行えるエリアで，デジタルビデオカメラ

から動画データ取り込み，コンピュータで加工編集し，DVD へ

の出力が可能です。 

また，Macromedia Studio 8 がインストールされており，ホー

ムページ( HTML や Flash ) コンテンツを制作することができま

す。 

 
 
 
 
応用処理室 

 

Windows デスクトップ 4 台があり，Visual StudioやSQL Server

でのプログラミング，Mathematica を使用した計算処理ができま

す。また、SAS を使用した統計処理も可能です。 

※ SAS がインストールされているパソコンは１台のみとなります。 

 

  

処理室の利用について 
○ マルチメディア処理室 , 応用処理室 , 情報演習自習室を利用する際は，事前に申請が必要です。

ポータルサイトより，利用申請を行ってください。 

○ 教育情報訓練室 1・2 , 講 103・104 は，講義の無い時間帯のみオープン利用が可能です。 

情報メディア教育支援センター各処理室のご案内
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情報演習自習室 
 

主に DTP 作業を行うことを目的とし，Windows デスクトッ

プパソコンを 3 台のほか，A3 対応インクジェットプリンタ 1

台，大判カラー印刷が可能なプロッタ ( 大型プリンタ ) を設置

しています。 
 
 
講 103・104 

 

各部屋とも普段は講義を行う講義室として利用していますが，

講義の無い時間帯はオープン利用が可能です。無線 LAN アクセ

スポイントを 2 台設置し，最大 40 台までのパソコンから学内

LAN にアクセスすることが可能です。床下に有線 LAN コンセン

トと電源コンセントが設置されています。 

 
 
 

センター施設 MAP 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

☆ 利用上の諸注意 ☆ 
センターへ入館し，各部屋にある機器を利用する場合は，次のことを守ってください。 

 
● カバン，袋物を持って入室しないこと。ただし，貴重品は除く。 
● 入室時に，全員，カードリーダに学生証を通すこと。(ドアの開放は厳禁) 
● パソコン等の設定を許可なく変更しないこと。 
● 各自のファイルは，ハードディスクに保存せず，USB メモリーなどに保存して持ち帰ること。 

残されたファイルは消去されるので注意すること。 
● 利用終了後は，パソコン本体の電源を切ること。 
● プリンタなどの印刷用紙は，各自が準備すること。 
● 館内での飲食・喫煙は禁止する。 
● 館内では，静粛かつ清潔な環境を保つこと。 
● 機器・マニュアルを持ち出さないこと。 
● 各種機器に異常が発生した場合は，速やかにセンター事務室に連絡すること。 

 
その他，利用に関する事項は，情報メディア教育支援センターホームページ 

http://www.ipc.juen.ac.jp/ を参照して下さい。 

 

第２講義棟１階 第２講義棟２階 人文棟２階 

講 103 講 104 

マルチメディア 
処理室 

教育情報
訓練室１ 

応用
処理室

教育情報訓練室２ 
情報演習自習室 
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教育情報訓練室１でのパソコン起動方法 
 

電源を入れると右図のような起動メニューが表示

されます。選択肢により，利用できるソフトウェア

が異なるので，注意してください。 

各項目の説明は下表にて確認してください。 

№ 説  明 

1 メインイメージ（通常利用版） 通常はこのイメージを使用します。 

Office 2007 などの基本的なソフトウェアが利用可能です。 

2 サブイメージ (Macromedia 利用版) 

メインイメージのソフトウェアに加え，Macromedia 製のソフトウェア(Dreamweaver

など)が利用可能になります。 

※ 3)と 4)については，1)と 2)と同様のイメージになりますが，1)・2)のイメージで正常に起

動しない場合のみ選択してください。 
 
 

ユーザ名・パスワードの入力 
 

訓練室１及び図書館に設置されている端末にログイ

ンする場合は，右図画面でユーザ名とパスワードを入力

し，ログオン先は「ITC」を選択して「OK」をクリック

してください。 

 
 
 
 

シャットダウン 
 

作業が終わったときは，コンピュータを正常終了させ

るために，必ずシャットダウンを行ってください。 

 
 
 
 
 

パスワードの変更 
 

処理室のパソコンのログインパスワードを変更する場合は、ポータルサイトのパスワード変更機能を

ご利用ください。詳しくは、P.7 [ ポータルサイト – パスワードの変更 ] をご覧ください。 
 

データの保存について 
 

マルチメディア処理室・応用処理室・情報演習自習室のパソコンは多数の人が利用します。個人的な

データは，パソコン内 ( C ドライブ ) には保存しないようにしてください。C ドライブ内へ保存した

データは再起動時にすべて消去されます。 

データの保存を行う場合は，D ドライブ内にフォルダを作成し(フォルダの名称は自分の学籍番号)，

その中に保存をしてください。作業終了後は，フォルダごとデータを削除してください。

処理室のパソコン利用について 

EDU000 Boot Menu: 
----------------------------------------------------
1) Main Image (TsuujouRiyouBan)..  (172.16.10.82) 
2) Sub Image (macromediaRiyouBan)  (172.16.10.82) 
3) spare Main Image (TsuujouRiyou  (172.16.10.83) 
4) spare Sub Image (macromediaRiy  (172.16.10.83) 
----------------------------------------------------
Selection [1-4]: 
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印刷ステーションは，学内に設置してあるパソコンからはもちろん，個人所有のパ

ソコンからも印刷を行うことができます。 

個人パソコンから印刷する方法や，印刷ステーションの操作方法などは，情報メデ

ィア教育支援センターホームページに詳しく記載されています。ぜひご覧ください。 

情報メディア教育支援センターホームページ 印刷ステーション利用ガイド 

URL: http://www.ipc.juen.ac.jp/contents/manuals/printstation/ 

 
 

印刷ステーションのしくみ 
 

「印刷ステーション」プリンタへ印刷を行ったデータは，一時的に印刷ステーションサーバの中に

保存されます。サーバ内に保存したデータをプリントアウトするときは，最寄りのプリントステー

ションで印刷操作を行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

印刷ステーション利用上の注意 
 

 Windows 95 / 98 / 98SE / ME / 2000 , Windows XP Home Edition , Mac OS X 10.1.5 以前のバ

ージョンでは印刷ステーションはご利用できません。 

 授業及び教育・研究目的以外での印刷を行わないでください。 

 印刷用紙は各自でご用意ください。 

なお、指定された用紙以外は絶対に使用しないでください。 

紙詰まりの原因になります。 

 ミスプリントしてしまった用紙は必ず各自で処分してください。 

 プリンタにトラブル ( 消耗品が無くなったり、用紙詰まりなど ) が発生した際は、すみやか

に情報メディア教育支援センターまでお知らせください。 

 

 

印刷ステーション 

印刷ステーションサーバで
印刷データを一時保存

パソコンから印刷 最寄りの印刷ステーションで
プリントアウト
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個人所有のパソコンを学内ネットワークに接続する場合は，必ず申請が必要になります。 

本ガイドの巻末に添付されている「上越教育大学学生のネットワーク利用ガイドライン」 

を熟読し，理解した上で申請を行い，許可を得てから接続してください。 

 

訓練室 2・講 301 でのネットワーク接続方法の制限  
教育情報訓練室 2・講義室 301 で,インターネットに接続する場合は,以下の点を守ってください。 

○ 教育情報訓練室２では有線ＬＡＮを使用してネットワークへの接続を行ってください。 

○ 講義室３０１で固定式机を利用する場合は有線ＬＡＮを使用してネットワークへの接続を行ってください。 

詳細は講義室３０１ネットワーク接続エリア表をご覧ください。 

○ 有線ＬＡＮを使用する際は無線ＬＡＮを無効にしてから接続してください。 

 
LAN ケーブル・電源差込口の場所  

教育情報訓練室２ 
机の両脇にＬＡＮケーブル・電源の差込口があります。 

ＬＡＮケーブル・電源共に,しっかりと奥まで差し込んでから 

ご使用ください。 

 
 
 
 
 
講義室３０１ 
LAN ケーブル差込口設置場所の目印として,机上に右図のシールが 

張ってあります。(シールの裏側に差込口が設置されています。) 

※ 差込口はシールドで保護されているので,図のようにシールドを 

下ろしてから使用してください。また,使用後はシールドを元の 

状態に戻してください。 
 

 
 
 
 
 
見取り図の黄色のエリアでは無線ＬＡＮ・緑色のエリア

では有線ＬＡＮを使用してインターネットに接続してく

ださい。 

 
 
 
 
 

 
 
電源の差込口の位置は,机の裏側の奥になります。右図は机を上側から

見た時の電源差込口と,ＬＡＮケーブル差込口の配置図です。 

個人パソコンの学内ネットワーク接続について 

ネットワーク接続エリア表

LAN ケーブル・電源差込口設置場所

       電源コンセント 

       LAN ケーブル差込口 

       折りたたみ椅子 
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情報メディア教育支援センターでは，講義室を中心に学内の様々な場所に無線 LAN アクセスポイントを設置

し，学生・院生研究室以外でも個人所有ＰＣがネットワーク接続できるようになっています。 

無線ＬＡＮの使用には申請が必要になります。 

 

アクセスポイント設置場所 
 

 
 

講義棟 

学生ホール，講２０１，講３０１，講３０２ 
 

第２講義棟 

講１０３，講１０４，講２０２，講００３ 
 

人文棟 

人１０４～１０７，人１１０～１１３，人２０１～２０８，人２１３～２１５ 
 

体育棟・スポーツ科学実験棟 

体育館，実践演習室 
 

図書館棟 

１Ｆ閲覧室，２Ｆ閲覧室，マルチメディアコーナー，３Ｆ北側閲覧室，３Ｆ南側閲覧室 
 

学生会館 

食堂，第１集会室 
  

利用に必要な申請 
 

無線 LAN を利用するためには，事前に申請を行い，許可を得る必要があります。申請はポータ

ルサイトから行うことができます。詳しくは P.12「学内ネットワーク接続申請」をご覧くださ

い。 

 
 
 
  

無線 LAN の使用について 
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URL: https://portal.juen.ac.jp/ 
 

ポータルサイトを利用すると，情報メディア教育支援センター等

で提供している各種システムへ簡単にアクセスすることができます。 

ポータルサイトより各システムへアクセスするにはログインが必

要になります。また，講義室系ネットワークよりインターネットへ

アクセスする場合も，ポータルサイトへのログインが必要です。 
 

 

ポータルサイトからアクセス可能な主なシステム 
 

お知らせ通知 

教員や事務局からのお知らせが掲載されていますので，必ず確認してください。 

Web メール 

Web ブラウザを使用することにより，自宅などでも利用が可能なメールシステムです。 

講義支援システム i-Collabo.Learning LMS 

履修している講義のスケジュールや課題の確認，レポート提出，掲示板の利用などができます。 

学務情報システム 

シラバスの検索・閲覧などが可能です。 

情報メディア教育支援センター 申請受付システム 

情報メディア教育支援センターの処理室利用，個人所有パソコンの学内ネットワーク接続など

の申請等を行います。 

図書館システム 

貸出・予約状況の確認が行えます。 

 
本学システムの利用可能期間について 

 
本学より提供している上記の各システムをご利用いただける期間は，入学式当日から卒

業・修了式の前日までとなります。卒業・修了式以降は情報メディア教育支援センターの各

処理室・各種システムは利用できませんので，ご注意ください。 
 

パスワードの変更 
 

入学時に情報メディア教育支援センターよりお渡ししたパスワードは，各自で変更を行ってく

ださい。パスワードの変更方法につきましては，情報メディア教育支援センターホームページを

ご覧ください。あわせて，パスワード生成のヒントもご覧ください。 

○ 各種パスワードの変更方法 

http://www.ipc.juen.ac.jp/contents/manuals/chg_passwd/ 

○ 安全で忘れないパスワードを生成するためのヒント 

http://www.ipc.juen.ac.jp/contents/manuals/secpass/ 

ポータルサイト - Active Campus- 
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入学後に，すべての学部生および大学院生に対してメールアドレスが貸与されます。 

 
メールアドレス 

 
貸与されるメールアドレスの形式は以下のようになります。 

j + 学籍番号@cc.juen.ac.jp 
例: 学籍番号が 212000A の場合，メールアドレスは j212000a@cc.juen.ac.jp となります。 

※ メールアドレスに使用されるアルファベットは大文字と小文字の区別はありませんが，一般的に小文字を用います。 

 
メーラー (メール送受信用プログラム) 

 

メールの送受信を行うための専用ソフトウェア( Outlook Express な

ど )は必要ありません。 

ブラウザ( Internet Explorer )ですべての操作が可能です。メーラー

(Webmail)の使い方マニュアルは，情報メディア教育支援センターホー

ムページよりダウンロードできます。以下のメニューを辿るか，URL

を直接入力してください。 

 

情報メディア教育支援センターホームページ - 各種マニュアル&FAQ - [Webmail]利用マニュアル(PDF) 

URL: http://www.ipc.juen.ac.jp/contents/manuals/webmail/webmail.pdf 

※ PDF 形式のため，ご覧いただくには Adobe Reader が必要です。 

 
携帯電話からメールの送受信 

 
本学で運用している Webmail システムは携帯電話からメールの送受信を行うことができます。 

(ただし，事前に携帯電話で利用するための設定が必要です。) 

 

情報メディア教育支援センターホームページ - 携帯電話からの送受信方法 Webmail 設定編 

URL: http://www.ipc.juen.ac.jp/contents/manuals/webmail/option/mobile/setting.html 

情報メディア教育支援センターホームページ - 携帯電話からの送受信方法 携帯電話操作編 

URL: http://www.ipc.juen.ac.jp/contents/manuals/webmail/option/mobile/mobile.html 

 
マナーを守りましょう 

 
① 電子メールやインターネット等は，教育と研究を目的とするもの以外に使用しないで下さい。 

② インターネットの利用にあたっては，本人の自覚が無い内に，トラブルや犯罪に巻き込まれてし

まう恐れがあります。ネットワーク利用者としてのエチケットを守り，責任のある行動をとって

ください。利用者が起こすトラブルについては，第一義的には本人が責任を負うことになります。 

③ ネットワークにより電子化された社会では，パスワードは自分を証明するための重要な情報です。

事故を防ぐために，パスワードは定期的に変更し，他人には絶対に教えないようにしてください。 

電子メールの利用について 
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URL: http://www.ipc.juen.ac.jp/ 
 

情報メディア教育支援センターホームページへは，ポータルサイトから簡単にアクセスできます。

または，上記 URL をアドレスバーに入力しアクセスしてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
センターからのお知らせ 

 
「お知らせ News & Topic」には，ウィルス・セキュリティ情報を含む重要なお

知らせが記載してありますので，定期的に確認してください。 

また、このお知らせは RSS にて配信を行っています。RSS 受信機能のあるソフ

トウェアを利用することで、常に最新のお知らせを確認することができます。 

 
開館予定カレンダー 

 
今月の開館予定日や，機器メンテナンスによる休館予定日を掲載していま

す。センター施設を利用する前に，ぜひ確認してください。 

 
 
 
各種マニュアル 

 
情報メディア教育支援センターで提供している各種システムの

利用方法を解説したマニュアルや，無線 LAN などのパソコンの設

定方法を記載したマニュアルを多数掲載しています。パソコンの

設定で困った（わからない）ことがあったら，1 度，情報メディア

教育支援センターのホームページでマニュアルを探してみてくだ

さい。  

情報メディア教育支援センターホームページ 
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コンテンツ視聴方法 

 
コンテンツを視聴する方法は次の 2 通りの方法があります。いずれの手順でも同じコンテンツが

利用できます。なお，いずれの方法も学内・学外問わず視聴可能ですが，学外から視聴する場合は，

インターネットへの接続が必要になります。 
 

ポータルサイトから視聴する 

ポータルサイトログイン後，左側のメニューの [ e-Learning ] グループに各コンテンツへの

リンクがあるので，視聴したい項目をクリックしてください。 

 

情報メディア教育支援センターのホームページから視聴する 

情報メディア教育支援センターホームページの上部メニュー [ e-Learning ] をクリックする

と，コンテンツ一覧ページが表示されます。視聴したいコンテンツをクリックしてください。 

 
 

コンテンツ一覧 
 

情報メディア教育支援センターで提供している主な e-Learning コンテンツは以下のものがありま

す。また，ここに記載されている以外にも多数のコンテンツを提供していますので，ぜひご覧くださ

い。 
 

Microsoft Office 

ワープロ文書作成講座 ( MS-Word2007 ) 

表計算ソフト活用講座 ( MS-Excel 2007 ) 

プレゼンテーション作成講座 ( MS-PowerPoint 2007 ) 

これで完璧！ Office2003 と Office2007 のコマンド対応学習講座 
 

Adobe Macromedia Studio 

ホームページ作成講座 ( Adobe Macromedia Dreamweaver CS3 ) 
 

インターネット 

これだけは知っておきたい！ インターネット入門講座 

フィッシング詐欺の解説 

インターネット詐欺 

SNS 炎上に伴う個人情報の流出 
 
 

コンテンツ収録 CD-ROM の貸し出しについて 
 

情報メディア教育支援センターでは，「自宅で e-Learning コンテンツを利用して自学自習したいが，

インターネットが利用できない」という方のために，コンテンツを収録した CD-ROM の貸し出しを

行っています。ご利用を希望される方は，お気軽に情報メディア教育支援センターまでお問い合わせ

ください。 

  

e-Learning コンテンツについて 
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授業及び教育・研究活動での利用を目的として，以下の物品の貸出を行います。 

 
貸し出し可能な物品 

 
 

ノート型パソコン【Windows XP Professional：２台／Windows Vista：４台／Mac OS X 10.3：１台】 

※ 授業等でパソコンを利用する際，自身のパソコンが故障等により使用できない場合に限り， 

授業時間内のみ貸出しを行っています。授業終了後は速やかに返却してください。 

 
 

i.Link ケーブル【ノート型 PC 接続用：10 本／デスクトップ PC 接続用：10 本】 

※ i.Link ケーブルとはデジタルビデオカメラとパソコンを接続するためのケーブルです。 

 
 

カードリーダ：１台【27＋１種類メディア対応 USB カードリーダ】 

※ 対応メディアについては，製品ホームページ(下記 URL)をご確認ください。 

http://buffalo.jp/products/catalog/item/m/mcr-c12_u2/index.html?p=spec#media 

 
 

レーザポインタ：２台【パワーポイント用簡易リモコン機能付きレーザポインタ】 

 
 

液晶プロジェクタ【小型液晶プロジェクタ：４台／大型液晶プロジェクタ：１台】 

※1 教職員からの事前の予約に基づき貸出を行います。 

※2 予約は教職員のみ行うことができます。ポータルサイトの「教室・物品予約」から行って 

ください。 

※3 原則として，学内での利用に限定しています。学外での利用を希望される場合は，事前に 

情報メディア教育支援センターまでお問い合わせください。 

 
 

デジタルカメラ：12 台【600 万画素 デジタルカメラ ( SONY Cyber-shot ) 】 

※1 教職員からの申請（希望）に基づき貸出を行います。 

※2 授業での利用を目的とした貸出希望を優先します。 

 
 

デジタルビデオカメラ：12 台【MiniDV カセット録画方式デジタルビデオカメラ ( SONY HANDYCAM ) 】 

※1 教職員からの申請（希望）に基づき貸出を行います。 

※2 授業での利用を目的とした貸出希望を優先します。 

※3 MiniDV カセットテープは各自でご用意ください。 

貸出物品について 
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情報メディア教育支援センターの処理室や個人所有パソコンのネットワーク接続などを利用する

場合，以下の申請を行う必要があります。申請はポータルサイトから行ってください。 

※ ＰＣ設置申請を行った場合，卒業・終了の際は忘れずに，廃止申請を行ってください。 

 

学内ネットワーク接続申請（端末（PC）設置申請） 
 

研究室・院生室や本学の全講義室と，キャンパスライフスクエア・食堂などで接続可能な有線・無

線 LAN を利用する場合に必要な申請です。 
 

申請方法 

情報メディア教育支援センターホームページ – マニュアル - 申請方法 をご覧ください。 

URL: http://www.ipc.juen.ac.jp/contents/manuals/sinsei/ 

 

端末廃止届 
 

卒業・終了やパソコンの買い替え等で使用しなくなった古いパソコンなど，本学のネットワークに

接続しなくなったパソコンの利用停止の申請を行います。 
 

申請方法 

情報メディア教育支援センターホームページ – マニュアル – 申請方法 をご覧ください。 

URL: http://www.ipc.juen.ac.jp/contents/manuals/sinsei/ 

 

処理室利用申請 
 

情報メディア教育支援センター内のマルチメディア処理室・応用処理室・情報演習自習室を利用す

る場合に必要な申請です。 
 

申請方法 

情報メディア教育支援センターホームページ – マニュアル – 申請方法 をご覧ください。 

URL: http://www.ipc.juen.ac.jp/contents/manuals/sinsei/ 

 

パスワード再発行申請 
 

センター設置のパソコンへのログオンパスワード・ポータルサイト等へのログインパスワードを忘

れてしまった場合，パスワードの再発行が必要になります。 
 

申請方法 

情報メディア教育支援センター事務室まで，直接お越しください。 

パスワード再発行の申請には，学生証の提示が必要です。忘れずにお持ちください。 

 
 

情報メディア教育支援センター - 施設利用ガイド - 
 

発  行 ２００９年４月 
編集発行 上越教育大学 情報メディア教育支援センター 

 

各種申請について 



○上越教育大学情報メディア教育支援

センター利用規程

平成16年４月１日

（規 程 第 9 0 号）
改正 平成20年３月21日規程第23号

上越教育大学情報メディア教育支援センター利用規程

（趣旨）

第１条 この規程は，上越教育大学情報メディア教育支援センター規則（平成16年規則第

29号）第14条の規定に基づき，上越教育大学情報メディア教育支援センター（以下「情

報メディアセンター」という。）の情報処理システム及び学内ネットワーク（以下「セ

ンターシステム」という。）の利用に関し必要な事項を定める。

（利用の目的）

第２条 センターシステムは，上越教育大学（以下「本学」という）における次の各号に

掲げる目的のために利用することができる。

(1) 学術研究及び教育

(2) 管理・運営

(3) 学生及び職員の福利厚生

(4) その他情報メディア教育支援センター長（以下「センター長」という。）が適当と

認めたもの

（利用者の範囲）

第３条 センターシステムを利用できる者は，次の各号に掲げる者とする。

(1) 役員，職員及び学生

(2) 私学研修員，専修学校研修員，公立高等専門学校研修員，公立大学研修員及び教員

研修センター研修員

(3) 客員研究員及び外国人研究者

(4) 附属学校の児童及び生徒

(5) その他センター長が適当と認めた者

２ 前項第１号の規定にかかわらず，非常勤講師にあっては，次の各号に掲げる要件を満

たす者に限り，センターシステムを利用することができる。ただし，利用期間は，授業

を実施している期間に限るものとする。

(1) 学校教育学部及び大学院学校教育研究科の非常勤講師にあっては，前期・後期のう

ち最低半期を通して授業を実施する者であること。

(2) 附属学校の非常勤講師にあっては，３学期の期間のうち最低１学期間を通して授業

を実施する者であること。

（休館日）

第４条 情報メディアセンターの休館日は，次の各号に掲げるとおりとする。

別添資料12－２－④－１　「上越教育大学情報メディア教育支援センター利用規程（平成16年規程第90号）」



(1) 日曜日及び土曜日

(2) 国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に規定する休日

(3) 12月28日から翌年１月４日まで

２ センター長が必要と認める場合は，前項に規定する休館日を臨時に変更し，又は同項

に規定するもののほか臨時に休館日を定めることができる。

３ センター長は，前項の規定に基づき，休館日を臨時に変更するときは，事前に利用者

にその旨を周知しなければならない。

（利用時間）

第５条 センターシステムは，保守若しくは障害等又は設置場所により別の定めがある場

合を除き，原則として常時使用することができる。

２ 前項の規定にかかわらず，情報メディアセンターが所管する教育情報訓練室１，教育

情報訓練室２，マルチメディア処理室，応用処理室及び情報演習自習室に設置する端末

機器等を利用することができる時間は，８時40分から17時00分までとする。

３ センター長が必要と認める場合は，前項に規定する利用時間を臨時に変更することが

できる。

４ センター長は，前項の規定に基づき，利用時間を臨時に変更するときは，事前に利用

者にその旨を周知しなければならない。

（利用手続）

第６条 センター長は，第３条第１項第１号に規定する役員及び職員に，電子メール用の

ユーザＩＤ及び初期パスワードその他必要事項（以下「ユーザＩＤ等」という。）を通

知するものとする。ただし，非常勤講師にあっては第３条第２項に規定する要件を満た

すものに限る。

２ 第３条第１項第１号に規定する学生並びに第３条第２号から第５号に掲げる者は，マ

ルチメディア処理室，応用処理室及び情報演習自習室を利用しようとするときは，指導

教員又は受入教員等（以下「指導教員」という。）に申し出て，その承認を得なければ

ならない。

３ 前項の申出を承認された者は，センター長に所定の申請を行い，その承認を得なけれ

ばならない。

４ センター長は，前項の申請を承認したときは，当該指導教員に，利用しようとする者

のユーザＩＤ等を通知するものとする。

（教育情報訓練室の利用）

第７条 教育情報訓練室１及び教育情報訓練室２については，授業等で専有していない場

合に限り，学生の個人利用（以下「オープン利用」という。）に供するものとする。

２ 前項に規定するオープン利用に当たっては，特段の手続を要しない。

（ホームページの開設）

第８条 第６条第１項及び第４項の規定に基づき，ユーザＩＤ等を付与された者（以下「利

用者」という。）は，ホームページを開設しようとするときは，センター長に所定の申

請を行い，その承認を得なければならない。

（センターシステム以外の端末機器等の接続）

第９条 利用者は，センターシステム外の端末機器等をセンターシステムに接続しようと



するときは，利用形態（パーソナルコンピューター等の端末接続，学外からの接続及び

サーバー設置）に応じて，センター長に所定の申請を行い，その承認を得なければなら

ない。

２ 前項の規定により承認を得て接続した端末機器等の利用については，この規程が適用

されるものとする。

３ 第１項の規定により承認を得て接続した端末機器等を廃止しようとするときは，セン

ター長に所定の届け出を行わなければならない。

（物品の貸与）

第１０条 利用者は，情報メディアセンターの物品を利用しようとするときは，センター

長に所定の申請を行い，その承認を得なければならない。

２ センター長は，利用者が貸与物品を故障させ，紛失し，又は期限までに返却しなかっ

たときは，以降の予約を取り消すことができる。

（経費の負担）

第１１条 利用者は，次の表に掲げる経費を負担しなければならない。ただし，第３条第

１項第１号に規定する学生並びに第３条第２号から第５号に掲げる者の利用に係る経費

は，利用申請時に届け出のあった支払責任者が負担するものとする。

事 項 負 担 内 容

外部システムとの接続 データベース等の検索，通信その他の計算機利用

に係る経費の全額

センターシステムの利用 用紙，トナー，フロッピーディスクその他の利用

に係る消耗品 に係る消耗品の全額

２ 前項の規定にかかわらず，センター長が特に必要と認めたときは，情報メディアセン

ターの予算の範囲内で，利用者が負担すべき経費の一部又は全部を免除することができ

る。

（ユーザＩＤ等）

第１２条 ユーザＩＤは，センターシステムを利用する際に利用者を特定するものであり，

特定のユーザＩＤによって行われた行為については，当該ユーザＩＤの交付を受けた利

用者が責任を負うものとする。

２ 利用者は，複数のユーザＩＤの交付を受けることができない。

３ 前項の規定にかかわらず，授業運営又は業務上必要な場合には，別途ユーザＩＤの交

付を受けることができる。ただし，このユーザＩＤが不要となったときは，直ちに情報

メディアセンターに返却しなければならない。

４ 利用者は，パスワードの管理に責任を負うものとする。

５ 利用者は，パスワードを自ら変更することができる。

（異常又は障害の通報）

第１３条 利用者は，センターシステムの異常又は障害並びにこの規程その他の学内諸規

則及び法令に反する利用者を発見した者は，直ちにセンター長に通報しなければならな

い。

（利用状況の報告等）

第１４条 センター長は，必要に応じて利用者に対し，センターシステムの利用に係る事



項について，報告を求めることができる。

２ 利用者は，センターシステムを利用して行った研究の成果を論文等により公表すると

きは，当該論文等にセンターシステムを利用した旨を明記するものとし，その論文等の

写しをセンター長に提出するものとする。

（サービスの停止）

第１５条 センター長は，保守又は障害等のため，センターシステムのサービス提供を停

止することができる。

（利用上の必要事項に係る広報）

第１６条 センター長は，前条の規定によるシステムの停止について，可能な限り２週間

前までに利用者に告知するものとし，事前に告知できない場合には，事後速やかの経緯

を報告するものとする。

２ 利用者は，前項の規定による告知，報告その他のセンターシステム利用上の必要事項

について情報メディアセンターのホームページで確認しなければならない。

（センターシステムの変更等）

第１７条 センター長は，一定の予告期間をもって利用者に周知することにより，何らの

責任を負うことなく，センターシステムの全部若しくは一部を変更，追加又は廃止する

ことができる。

２ センター長は，前項の規定に基づき，センターシステムを変更等するときは，一定の

期間を確保し，事前に利用者にその旨を通知しなければならない。

（端末機器等の切離し）

第１８条 センター長は，センターシステムに重大な支障を及ぼすおそれがあるときは，

その原因となる端末機器等をセンターシステムから切り離すことができる。

２ センター長は，前項の規定に基づき，当該端末機器等をセンターシステムから切り離

すときは，事前に当該利用者にその日時，期間及び再接続の条件等を通知しなければな

らない。ただし，緊急を要する場合には，この限りでない。

（ファイル情報の削除）

第１９条 センター長は，センターシステムのディスク容量に余裕が無くなる恐れのある

ときは，そのディスクに蓄積されている利用者の情報を消去することができる。

２ センター長は，前項の規定に基づき，利用者の情報を消去するときは，一定の期間を

確保し，事前に利用者にその旨を通知しなければならない。

（情報メディアセンターの免責）

第２０条 情報メディアセンターは，天災，事変その他の不可抗力により，利用者にセン

ターシステムを提供できないことに対し，一切の責任を負わないものとする。

２ 情報メディアセンターは，利用者がセンターシステムを利用することにより得た情報

等（コンピュータプログラムを含む。）について，その完全性，正確性及び有用性その

他何ら保証しないものとする。

３ 前項に規定する情報等のうち，情報メディアセンター以外の第三者による提供に係る

ものに起因して生じた利用者の損害等について，情報メディアセンターは一切の責任を

負わないものとする。

４ ユーザＩＤ等は，利用者の責任において管理及び使用するものとし，使用上の過誤又



は第三者による不正使用等について，情報メディアセンターは一切の責任を負わないも

のとする。

５ 利用者は，センターシステムの利用及びその結果について自ら一切の責任を負い，そ

れにより第三者に対して損害を与え，当該第三者から何らかの請求がなされ又は訴訟が

提起されたときは，自らの費用と責任において当該請求又は訴訟を解決するものとし，

本学及び情報メディアセンターを一切免責するものとする。

（センターシステムの維持）

第２１条 センター長は，センターシステムに障害が生じたときは，速やかに復旧しなけ

ればならない。

（個人情報の保護）

第２２条 センター長は，センターシステムの提供に関連して知り得た利用者の個人情報

（以下「個人情報」という。）を次の各号に掲げる場合を除き，利用者本人以外の第三

者に開示又は漏洩しないものとし，かつ，センターシステムのサービス提供のために必

要な範囲を超えて利用しないものとする。

(1) 個人情報を適切に管理するため，契約等により義務付けた業務委託先に対し，セン

ターシステムのサービス提供のために必要な業務を委託するために，個人情報を提供

する場合

(2) センターシステムのサービス向上等の目的で，個人情報を集計及び分析等する場合

(3) 前号の集計及び分析等で得られた情報を，個人を識別又は特定できない状態で開示

又は提供する場合

(4) 個人情報の利用に関する同意を求める目的で，利用者等に電子メール等を送付する

場合

(5) 裁判所の発する令状その他裁判所の判断に従い開示する場合

(6) その他任意に利用者等の同意を得た上で，個人情報を開示又は利用する場合

（禁止事項）

第２３条 利用者は，センターシステムの利用に当たって，次の各号に掲げる行為を行っ

てはならない。

(1) ユーザＩＤの第三者への譲渡又は貸与

(2) パスワードの第三者への開示

(3) プライバシー及び著作権等の法令に定める権利の侵害

(4) 学内ネットワークの運用に支障を及ぼすような行為

(5) 他者を詐称するような行為

(6) 営利を目的とした行為

(7) 不正な利用又はそれを助けるような行為

(8) 計算機資源を不当に占有又は浪費する行為

(9) 他者のプログラムやデータ等を改変又は破壊する行為

(10)その他法令及び社会慣行に反する行為

（利用上の指導）

第２４条 センター長は，センターシステムの適正利用の促進を目的として，随時利用者

に対して指導を行うことができる。



２ センター長は，前項に規定する指導に利用者が従わない場合は，利用の停止を含め当

該利用者によるセンターシステムの利用を制限することができる。

（罰則）

第２５条 センター長は，利用者がこの規程その他センターシステムの利用に係る学内諸

規則に違反し，又はセンターの運営に重大な支障を生じさせたときは，その内容に応じ

て次の各号の一に掲げる措置を講ずることができる。

(1) 警告

(2) 相当期間の利用停止

(3) 利用禁止

２ センター長は，利用者に前項第２号又は第３号の罰則を適用するときは，事前に当該

利用者にその期間及び利用再開の条件等を通知するものとする。ただし，緊急を要する

場合には，この限りでない。

（損害賠償）

第２６条 利用者は，故意又は過失により，センターシステムの設備・備品，ソフトウェ

ア，データ等を汚損し，損傷し，紛失し，又は滅失したときは，その原状回復に要する

費用を弁償しなければならない。

（細則）

第２７条 この規程に定めるもののほか，情報メディアセンターの利用に関し必要な事項

は，センター長が定める。

附 則

この規程は，平成16年４月１日から施行する。

附 則

この規程は，平成20年４月１日から施行する。



○上越教育大学情報メディア教育支援

センター教育情報訓練室等利用細則

平成16年４月１日

（細 則 第 2 6 号）
改正 平成20年３月21日細則第６号

上越教育大学情報メディア教育支援センター教育情報訓練室等利用細則

（趣旨）

第１条 この細則は，上越教育大学情報メディア教育支援センター利用規程（平成16年規

程第90号。以下「規程」という。）第27条の規定に基づき，上越教育大学情報メディア

教育支援センター（以下「情報メディアセンター」という。）が所管する教育情報訓練

室等の利用に関し必要な事項を定める。

（教育情報訓練室等の利用）

第２条 教育情報訓練室１及び教育情報訓練室２については，規程第７条第１項及び第２

項の定めるところにより，オープン利用することができる。

２ マルチメディア処理室，応用処理室及び情報演習自習室については，規程第６条第３

項の定めるところにより，情報メディア教育支援センター長（以下「センター長」とい

う。）の承認を得て利用するものとする。

（教育情報訓練室のオープン利用）

第３条 オープン利用は，原則として，学術研究及び教育を目的とするものに限るものと

する。

（利用期間）

第４条 教育情報訓練室等を利用できる期間は，次の各号に掲げるとおりとする。

(1) 職員は，在職期間中とする。

(2) 学生は，在学期間中とする。

(3) その他センター長が申請に基づき承認した期間

（遵守事項）

第５条 利用者は，教育情報訓練室等の利用に当たっては，次の各号に掲げる事項を遵守

しなければならない。

(1) センター長が利用を認めた情報処理機器以外の機器を操作してはならない。

(2) センター長の許可なく,センターシステムの設定を変更してはならない。

(3) センター長の許可なく,センターが管理するソフトウェアを複写してはならない。

(4) 情報メディアセンターが管理するソフトウェア以外のソフトウェアを使用するとき

は，事前にウイルスチェック等を実施し，安全を確認しなければならない。

(5) センター長が利用を禁止したソフトウェアを使用してはならない。

(6) ウイルスチェック等を事前に実施した安全な媒体を使用しなければならない。

(7) 機器の利用終了後は，パソコン本体の電源を切らなければならない。
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(8) プリンター等の印刷用紙は，各自用意しなければならない。

(9) 機器及びマニュアルを持ち出してはならない。

(10)ドアを開放したままにしてはならない。

(11)室内で飲食してはならない。

(12)室内環境を静粛かつ清潔に保たなければならない。

（ファイルのバックアップ）

第６条 利用者は，自らの責任において利用者ファイルをフロッピーディスク等の媒体に

バックアップし持ち帰らなければならない。

２ 端末機に保存されているデータは，利用時間終了後，毎日消去する。

３ 情報メディアセンターは，いかなる理由による利用者ファイルの破壊・喪失等につい

ても責任を負わないものとする。

（その他）

第７条 この細則に定めるもののほか，この細則の実施に関し必要な事項は，センター長

が定める。

附 則

この細則は，平成16年４月１日から施行する。

附 則

この細則は，平成20年４月１日から施行する。
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○国立大学法人上越教育大学施設有効活

用規程

平成16年４月１日

（規 程 第 6 6 号）
改正 平成19年３月30日規程第24号

改正 平成20年３月21日規程第17号

国立大学法人上越教育大学施設有効活用規程

（目的）

第１条 この規程は，国立大学法人上越教育大学（以下「本法人」という。）の施設の利

用状況等について自ら点検及び評価を行い，全学的視点に立った施設の管理運営を推進

するために必要な事項を定めるとともに，教育研究の変化に対応した施設の有効活用を

促進することを目的とする。

（定義）

第２条 この規程において，次の各号に掲げる用語の意義は，当該各号に定めるところに

よる。

(1) 施設 教育研究上必要な校舎等の建物及びその附帯設備並びにこれらの敷地等をい

う。

(2) 部局，部局長 「部局」とは別表第１に掲げる部局をいい，「部局長」とは同表に

掲げる部局の長をいう。

(3) 施設の共用化 全学の施設について，特定の部局が専用する部分と共用可能な部分

に整理し，利用方法の変更等により，共用可能な部分の共同利用を行うことをいう。

(4) 施設の再配置 教育研究を円滑に行うため，全学的視点に立った利用面積並びに諸

室の配分及び配置の見直しを行い，施設利用の改善を図ることをいう。

(5) 共用スペース 教育研究上必要な施設の弾力的な活用を行うため，全学的見地に立

った共同利用を前提とした一定の期間及び規模を定めたスペースをいう。

(6) 管理運営 施設について，常に良好な状態を維持し，その用途及び利用形態に応じ

て効率的かつ適正な運用を図ることをいう。

（施設の点検・調査等）

第３条 学長は，施設の利用状況等の実態を把握するための施設の点検・調査を５年ごと

に実施するものとする。ただし，施設の整備等が行われる場合は，必要に応じ随時，施

設の点検・調査を実施することができるものとする。

２ 前項の点検・調査は，国立大学法人上越教育大学大学評価委員会（以下「評価委員会」

という。）の委員及び事務系職員が行う。

３ 評価委員会は，前項の点検・調査の結果を取りまとめ，学長に報告するものとする。

４ 評価委員会は，前項の報告に基づき，点検・調査の結果を公表するものとする。

（評価及び施設の改善）
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第４条 評価委員会は，前条の点検・調査の結果に基づき評価を行い，当該施設の改善が

必要と判断したときは，改善等に関する事項を付して，学長に提言するものとする。

（改善要求）

第５条 学長は，第３条第３項の報告及び前条の提言に基づき，当該部局長に利用方法等

についての事情聴取を行い，施設の共用化又は施設の再配置が必要と認めたときは，当

該部局長に利用方法等の改善を要求することができるものとする。

（改善要求への対応）

第６条 前条の改善要求を受けた部局長は，必要に応じ，専攻長及びコース長と協議し，

速やかにその措置を講じ，学長に報告しなければならない。

２ 国立大学法人上越教育大学総合企画室（以下「総合企画室」という。）は，学長を補

佐し，前条及び前項の施設の改善等に関する事項を審議する。

３ 第１項に規定する報告を行うときは，事前に改善に必要な手法及び経費について総務

部施設マネジメント課と協議するものとする。

（施設の明渡し）

第７条 施設の再配置等による移行に伴い，新たに教育研究に関する施設を利用すること

となった者は，移行前に利用していた施設を当該部局長を通じて，学長に明け渡さなけ

ればならない。

（共用スペースの確保の原則）

第８条 施設の有効活用を図るため，原則としてすべての施設を対象として共用スペース

を確保するものとする。

２ 共用スペースは，次の各号に掲げるところによる。

(1) 既存施設の改修又は見直しによる共用スペースの面積は，第３条第１項に規定する

施設の調査の結果に基づき，総合企画室が関係部局と協議して定める。

(2) 施設の新築，増築又は改築により確保する共用スペースの面積は，既存の部屋面積

及び計画部屋面積を合わせた全部屋面積の20％を原則とする。ただし，全部屋面積が

小規模又は専有的な用途を目的とする場合は，この限りでない。

（用途決定等）

第９条 総合企画室は，共用スペースの利用目的，利用者及び利用期間等について審議す

る。

２ 共用スペースの利用に関し必要な事項は，別に定める。

（管理運営等）

第１０条 学長は，当該施設を利用する部局長に施設の管理運営を委託することができる。

（細則）

第１１条 この規程に定めるもののほか，施設の有効活用に関し必要な事項は，学長が別

に定める。

附 則

この規程は，平成16年４月１日から施行する。

附 則

この規程は，平成19年４月１日から施行する。

附 則



この規程は，平成20年４月１日から施行する。



別表（第２条関係）

部 局 施 設 の 区 分

学校教育学系 人文棟高層棟，自然棟，音楽棟，美術棟，体育棟のうち

学校教育学系の教員研究室

臨床・健康教育学系 人文棟高層棟，自然棟，体育棟及び特別支援教育実践研

究センターのうち臨床・健康教育学系の教員研究室

人文・社会教育学系 人文棟高層棟のうち人文・社会教育学系の教員研究室

自然・生活教育学系 自然棟のうち自然・生活教育学系の教員研究室

芸術・体育教育学系 音楽棟，美術棟，体育棟のうち芸術・体育教育学系の教

員研究室

学校臨床研究コース 人文棟，自然棟，音楽棟，美術棟，体育棟及び第２講義

棟のうち当該コースの教員及び当該コースに供する施設

臨床心理学コース 人文棟及び心理教育相談室・ゲストルームのうち当該コ

ースの教員及び当該コースに供する施設

幼児教育コース 人文棟のうち当該コースの教員及び当該コースに供する

施設

特別支援教育コース 人文棟のうち当該コースの教員及び当該コースに供する

施設

言語系コース 人文棟のうち当該コースの教員及び当該コースに供する

施設

社会系コース 人文棟のうち当該コースの教員及び当該コースに供する

施設

自然系コース 自然棟及び実験棟のうち当該コースの教員及び当該コー

スに供する施設

芸術系コース 音楽棟，音楽個人練習棟，美術棟，美術実習棟のうち当

該コースの教員及び当該コースに供する施設

生活・健康系コース 自然棟，体育棟，実験棟のうち当該コースの教員及び当

該コースに供する施設，スポーツ科学実験棟，プール附

属棟，体育館及び小体育館

教育実践リーダーコ 人文棟，自然棟，音楽棟，美術棟，美術実習棟，体育棟

ース のうち当該コースの教員及び当該コースに供する施設

学校運営リーダーコ 人文棟，自然棟，音楽棟，美術棟，美術実習棟，体育棟



ース のうち当該コースの教員及び当該コースに供する施設

附属図書館 附属図書館

学校教育実践研究セン 学校教育実践研究センター，土地，立木竹

ター

保健管理センター 保健管理センター

情報メディア教育支援 情報メディア教育支援センター（人文棟低層棟の関係部

センター 局を含む。）

心理教育相談室 心理教育相談室

特別支援教育実践研究
特別支援教育実践研究センター

センター

附属幼稚園 附属幼稚園

附属小学校 附属小学校，土地，立木竹

附属中学校 附属中学校，土地，立木竹

学務部 学生宿舎，国際学生宿舎，土地，立木竹

本部事務局，人文棟高層棟１階・２階，人文棟低層棟，

第２講義棟及び心理教育相談室・ゲストルームのうち他

事務局 の部局に属さない施設，講義棟，講堂，設備機械棟，大

学会館（保健管理センターを含む。），課外活動共用施設，

赤倉野外活動施設，上記以外で他の部局に属さない施設



○国立大学法人上越教育大学固定資産等

管理規程

平成16年４月１日

（規 程 第 6 3 号）
改正 平成17年４月１日規程第19号

改正 平成19年１月17日規程第４号

改正 平成19年３月30日規程第22号

改正 平成20年３月21日規程第18号

国立大学法人上越教育大学固定資産等管理規程

第１章 総則

（趣旨）

第１条 この規程は，国立大学法人上越教育大学会計規則（平成16年規則第16号。以下「会

計規則」という。）第40条の規定に基づき，国立大学法人上越教育大学（以下「本法人」

という。）における固定資産等の管理に関し必要な事項を定める。

（他の法令等の関係）

第２条 本法人の固定資産等の管理については，他の法令等に別段の定めがあるもののほ

か, この規程の定めるところによる。

（定義）

第３条 この規程において，次の各号に掲げる用語の意義は，当該各号に定めるところに

よる。

(1) 固定資産等 別表第１に掲げる有形固定資産，無形固定資産及び準固定資産をいう。

(2) 不動産 別表第１の種類欄に掲げる次のものをいう。

ア 土地

イ 建物

ウ 構築物

エ 船舶・水上運搬具

オ 知的所有権

カ その他の権利

(3) 物品 別表第１の種類欄に掲げる次のものをいう。

ア 機械・装置

イ 工具・器具・備品

ウ 図書

エ 美術品・収蔵品

オ 車両・陸上運搬具

カ その他の有形固定資産

キ ソフトウェア

別添資料12－３－①－１　「国立大学法人上越教育大学固定資産等管理規程 
　　　　　　　　　　　　　　　　（平成16年規程第63号，改正　平成20年３月21日規程第18号）」



ク 少額備品類

(4) 消耗品 前２号に掲げる不動産及び物品に属しないもので，耐用年数が１年未満，

かつ，１個又は１組の取得価格が10万円未満のものをいう。

（固定資産等の分類）

第４条 本法人が管理する固定資産等は，別表第１に定めるところにより分類し整理する

ものとする。

（準用）

第５条 この規程において，本法人の会計機関について規定した条項は，会計機関の事務

を代理する者について準用する。

第６条 本法人が借用する不動産の管理については，この規程を準用する。

第２章 不動産

（取得の請求等）

第７条 物品等管理役は，新たに不動産を取得（購入，建設，贈与等による受入れをいう。

以下同じ。）しようとするときは，次の各号に掲げる事項を明らかにして，調達役に対

し，取得のために必要な措置を請求するものとする。

(1) 件名

(2) 必要とする不動産の概要

(3) 必要とする理由

(4) 取得の時期及び取得を必要とする場所

(5) 予算及び見込額

(6) その他必要な事項

２ 物品等管理役は，取得しようとする不動産が国立大学法人法施行規則（平成15年文部

科学省令第57号。以下「法施行規則」という。）第17条に規定する重要な財産（以下

「重要財産」という。）に該当する場合には，あらかじめ学長の承認を得なければなら

ない。

（取得に伴う登記又は登録）

第８条 契約機関は，不動産の取得のために必要な措置が完了したときは，物品等管理役

に対し，直ちにその内容を通知するものとする。

２ 物品等管理役は，前項の通知を受けたときはその内容を確認し，当該不動産の受入れ

を行うとともに，当該不動産が重要財産である場合は，学長に報告しなければならない。

３ 学長は，登記又は登録を必要とする不動産を取得したときは，法令の定めるところに

より登記又は登録を行うものとする。

（供用等）

第９条 不動産の適正な供用を図るため，本法人に，固定資産監守者及び固定資産利用責

任者（以下「固定資産監守者等」という。）を設置するものとする。

２ 固定資産監守者等として指定する役職及びその業務の範囲については，別表第２及び

別表第３に定めるところによるものとする。

第１０条 物品等管理役は，不動産を維持し，保存するために必要な措置を講じなければ

ならない。

（貸付）



第１１条 物品等管理役は，本法人の事務又は業務に支障がないと認められる場合は，不

動産を適正な対価により貸し付けることができる。

２ 前項の規定にかかわらず，物品等管理役は，次の各号の一に該当する場合は，不動産

を時価よりも低い対価又は無償で貸し付けることができる。

(1) 本法人の事務又は業務の用に供する物件の工事又は製造等のために必要な不動産を

貸し付ける場合

(2) その他学長が特に必要があると認める場合

３ 物品等管理役は，不動産を貸し付けようとするときは，不動産の貸付を希望する者に

次の各号に掲げる事項を明示した申請をさせなければならない。

(1) 件名等

(2) 貸付を受けたい不動産の数量

(3) 貸付を受ける者の氏名（法人等の場合は，その名称と代表者名）及び住所等

(4) 貸付を受ける理由

(5) 貸付を受けたい期間

(6) その他必要な事項

４ 物品等管理役は，前項の申請の承認に当たり調達役に対し，必要な措置を請求するも

のとする。

５ 調達役は，前項の請求に基づく措置が完了したときは，物品等管理役に通知するもの

とする。

６ 物品等管理役は，前項の通知を受けたときは，第三者への転貸の禁止，目的外の使用

の禁止等の必要な条件を付した上で，当該不動産を契約の相手方に貸し付けるものとす

る。

第１２条 物品等管理役は，調達役から貸し付けた不動産が返還された旨の通知を受けた

ときは，関係書類に基づき，その確認をしなければならない。

（処分）

第１３条 物品等管理役は，不動産が次の各号の一に該当する場合は，調達役に対し，当

該不動産の処分（譲渡，売却及び廃棄等をいう。以下この条において同じ。）のために

必要な措置を請求することができる。

(1) 破損が著しく，取得価格以上の修理費又は維持管理費を要するとき。

(2) 修理が不可能なとき。

(3) 陳腐化が著しく，使用に適さないとき。

(4) その他本法人において使用する必要がなくなったとき。

２ 物品等管理役は，処分しようとする不動産が重要財産に該当する場合には，あらかじ

め学長の承認を得なければならない。ただし，中期目標に基づき計画された不動産の処

分については，この限りでない。

３ 調達役は，不動産の処分のために必要な措置が完了したときは，物品等管理役に通知

するものとする。

第３章 物品及び消耗品

（取得の請求等）

第１４条 本法人の職員が，物品又は消耗品（役務を含む。以下「物品等」という。）を



必要とするときは，次の各号に掲げる事項を明らかにして，当該調達役に対し，取得の

ために必要な措置を請求するものとする。

(1) 件名

(2) 規格

(3) 数量

(4) 使用者及び使用場所

(5) 必要とする理由

(6) 予算及び見込額

(7) その他必要な事項

２ 調達役は，国立大学法人上越教育大学予算決算及び出納事務取扱規程（平成16年規程

第60号，以下「予算決算規程」という。）第15条第１項に規定する契約その他の原因と

なる行為を行うときは，会計取締役の承認を得るものとする。ただし，予算決算規程15

条第１項ただし書きの規定による場合は，会計取締役の承認を得たものとする。

３ 調達役は，本法人への物品の寄附申込み（図書に相当するものを除く。）があった場

合は，当該申込みを物品等管理役に通知するものとする。

４ 物品等管理役は，前項の通知を受け，当該物品を取得することが適当であると認める

ときは，学長の承認を得た後，調達役に対し，取得のために必要な措置を請求するもの

とする。

５ 前項の規定にかかわらず，当該物品の評価額が50万円未満のものについては，学長の

承認を得たものとして取り扱うことができる。

（取得に伴う通知）

第１５条 調達役は，物品等の取得のために必要な措置が完了したときは，物品等管理役

に通知するものとする。

（分類の決定等）

第１６条 物品等管理役は，前条の通知を受けた物品等について別表第１に基づき分類を

決定し，かつ，物品にあっては取得順に管理番号を付すものとする。

（受領命令等）

第１７条 物品等管理役は，物品等の分類を決定したときは，使用者となる職員に対し,

当該物品等の受領を命ずる通知を行うものとし，かつ，物品にあっては管理番号を明示

したラベル（以下「物品ラベル」という。）を交付するものとする。

（供用等）

第１８条 職員は，前条の通知を受けた物品等のうち物品ラベルを交付された物品につい

ては，当該物品ラベルを直ちにちょう付しなければならない。ただし，ちょう付するこ

とが困難なものは適宜の方法で明示し，ちょう付する必要がないものはこれを省略する

ことができる。

第１９条 職員は，物品等を適正に使用し，管理する責務を負うものとし，物品等を常に

良好な状態で保管しなければならない。

（使用場所等の異動）

第２０条 職員は，物品の使用者を変更するとき，又は使用場所を異動するときには，遅

滞なく次の各号に掲げる事項を明らかにして物品等管理役に届け出なければならない。



(1) 品名

(2) 物品ラベルに記された内容（管理番号）

(3) 異動の理由と異動予定時期

(4) 異動後の使用者又は使用場所

(5) 異動に経費を要する場合の予算及び見込額

(6) その他必要な事項

２ 物品等管理役は，前項の届け出を受けたときは，異動後の使用者となる職員に対し，

その内容を通知しなければならない。

３ 前項の規定は，物品等管理役が自ら必要があると認めて異動する場合について準用す

る。

（修繕等の請求）

第２１条 職員は，物品の修繕（製本，保守及び点検を含む。）又は改造（以下「修繕等」

という。）をしようとするときは，次の各号に掲げる事項を明らかにして物品等管理役

に申請しなければならない。

(1) 品名

(2) 物品ラベルに記された内容（管理番号）

(3) 修繕等の理由と修繕等希望時期

(4) 修繕等の具体内容

(5) 修繕等を行う場所

(6) 予算及び見込額

(7) その他必要な事項

２ 物品等管理役は，前項の申請内容を確認し，修繕等をする必要があると認めるときは，

調達役に対し，修繕等のために必要な措置を請求するものとする。

３ 前項の規定は，物品等管理役が自ら必要があると認めて修繕等をする場合について準

用する。

（修繕等の通知）

第２２条 契約機関は，物品の修繕等のために必要な措置が完了したときは，物品等管理

役に通知するものとする。

（修繕等に伴う物品の授受）

第２３条 物品等管理役は，物品の修繕等に際し，契約の相手方から当該物品の授受を明

らかにした書類を徴取するものとする。ただし，次の各号の一に該当する修繕等をする

場合は，これを省略することができる。

(1) 当該物品の使用場所において修繕等をする場合

(2) 修繕等に要する期間が30日未満の場合

（貸付）

第２４条 物品等管理役は，本法人の事務又は業務に支障がないと認められる場合は，物

品を適正な対価により貸し付けることができる。

２ 前項の規定にかかわらず，物品等管理役は，次の各号の一に該当する場合は，物品を

時価よりも低い対価又は無償で貸し付けることができる。

(1) 本法人の事務又は業務の普及又は広報を目的とした事業等に使用する物品を貸し付



ける場合

(2) 本法人の事務又は業務の用に供する物件の工事又は製造等のために必要な物品を貸

し付ける場合

(3) 本法人以外の国立大学法人に，当該法人の事務又は業務の用に供する物品として貸

し付ける場合

(4) その他学長が特に必要があると認める物品を貸し付ける場合

３ 物品等管理役は，物品を貸し付けようとするときは，物品の貸付を希望する者に次の

各号に掲げる事項を明示した申請をさせなければならない。

(1) 件名等

(2) 貸付を受けたい物品の規格及び数量

(3) 貸付を受ける者の氏名（法人等の場合は，その名称と代表者名）及び住所等

(4) 貸付を受ける理由

(5) 貸付を受けたい期間

(6) その他必要な事項

４ 物品等管理役は，前項の申請の承認に当たり，調達役に対し，必要な措置を請求する

ものとする。

５ 調達役は，前項の請求に基づく措置が完了したときは，物品等管理役に通知するもの

とする。

６ 物品等管理役は，前項の通知を受けたときは，第三者への転貸の禁止，目的外の使用

の禁止等の必要な条件を付した上で，当該物品を契約の相手方に貸し付けるものとする。

第２５条 物品等管理役は，調達役から貸し付けた物品が返還された旨の通知を受けたと

きは，関係書類に基づき，その確認をしなければならない。

（不用決定）

第２６条 職員は，所定の耐用年月数を経過しない物品であって，次の各号の一に該当す

るときは，物品等管理役に対し，当該物品を不用とする手続き（以下「不用決定」とい

う。）を申請することができる。

(1) 修繕等をしても取得時の機能等を有さないと認められるとき。

(2) 修繕等に要する費用が，当該物品に相当する物品の取得価格より高価であると認め

られるとき。

(3) 修繕等が不可能なとき。

(4) 使用年数の経過，機能の低下，陳腐化により新たに物品を取得した方が有利なとき。

(5) その他本法人において使用する必要がなくなったとき。

２ 前項の規定は，非償却資産である物品について準用する。

３ 職員は，不用決定に当たり，次の各号に掲げる事項を明示しなければならない。

(1) 品名

(2) 物品ラベルに記された内容（管理番号）

(3) 不用と判断する理由

(4) 当該物品の残存耐用年月数

(5) その他必要な事項

４ 物品等管理役は，物品の不用決定が妥当であると判断したときは，申請した職員に対



して，処分（売却及び廃棄等をいう。以下この項及び次条において同じ。）までの間の

保存を命じ，又は契約機関に対して処分のために必要な措置を請求するものとする。た

だし，職員が物品を保存することにより施設の狭隘となり，本法人の事務又は業務に支

障を生じさせる場合は，物品等管理役が自ら保存することができる。

（処分）

第２７条 職員は，所定の耐用年月数を経過した物品又は非償却資産である物品（少額備

品類を含む。）を処分しようとするときは，次の各号に掲げる事項を明らかにして物品

等管理役に申請しなければならない。

(1) 品名

(2) 物品ラベルに記された内容（管理番号）

(3) 当該物品の状態

(4) その他必要な事項

２ 物品等管理役は，前項の申請を受けたとき，又は前条第１項第３号により保存してい

る物品を処分しようとするときは，契約機関に対し，当該物品の売却のために必要な措

置を請求するものとする。

３ 契約機関は，前項の請求に基づき売却処分するものとする。ただし，売却することが

できないもの及び売却することが不利又は不適当であると認めるものについては，廃棄

することができる。

４ 契約機関は，物品の処分のために必要な措置が完了したときは，物品等管理役に通知

するものとする。

第２８条 職員は，前条の手続きを経ない消耗品のうち廃棄を要するものについては，自

己の責任においてこれを行わなければならない。

（無償譲渡）

第２９条 職員は，次の各号の一に該当する場合は，物品等管理役の承認を得たものとし

て消耗品を無償で譲渡することができる。

(1) 本法人の事務又は事業の普及並びに広報を目的として，印刷物，磁気媒体等を配布

するとき。

(2) 教育，研究，試験，研修及び調査のために必要な印刷物，磁気媒体等を譲渡すると

き。

(3) 譲渡することを目的として取得した消耗品を譲渡するとき。

(4) その他物品等管理役が必要と認めるとき。

２ 物品等管理役は，本法人以外の国立大学法人（その他これに準ずる団体を含む。）か

ら物品の無償譲渡の申し出を受けたときは，学長の承認を得て，当該物品を無償で譲渡

することができる。

第４章 雑則

（汚損，滅失及び損傷）

第３０条 固定資産等を使用する職員並びに固定資産等の貸付を受けた者（以下「資産使

用者」という。）は，固定資産等を汚損し，損傷し，又は滅失したときは，次の各号に

掲げる事項を明らかにして物品等管理役に報告しなければならない。

(1) 件名



(2) 汚損，損傷又は滅失の原因及び状況

(3) 発生の日時

(4) 発見した日時

(5) 損傷又は滅失後の処置及び対策

(6) その他必要な事項

２ 物品等管理役は，前項の報告を受けたときは，現状を調査して必要な措置をとらなけ

ればならない。

３ 物品等管理役は，前項の措置をしたときは，その措置内容及び第１項各号に掲げる事

項を明らかにして学長に報告しなければならない。

４ 学長は，前項により報告を受けた固定資産等が重要財産である場合は，その内容につ

いて文部科学大臣に報告しなければならない。

（損害賠償）

第３１条 資産使用者は，故意又は過失により固定資産等を汚損し，損傷し，又は滅失し

たときは，その原状回復に要する費用を弁償しなければならない。

（書類）

第３２条 この規程に定める申請，通知及び報告等は，すべて書類によって処理するもの

とし，その様式は別に定める。

（帳簿）

第３３条 固定資産等の記録は，前条の書類を基に帳簿で行うものとし，帳簿の様式は別

に定める。

（帳簿等の保存期間）

第３４条 不動産に関する帳簿及び書類の保存期間は永年とし，物品に関する帳簿及び書

類の保存期間は次の各号に掲げるとおりとする。

(1) 帳簿

ア 固定資産台帳 永年

イ その他の固定資産の管理に関する帳簿 30年

(2) 申請等に関する書類 ６年

（価額の改定）

第３５条 償却資産における減価償却の開始は，その資産を取得し，使用を開始した月

をもって開始月とする。

２ 減価償却の計算方法は，定額法とする。

３ 有形固定資産の残存価額は備忘価格とし，無形固定資産は零とする。

４ 減価償却の基準となる耐用年数は法人税法の定めるところによる。ただし，受託研

究費等により特定の研究目的のために取得した償却資産については，当該研究終了ま

での期間を耐用年数とする。また，中古資産を寄附等により取得した場合は減価償却

資産の耐用年数等に関する省令（昭和40年大蔵省令第15号）に定める簡便な方法によ

り耐用年数を算出するものとする。

５ その他特に定めのないものについては，法令等に従って会計処理を行う。

（減損処理）

第３５条の２ 有形固定資産及び無形固定資産のうち，別に定めるものを除き，過大な



帳簿価額を適正な金額まで減損すること及び本法人の業務運営状況を明らかにするこ

とを目的として，所定の減損処理を行わなければならない。

２ 固定資産の減損処理に関し必要な事項は別に定める。

（照合確認）

第３６条 物品等管理役は，毎事業年度１回以上，固定資産等と帳簿を照合確認しなけれ

ばならない。

２ 物品等管理役は，学長が必要と認めたときは，たな卸資産の実地棚卸を行い，現品と

帳簿を照合確認しなければならない。

３ 物品等管理役は，第１項に規定する照合確認を完了したときは，決算役に対し，照合

確認の結果を報告しなければならない。

（保険）

第３７条 学長は，物品等管理役が必要があると認めるときは，固定資産等に保険を付す

ことができる。

（細則）

第３８条 この規程に定めるもののほか，固定資産等の管理に関し必要な事項は，学長が

別に定める。

附 則

この規程は，平成16年４月１日から施行する。

附 則

この規程は，平成17年４月１日から施行する。

附 則

この規則は，平成19年１月17日から施行し，平成18年４月１日から適用する。

附 則

この規程は，平成19年４月１日から施行する。

附 則

この規程は，平成20年４月１日から施行する。



別表第１（第３条，第４条，第16条関係）

固 定 資 産 等 分 類 表

分 類 細分類 種類 詳細説明

１ 土地 本法人の有する一切の土地

２ 建物 本法人の有する一切の建物及び附属設備

土地に定着する土木設備又は工作物並びに立３ 構築物
木竹

機械及び装置並びにその他の附属設備で取得
４ 機械・装置 原価が50万円以上，かつ，耐用年数が１年以上

のもの

工具，器具及び備品で取得原価が50万円以上，５ 工具・器具・備品
かつ，耐用年数が１年以上のもの

印刷その他の方法により複製した文書若しく
は図画，又は電子的方法，磁気的方法その他の
人の知覚によっては認識できない方法により文

６ 図書 字，映像，音を記憶した物品として管理が可能
有形固 なもの
定資産 ただし，雑誌やパンフレット等一時的な意義

しか有さないものを除く。

美術品：建造物，絵画，彫刻，書籍，典籍，
固定資 古文書その他の有形の文化的所産で，我が国に
産 とって芸術上価値が高く，希少価値を有するも

の（文化財等の指定を受けた歴史的建造物を含７ 美術品・収蔵品
む。）

収蔵品：教育・研究の対象として供されるた
めに収蔵された化石，鉱石，標本等のうち美術
品を除くもの

取得原価が50万円以上，かつ，耐用年数が１８ 船舶・水上運搬具
年以上のもの

取得原価が50万円以上，かつ，耐用年数が１９ 車両・陸上運搬具
年以上のもの

10 その他の有形固定 前掲以外の有形固定資産で取得原価が50万円
資産 以上，かつ，耐用年数が１年以上のもの

コンピュータを機能させるように指令を組み
合わせて表現したプログラミング等で取得原価

11 ソフトウェア （開発経費を含む。）が50万円以上のもの。
ただし，将来の収益獲得又は費用削減が確実

であると認められるものに限る。無形固
定資産

特許権，実用新案権，商標権，意匠権，著作12 知的所有権
権その他これらに準ずる権利

借地権，地上権，鉱業権，漁業権，電話加入13 その他の権利
権その他これらに準ずる権利

機械，装置，工具，器具及び備品で取得原価
資産外

準固定
14 少額備品類 が10万円以上50万円未満，かつ，耐用年数が１資産

年以上のもの



別表第２（第９条関係）

１ 固定資産監守者

固定資産監守者 管 理 区 域

学校臨床研究コース長 人文棟，自然棟，音楽棟，美術棟，体育棟及び第２講義棟のうち

当該コースの教員及び当該コースに供する施設

臨床心理学コース長 人文棟及び心理教育相談室・ゲストルームのうち当該コースの教

員及び当該コースに供する施設

幼児教育コース長 人文棟のうち当該コースの教員及び当該コースに供する施設

特別支援教育コース長 人文棟のうち当該コースの教員及び当該コースに供する施設

言語系コース長 人文棟のうち当該コースの教員及び当該コースに供する施設

社会系コース長 人文棟のうち当該コースの教員及び当該コースに供する施設

自然系コース長 自然棟及び実験棟のうち当該コースの教員及び当該コースに供す

る施設

芸術系コース長 音楽棟，音楽個人練習棟，美術棟，美術実習棟のうち当該コース

の教員及び当該コースに供する施設

生活・健康系コース長 自然棟，体育棟，実験棟のうち当該コースの教員及び当該コース

に供する施設，スポーツ科学実験棟，プール附属棟，体育館及び

小体育館

教育実践リーダーコー 人文棟，自然棟，音楽棟，美術棟，美術実習棟，体育棟のうち当

ス長 該コースの教員及び当該コースに供する施設

学校運営リーダーコー 人文棟，自然棟，音楽棟，美術棟，美術実習棟，体育棟のうち当

ス長 該コースの教員及び当該コースに供する施設

学校教育実践研究セン 学校教育実践研究センター

ター長

保健管理センター長 保健管理センター

情報メディア教育支援 情報メディア教育支援センター

センター長



心理教育相談室長 心理教育相談室

特別支援教育実践研究 特別支援教育実践研究センター

センター長

附属幼稚園副園長 附属幼稚園

附属小学校副校長 附属小学校

附属中学校副校長 附属中学校

教育支援課長 講義棟，第２講義棟，人文棟１・２階のうち当該課に供する施設

学生支援課長 単身用学生宿舎，国際学生宿舎，世帯用学生宿舎，課外活動共用

施設，大学会館

学術情報課長 附属図書館

施設マネジメント課長 講堂，職員宿舎（山屋敷地区，北城地区，西城地区，本城地区），

赤倉野外活動施設，心理教育相談室・ゲストルームのゲストルー

ム部分，本部事務局，設備機械棟及び他の固定資産監守者の管理

区域以外の施設

２ 固定資産利用責任者

本法人建物内に配置されている部屋の使用者とする。



別表第３（第９条関係）

区 分 業 務 の 範 囲

別表第２の管理区域内において次の各号の業務を行うこと。

(1) 物品等管理役への固定資産等の利用状況報告

固 定 資 産 監 守 者 (2) 固定資産等利用責任者の点検事項の取りまとめと物品等

管理役への報告

(3) 学生等に対する安全衛生教育や訓練の実施

(1) 固定資産等の利用状況の点検

(2) 実験室，燃料庫等における危険薬品，燃料等の管理状況

の点検
固定資産利用責任者

(3) 電気及びガス器具の管理状況の点検

（火気取締責任者） (4) 消火器具及び防火用水等の点検

(5) 排水施設の点検



○上越教育大学附属図書館規則

平成16年４月１日（ ）規 則 第 2 6 号

上越教育大学附属図書館規則

（趣旨）

この規則は，国立大学法人上越教育大学学則（平成16年学則第１号）第７条第２第１条

項の規定に基づき，上越教育大学附属図書館（以下「附属図書館」という ）に関し必。

要な事項を定める。

（目的）

附属図書館は，教育及び研究の活動に資するため，図書，雑誌その他の資料を一第２条

元的に収集し，整理し，及び保存して，上越教育大学の役員，職員及び学生の利用に供

することを目的とする。

（管理運営）

附属図書館は，附属図書館長（以下「館長」という ）が管理運営する。第３条 。

（運営委員会）

館長の諮問に応じ附属図書館の運営に関する重要事項を審議するため，附属図書第４条

館運営委員会（以下「委員会」という ）を置く。。

２ 委員会の組織及び運営等に関し必要な事項は，別に定める。

（細則）

この規則に定めるもののほか，附属図書館に関し必要な事項は，館長が別に定め第５条

る。

附 則

この規則は，平成16年４月１日から施行する。

別添資料12－３－①－２　「上越教育大学附属図書館規則（平成16年規則第26号）」



○上越教育大学附属図書館利用規程

平成16年４月１日

（ ）規 程 第 8 8 号

平成17年３月31日規程第23号改正

平成18年３月１日規程第９号改正

上越教育大学附属図書館利用規程

（趣旨）

この規程は，上越教育大学附属図書館規則（平成16年規則第26号）第５条の規定第１条

に基づき，上越教育大学附属図書館（以下「附属図書館」という ）の利用について必。

要な事項を定める。

（利用者の範囲）

附属図書館を利用できる者は，次の各号に掲げる者とする。第２条

(1) 国立大学法人上越教育大学（以下「本法人」という ）の役員及び職員。

(2) 上越教育大学（以下「本学」という ）の学生。

(3) 本学の元職員，学部卒業生及び大学院修了生

(4) 上越市に在住し，又は在勤する18歳以上の者

(5) その他一般利用者

（休館日）

附属図書館の休館日は，次の各号に掲げるとおりとする。第３条

(1) 年末年始 12月29日から翌年１月３日まで

(2) 12月24日から翌年１月７日までの期間中の土曜日，日曜日及び国民の祝日に関する

法律（昭和23年法律第178号）に規定する休日（以下「休日」という ）。

２ 附属図書館長（以下「館長」という ）が必要と認める場合は，前項の休館日を臨時。

に変更し，又は同項に規定するもののほか，臨時に休館日を定めることができる。

（開館時間）

附属図書館の開館時間は，次の各号に掲げるとおりとする。第４条

(1) 月曜日から金曜日まで ９時から22時まで

(2) 土曜日，日曜日及び休日 11時から17時まで

２ 前項の規定にかかわらず，８月５日から９月30日まで，12月24日から翌１月７日まで

及び３月１日から４月７日までの期間中の月曜日から金曜日の開館時間は，９時から17

時までとする。

３ 館長が必要と認める場合は，前２項に規定する開館時間を臨時に変更することができ

る。

（入館）

附属図書館を利用する者（以下「利用者」という ）は，職員証（磁気データ入第５条 。

りのものに限る ）等を携帯するとともに，係員の求めに応じ，これを提示しなければ。

ならない。

別添資料12－３－①－２　「上越教育大学附属図書館利用規程（平成16年規程第88号）」



２ 本法人の役員及び職員のうち職員証が発行されていない者又は第２条第３号に規定す

る者で，附属図書館を利用しようとする者は，利用願を提出し，利用証の交付を受けな

ければならない。

３ 第２条第４号及び第５号に規定する者で，附属図書館を利用しようとする者は，学外

者利用願を 提出しなければならない。

４ 前項の規定により利用願を提出した者で，必要があると認められた者には，学外者利

用証を交付するものとする。

（利用証の返却）

利用証又は学外者利用証（以下「利用証」という ）の交付を受けた者は，次の第６条 。

各号のいずれかに該当するときは，利用証を返却しなければならない。

(1) 本法人の役員又は職員でなくなったとき。

(2) 利用証の有効期限が満了したとき。

（図書館資料の利用）

附属図書館が所蔵する図書，雑誌その他の資料（以下「図書等」という ）の利第７条 。

用は，館内閲覧（以下「閲覧」という ）及び館外貸出（以下「貸出」という ）とす。 。

る。ただし，館長が教育活動に必要と認める場合には，学内での使用を認めることがで

きる。

（閲覧）

利用者は，開架閲覧室及びライブラリー・ホールに配置されている図書等を自由第８条

に閲覧することができる。ただし，学年末又は学期末に実施する試験期間中において閲

覧室等が非常に混雑している場合等，本学の教育，研究及び学習に支障をきたすおそれ

がある場合においては，館長は，閲覧利用を制限することができる。

２ 利用者は，前項に規定する以外の図書等の閲覧については，係員に申し出るもの

とする。

３ 利用者は，開架閲覧室その他所定の場所において閲覧するものとする。

， 。 。４ 次の各号に掲げる場合においては 閲覧を制限することがある

(1) 図書等に独立行政法人等の保有する情報の公開に関する法律（平成13年法律第140

号。以下「情報公開法」という ）第５条第１号，第２号及び第４号イに掲げる情報。

（個人情報に係る部分等）が記録されていると認められる場合における当該情報が記

録されている部分

(2) 図書等の全部又は一部を一定の期間公にしないことを条件に個人又は情報公開法第

５条第２号に規定する法人等から，寄贈又は寄託を受けている場合における当該期間

が経過するまでの間

(3) 図書等の原本を利用させることにより，当該原本の破損若しくはその汚損を生じる

恐れがある場合又は附属図書館において当該原本が現に使用されている場合

５ 開架閲覧室等で利用した図書等は，所定の書架又は返却台若しくはカウンターに返却

するものとする。

（貸出）

図書等の貸出は，一般貸出，一夜貸出及び研究室貸出とする。第９条

２ 利用者は，図書等の貸出を受けようとするときは，当該図書等に職員証，学生証又は



利用証を添え，所定の手続きをとらなければならない。

３ 図書等の貸出を受けた者は，当該図書等の保管に関し責任を負うものとする。

第２条第１号から第４号までに掲げる者への一般貸出冊数及び貸出期間は，第１０条

の表に掲げるとおりとする。

貸出資料 最新号以外の

利用者 未製本雑誌
一般資料 教科書 製本雑誌

役員，職員及び 冊 数 15冊以内 ３冊以内

大学院学生 期 間 ４週間以内 ２週間以内 ３日以内 ３日以内

学部学生 冊 数 ８冊以内 ３冊以内

期 間 ２週間以内 ２週間以内 ３日以内 ３日以内

元職員 冊 数 10冊以内 ３冊以内

期 間 ４週間以内 ２週間以内 ３日以内 ３日以内

学部卒業生及び 冊 数 ５冊以内 ３冊以内

大学院修了生 期 間 ４週間以内 ２週間以内 ３日以内 ３日以内

冊 数 ３冊以内
上 越 市 に 在 住

し，又は在勤す

期 間 ２週間以内る18歳以上の者

２ 館長が必要と認める場合は，前項に規定する貸出冊数又は貸出期間を臨時に変更する

ことができる。

３ 一般貸出の貸出期限を超えて図書等を返却しない者に対しては，当該図書等が返却さ

れるまで，新たな一般貸出を行わないものとする。

４ 第２条第５号に規定する者への一般貸出については，館長が別に定める。

（一般貸出禁止資料）

次の各号に掲げる図書等は，原則として一般貸出を行わない。第１１条

(1) 参考図書

(2) 雑誌の最新号

(3) その他館長が指定した資料

（一夜貸出）

第２条第１号及び第２号に規定する者は，前条第１号及び第２号に規定する図第１２条

書等の一夜貸出を受けることができる。

２ 一夜貸出の貸出冊数及び貸出期間は，次の各号に掲げるとおりとする。

(1) 貸出冊数 １冊

(2) 貸出期間 閉館時刻30分前から次の開館日の開館時刻まで

（研究室貸出）

本学の教員は，当該教員の研究費によって購入された図書等については，研究第１３条

室貸出を受けることができる。

研究室貸出（次条に規定する研究室貸出を除く。以下この条において同じ ）第１４条 。

の貸出期間は，１年とする。ただし，必要があれば所定の手続を受け，貸出期間を更新

することができる。



２ 研究室貸出を受けた者は，館長が蔵書点検を行うときは，これに応じなければならな

い。

３ 研究室貸出を受けた者は，次の各号のいずれかに該当するときは，直ちに当該図書等

を返却しなければならない。

(1) 研究室貸出を受ける必要がなくなったとき。

(2) 本学の教員でなくなったとき。

(3) 館長が返却を求めたとき。

雑誌の最新号は，次号到着までの期間，研究室貸出を希望する教員の所属する第１５条

共用会議室等へ研究室貸出をすることができる。

（予約及び更新）

利用者は，一般貸出を希望する図書等が貸出中のときは，当該図書等の貸出を第１６条

予約することができる。

２ 一般貸出期間の更新は，１回に限り行うことができる。ただし，当該図書館資料に予

約がある場合は，更新できないものとする。

（返却）

図書等の貸出を受けた者は，当該図書等を所定の期限までに返却しなければな第１７条

らない。

（相談又は調査）

第２条第１号及び第２号に規定する者は，教育研究又は学習上必要があるとき第１８条

は，次の各号に掲げる事項について相談し，又は調査を依頼することができる。

(1) 文献及び学術情報に関すること。

(2) 他大学等の図書館等の利用に関すること。

（文献複写）

利用者は，原則として図書等を複写することができる。第１９条

２ 前項の複写をしようとする者は，別に定めるところにより，所定の手続をとらなけれ

ばならない。

（相互利用）

第２条第１号及び第２号に規定する者は，教育研究又は学習上必要があるとき第２０条

は，附属図書館を通じて，他の機関の所蔵する資料の複写その他の利用を依頼すること

ができる。

（他機関からの利用）

他の機関から図書等の複写その他の利用の依頼があったときは，利用者に第２１条

支障のない範囲において，これに応ずるものとする。

（展示・掲示）

附属図書館に展示又は掲示しようとする者は，別に定めるところにより，館長第２２条

の許可を得なければならない。

（損害賠償）

利用者は，故意又は過失により附属図書館の施設等を汚損し，損傷し，又は紛第２３条

失したときは，その原状回復に要する費用を弁償しなければならない。

２ 図書館資料については，原状に回復し，又はその損害に相当する費用を賠償しなけれ



ばならない。

（規程の遵守）

利用者は，この規程その他附属図書館の利用についての定めに従わなければな第２４条

らない。

２ 館長は，前項の規定に違反した者又は館長の指示に従わない者に対しては，附属図書

館の利用を停止し，又は禁止することができる。

（目録等）

図書等を利用者の閲覧に供するため，図書等の目録及びこの規程を常時開架閲第２５条

覧室等に備え付けるものとする。

（細則）

この規程に定めるもののほか，附属図書館の利用に関し必要な事項は，館長が第２６条

別に定める。

附 則

この規程は，平成16年４月１日から施行する。

附 則

この規程は，平成17年４月１日から施行する。

附 則

この規程は，平成18年４月１日から施行する。



○上越教育大学学校教育実践研究センタ

ー規則

平成16年４月１日

（規 則 第 2 7 号）
改正 平成17年３月31日規則第６号

改正 平成19年３月１日規則第７号

改正 平成20年３月21日規則第６号

上越教育大学学校教育実践研究センター規則

（趣旨）

第１条 この規則は，国立学校法人上越教育大学学則（平成16年学則第１号）第８条第２

項の規定に基づき，上越教育大学学校教育実践研究センター（以下「学校実践センター」

という。）に関し必要な事項を定める。

（目的）

第２条 学校実践センターは，学校及び地域社会と連携しながら，学校教育の実践に関す

る諸課題を把握し，大学教員，現職教員，学生及びその他の関係者と共同して，当該課

題に関する臨床的・実践的・開発的研究を推進することによって，学校教育の改善，充

実及び発展に寄与することを目的とする。

（業務）

第３条 学校実践センターは，次の各号に掲げる業務を行う。

(1) 教育実習の推進に関すること。

(2) 臨床的・実践的・開発的研究の推進に関すること。

(3) 学校及び地域社会との連携・支援に関すること。

(4) 教員免許更新制における更新講習の推進に関すること。

(5) その他学校実践センターの目的を達成するために必要な業務に関すること。

（職員）

第４条 学校実践センターは，次の各号に掲げる職員をもって組織する。

(1) 学校教育実践研究センター長（以下「センター長」という。）

(2) 学校実践センターに兼務する教員（以下「兼務教員」という。）

(3) 国立大学法人上越教育大学特任教員規程（平成19年規程第27号）に定める特任教員

(4) その他必要な職員

２ 前項第２号に掲げる兼務教員は，国立大学法人上越教育大学の教員のうちから学長が

命ずるものとする。

（管理運営）

第５条 学校実践センターは，センター長が管理運営する。

（客員研究員）

第６条 学校実践センターの教育研究を推進するため，他大学の教員等を招致することが

別添資料12－３－①－２　「上越教育大学学校教育実践研究センター規則 
　　　　　　　　　　　　　　　　（平成16年規則第27号，改正　平成20年３月21日規則第６号）」



できる。

２ 前項の規定により招致した者を客員研究員と称する。

（研究員）

第７条 学校実践センターの業務を推進するため，学内及び学外の教員等を協力者とする

ことができる。

２ 前項の協力者を研究員と称する。

３ 第１項に規定する学外の教員等のうち研究員とすることができる者は，次の各号に

掲げる者とする。

(1) 学校教育法（昭和22年法律第26号）第１条に規定する学校の教員

(2) 教育委員会の指導主事等

(3) 前２号に準ずる外国人の研究者等

(4) その他センター長が適当と認めた者

（運営委員会）

第８条 センター長の諮問に応じ学校実践センターの運営に関する重要事項を審議するた

め，学校教育実践研究センター運営委員会（以下「委員会」という。）を置く。

２ 委員会の組織及び運営等に関し必要な事項は，別に定める。

（事務の処理）

第９条 学校実践センターに関する事務は，学務部教育支援課において処理する。

（細則）

第１０条 この規則に定めるもののほか，学校実践センターに関し必要な事項は，センタ

ー長が別に定める。

附 則

この規則は，平成16年４月１日から施行する。

附 則

この規則は，平成17年４月１日から施行する。

附 則

この規則は，平成19年４月１日から施行する。

附 則

１ この規則は，平成20年４月１日から施行する。

２ 上越教育大学実技教育研究指導センター規則（平成16年規則第31号）は，廃止する。



○上越教育大学学校教育実践研究センタ
ー使用要項

平成20年５月13日
学校教育実践研究（セ ン タ ー 長 裁 定）

上越教育大学学校教育実践研究センター使用要項
（趣旨）

第１条 この要項は，上越教育大学学校教育実践研究センター規則（平成16年規則第27号）
第10条に基づき，上越教育大学学校教育実践研究センター（以下「学校実践センター」
という。）職員以外の者の学校実践センターの使用に関し必要な事項を定める。
（使用者の範囲）

第２条 学校実践センター職員以外の者で，学校実践センターを使用できる者は，次の各
号に掲げる者とする。
(1) 国立大学法人上越教育大学の役員及び職員
(2) その他上越教育大学学校教育実践研究センター長（以下「センター長」という。）
が適当と認める者
（使用日時）

第３条 学校実践センターを使用できる日時は，日曜日，土曜日，国民の祝日に関する法
律（昭和23年法律第178号）に規定する休日及び12月29日から翌年１月３日までの間を
除いた日の９時から17時までとする。

２ センター長は，必要があると認めるときは，前項に規定する使用日時を臨時に変更す
ることができる。
（使用手続）

第４条 学校実践センターを使用しようとする者は，次の各号に定めるところにより申請
し，許可を受けなければならない。
(1) 第２条１号に規定する者 原則として使用予定日の１ヶ月前までに，別記第１号様

式の学校教育実践研究センター使用願をセンター長に提出
(2) 第２条２号に規定する者 国立大学法人上越教育大学不動産貸付事務取扱細則（平

成16年細則第９号）に定める固定資産貸付許可申請書を学長に提出
（遵守事項）

第５条 使用を許可された者（以下「使用者」という。）は，次の各号に掲げる事項を遵
守しなければならない。
(1) 許可を受けた使用目的以外の用途に使用しないこと。
(2) 火気の取扱いに注意すること。
(3) 施設，設備及び備品（以下「施設等」という。）の保全に留意すること。
(4) この要項及び使用許可の条件に違反しないこと。
(5) その他職員等の指示事項に従うこと。
（損害賠償）

第６条 使用者は，故意又は過失により施設等を汚損し，損傷し，又は紛失したときは，
その原状回復に要する費用を弁償しなければならない。
（その他）

第７条 この要項に定めるもののほか，この要項に関し必要な事項は，センター長が別
に定める。

附 則
この要項は，平成20年5月13日から施行する。

別添資料12－３－①－２　「上越教育大学学校教育実践研究センター使用要項 
　　　　　　　　　　　　　　　　（平成20年５月13日学校教育実践研究センター長裁定）」



○上越教育大学情報メディア教育支援

センター規則

平成16年４月１日

（規 則 第 2 9 号）
改正 平成19年３月１日規則第７号

改正 平成20年３月21日規則第６号

上越教育大学情報メディア教育支援センター規則

（趣旨）

第１条 この規則は，国立大学法人上越教育大学学則(平成16年学則第１号)第10条第２項

の規定に基づき，上越教育大学情報メディア教育支援センター（以下「情報メディアセ

ンター」という。）に関し必要な事項を定める。

（目的）

第２条 情報メディアセンターは，上越教育大学（以下「本学」という。）の情報処理シ

ステム及び学内ネットワーク（以下「センターシステム」という。）を整備するととも

に情報セキュリティを確保し，その円滑な管理・運用を図り，教育・研究，管理・運営

業務等に資するほか，大学運営に係る情報化を総合的に推進することを目的とする。

（業務）

第３条 情報メディアセンターは，次の各号に掲げる業務を行う。

(1) 本学のセンターシステムその他情報処理基盤の整備及び管理・運用に関すること。

(2) 情報セキュリティの確保に関すること。

(3) 全学における学術研究，情報処理教育及び事務処理のための利用に関すること。

(4) 学術情報の利用及び提供に関すること。

(5) 国立情報学研究所とのネットワーク及び事務連絡に関すること。

(6) 情報教育の推進に係る研究開発に関すること。

(7) その他情報メディアセンターの目的を達成するために必要な業務に関すること。

（組織）

第４条 情報メディアセンターは，次の各号に掲げる職員をもって組織する。

(1) 情報メディア教育支援センター長（以下「センター長」という。）

(2) 情報メディアセンターに兼務する教員（以下「兼務教員」という。）

(3) その他必要な職員

２ 前項第２号に掲げる兼務教員は，国立大学法人上越教育大学の教員のうちから学長が

命ずるものとする。

（管理運営）

第５条 情報メディアセンターは，センター長が管理運営する。

（客員研究員）

第６条 情報メディアセンターの教育研究を推進するため，他大学の教員等を招致するこ

別添資料12－３－①－２　「上越教育大学情報メディア教育支援センター規則（平成16年規則第29号）」



とができる。

２ 前項の規定により招致した者を客員研究員と称する。

（研究員）

第７条 情報メディアセンターが実施する各種事業及びプロジェクト研究を推進するた

め，学内及び学外の教員等を協力者とすることができる。

２ 前項の協力者を研究員と称する。

３ 第１項に規定する学外の教員等のうち研究員とすることができる者は，次の各号に掲

げる者とする。

(1) 学校教育法（昭和22年法律第26号）第１条に規定する学校の教員

(2) 教育委員会の指導主事等

(3) 前２号に準ずる外国人の研究者等

(4) その他センター長が適当と認めた者

（運営委員会）

第８条 センター長の諮問に応じ情報メディアセンターの運営に関する重要事項を審議す

るため，情報メディア教育支援センター運営委員会（以下「委員会」という）を置く。

２ 委員会の組織及び運営等に関し必要な事項は，別に定める。

（センターシステムの保守等）

第９条 センター長は，センターシステムの正常な運転を保持するため，定期にセンター

システムの調整及び点検の措置を講ずるものとする。

２ センター長は，端末機からの不当又は異常なアクセス並びに外部からの不正アクセス

を防止する機能を設けるよう適切な措置を講ずるものとする。

（情報メディアセンターの保安措置等）

第１０条 センター長は，情報メディアセンターにおける火災その他の災害及び盗難（以

下「事故」という。）を防止するために必要な保安措置を講ずるものとする。

２ センター長は，情報メディアセンターにおいて事故が発生したときは，速やかに当該

事故の経緯及び被害状況を調査し，復旧のための措置を講ずるものとする。

（センターシステムの監視等の外部委託）

第１１条 センター長は，センターシステムの効率的な運用及び適正な管理を図るため，

センターシステムの監視，運用等について外部に委託することができる。

２ センター長は，センターシステムの監視，運用等を外部に委託するときは，善良なる

管理者の注意義務，秘密保持義務及び安全確保の義務を契約書に明記して行うよう措置

するほか，必要に応じ，データの取扱いに関する注意事項を覚書にして取り交わす等，

秘密保持等のための措置を講ずるものとする。

（派遣労働者）

第１２条 センター長は，センターシステムの監視，運用等に関し企業等の職員の派遣を

受けるときは，必要に応じ，派遣企業等の責任者及び当該派遣労働者の双方から秘密保

持等の適正な取扱いに関する誓約書を提出させる等，データの保護について適切な措置

を講ずるものとする。

（著作権の保護）

第１３条 センター長は，ソフトウェア等の使用に当たり著作権の保護を図るため，関係



法令，使用許諾契約の周知徹底を図る等適切な措置を講ずるものとする。

２ センター長は，ソフトウェア等の整備状況を把握するとともに，違法複製など著作権

を侵害する行為を防止するため，必要に応じて点検調査を行う等，適切な措置を講ずる

ものとする。

（利用者教育）

第１４条 センター長は，事故防止及び適正利用を期するため，利用者への教育を実施す

る等，適切な措置を講ずるものとする。

（事務の処理）

第１５条 情報メディアセンターに関する事務は，総務部企画室において処理する。

（細則）

第１６条 この規則に定めるもののほか，情報メディアセンターの運営に関し必要な事項

は，センター長が別に定める。

附 則

この規則は，平成16年４月１日から施行する。

附 則

この規則は，平成19年４月１日から施行する。

附 則

この規則は，平成20年４月１日から施行する。



○上越教育大学情報メディア教育支援

センター利用規程

平成16年４月１日

（規 程 第 9 0 号）
改正 平成20年３月21日規程第23号

上越教育大学情報メディア教育支援センター利用規程

（趣旨）

第１条 この規程は，上越教育大学情報メディア教育支援センター規則（平成16年規則第

29号）第14条の規定に基づき，上越教育大学情報メディア教育支援センター（以下「情

報メディアセンター」という。）の情報処理システム及び学内ネットワーク（以下「セ

ンターシステム」という。）の利用に関し必要な事項を定める。

（利用の目的）

第２条 センターシステムは，上越教育大学（以下「本学」という）における次の各号に

掲げる目的のために利用することができる。

(1) 学術研究及び教育

(2) 管理・運営

(3) 学生及び職員の福利厚生

(4) その他情報メディア教育支援センター長（以下「センター長」という。）が適当と

認めたもの

（利用者の範囲）

第３条 センターシステムを利用できる者は，次の各号に掲げる者とする。

(1) 役員，職員及び学生

(2) 私学研修員，専修学校研修員，公立高等専門学校研修員，公立大学研修員及び教員

研修センター研修員

(3) 客員研究員及び外国人研究者

(4) 附属学校の児童及び生徒

(5) その他センター長が適当と認めた者

２ 前項第１号の規定にかかわらず，非常勤講師にあっては，次の各号に掲げる要件を満

たす者に限り，センターシステムを利用することができる。ただし，利用期間は，授業

を実施している期間に限るものとする。

(1) 学校教育学部及び大学院学校教育研究科の非常勤講師にあっては，前期・後期のう

ち最低半期を通して授業を実施する者であること。

(2) 附属学校の非常勤講師にあっては，３学期の期間のうち最低１学期間を通して授業

を実施する者であること。

（休館日）

第４条 情報メディアセンターの休館日は，次の各号に掲げるとおりとする。

別添資料12－３－①－２　「上越教育大学情報メディア教育支援センター利用規程（平成16年規程第90号）」



(1) 日曜日及び土曜日

(2) 国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に規定する休日

(3) 12月28日から翌年１月４日まで

２ センター長が必要と認める場合は，前項に規定する休館日を臨時に変更し，又は同項

に規定するもののほか臨時に休館日を定めることができる。

３ センター長は，前項の規定に基づき，休館日を臨時に変更するときは，事前に利用者

にその旨を周知しなければならない。

（利用時間）

第５条 センターシステムは，保守若しくは障害等又は設置場所により別の定めがある場

合を除き，原則として常時使用することができる。

２ 前項の規定にかかわらず，情報メディアセンターが所管する教育情報訓練室１，教育

情報訓練室２，マルチメディア処理室，応用処理室及び情報演習自習室に設置する端末

機器等を利用することができる時間は，８時40分から17時00分までとする。

３ センター長が必要と認める場合は，前項に規定する利用時間を臨時に変更することが

できる。

４ センター長は，前項の規定に基づき，利用時間を臨時に変更するときは，事前に利用

者にその旨を周知しなければならない。

（利用手続）

第６条 センター長は，第３条第１項第１号に規定する役員及び職員に，電子メール用の

ユーザＩＤ及び初期パスワードその他必要事項（以下「ユーザＩＤ等」という。）を通

知するものとする。ただし，非常勤講師にあっては第３条第２項に規定する要件を満た

すものに限る。

２ 第３条第１項第１号に規定する学生並びに第３条第２号から第５号に掲げる者は，マ

ルチメディア処理室，応用処理室及び情報演習自習室を利用しようとするときは，指導

教員又は受入教員等（以下「指導教員」という。）に申し出て，その承認を得なければ

ならない。

３ 前項の申出を承認された者は，センター長に所定の申請を行い，その承認を得なけれ

ばならない。

４ センター長は，前項の申請を承認したときは，当該指導教員に，利用しようとする者

のユーザＩＤ等を通知するものとする。

（教育情報訓練室の利用）

第７条 教育情報訓練室１及び教育情報訓練室２については，授業等で専有していない場

合に限り，学生の個人利用（以下「オープン利用」という。）に供するものとする。

２ 前項に規定するオープン利用に当たっては，特段の手続を要しない。

（ホームページの開設）

第８条 第６条第１項及び第４項の規定に基づき，ユーザＩＤ等を付与された者（以下「利

用者」という。）は，ホームページを開設しようとするときは，センター長に所定の申

請を行い，その承認を得なければならない。

（センターシステム以外の端末機器等の接続）

第９条 利用者は，センターシステム外の端末機器等をセンターシステムに接続しようと



するときは，利用形態（パーソナルコンピューター等の端末接続，学外からの接続及び

サーバー設置）に応じて，センター長に所定の申請を行い，その承認を得なければなら

ない。

２ 前項の規定により承認を得て接続した端末機器等の利用については，この規程が適用

されるものとする。

３ 第１項の規定により承認を得て接続した端末機器等を廃止しようとするときは，セン

ター長に所定の届け出を行わなければならない。

（物品の貸与）

第１０条 利用者は，情報メディアセンターの物品を利用しようとするときは，センター

長に所定の申請を行い，その承認を得なければならない。

２ センター長は，利用者が貸与物品を故障させ，紛失し，又は期限までに返却しなかっ

たときは，以降の予約を取り消すことができる。

（経費の負担）

第１１条 利用者は，次の表に掲げる経費を負担しなければならない。ただし，第３条第

１項第１号に規定する学生並びに第３条第２号から第５号に掲げる者の利用に係る経費

は，利用申請時に届け出のあった支払責任者が負担するものとする。

事 項 負 担 内 容

外部システムとの接続 データベース等の検索，通信その他の計算機利用

に係る経費の全額

センターシステムの利用 用紙，トナー，フロッピーディスクその他の利用

に係る消耗品 に係る消耗品の全額

２ 前項の規定にかかわらず，センター長が特に必要と認めたときは，情報メディアセン

ターの予算の範囲内で，利用者が負担すべき経費の一部又は全部を免除することができ

る。

（ユーザＩＤ等）

第１２条 ユーザＩＤは，センターシステムを利用する際に利用者を特定するものであり，

特定のユーザＩＤによって行われた行為については，当該ユーザＩＤの交付を受けた利

用者が責任を負うものとする。

２ 利用者は，複数のユーザＩＤの交付を受けることができない。

３ 前項の規定にかかわらず，授業運営又は業務上必要な場合には，別途ユーザＩＤの交

付を受けることができる。ただし，このユーザＩＤが不要となったときは，直ちに情報

メディアセンターに返却しなければならない。

４ 利用者は，パスワードの管理に責任を負うものとする。

５ 利用者は，パスワードを自ら変更することができる。

（異常又は障害の通報）

第１３条 利用者は，センターシステムの異常又は障害並びにこの規程その他の学内諸規

則及び法令に反する利用者を発見した者は，直ちにセンター長に通報しなければならな

い。

（利用状況の報告等）

第１４条 センター長は，必要に応じて利用者に対し，センターシステムの利用に係る事



項について，報告を求めることができる。

２ 利用者は，センターシステムを利用して行った研究の成果を論文等により公表すると

きは，当該論文等にセンターシステムを利用した旨を明記するものとし，その論文等の

写しをセンター長に提出するものとする。

（サービスの停止）

第１５条 センター長は，保守又は障害等のため，センターシステムのサービス提供を停

止することができる。

（利用上の必要事項に係る広報）

第１６条 センター長は，前条の規定によるシステムの停止について，可能な限り２週間

前までに利用者に告知するものとし，事前に告知できない場合には，事後速やかの経緯

を報告するものとする。

２ 利用者は，前項の規定による告知，報告その他のセンターシステム利用上の必要事項

について情報メディアセンターのホームページで確認しなければならない。

（センターシステムの変更等）

第１７条 センター長は，一定の予告期間をもって利用者に周知することにより，何らの

責任を負うことなく，センターシステムの全部若しくは一部を変更，追加又は廃止する

ことができる。

２ センター長は，前項の規定に基づき，センターシステムを変更等するときは，一定の

期間を確保し，事前に利用者にその旨を通知しなければならない。

（端末機器等の切離し）

第１８条 センター長は，センターシステムに重大な支障を及ぼすおそれがあるときは，

その原因となる端末機器等をセンターシステムから切り離すことができる。

２ センター長は，前項の規定に基づき，当該端末機器等をセンターシステムから切り離

すときは，事前に当該利用者にその日時，期間及び再接続の条件等を通知しなければな

らない。ただし，緊急を要する場合には，この限りでない。

（ファイル情報の削除）

第１９条 センター長は，センターシステムのディスク容量に余裕が無くなる恐れのある

ときは，そのディスクに蓄積されている利用者の情報を消去することができる。

２ センター長は，前項の規定に基づき，利用者の情報を消去するときは，一定の期間を

確保し，事前に利用者にその旨を通知しなければならない。

（情報メディアセンターの免責）

第２０条 情報メディアセンターは，天災，事変その他の不可抗力により，利用者にセン

ターシステムを提供できないことに対し，一切の責任を負わないものとする。

２ 情報メディアセンターは，利用者がセンターシステムを利用することにより得た情報

等（コンピュータプログラムを含む。）について，その完全性，正確性及び有用性その

他何ら保証しないものとする。

３ 前項に規定する情報等のうち，情報メディアセンター以外の第三者による提供に係る

ものに起因して生じた利用者の損害等について，情報メディアセンターは一切の責任を

負わないものとする。

４ ユーザＩＤ等は，利用者の責任において管理及び使用するものとし，使用上の過誤又



は第三者による不正使用等について，情報メディアセンターは一切の責任を負わないも

のとする。

５ 利用者は，センターシステムの利用及びその結果について自ら一切の責任を負い，そ

れにより第三者に対して損害を与え，当該第三者から何らかの請求がなされ又は訴訟が

提起されたときは，自らの費用と責任において当該請求又は訴訟を解決するものとし，

本学及び情報メディアセンターを一切免責するものとする。

（センターシステムの維持）

第２１条 センター長は，センターシステムに障害が生じたときは，速やかに復旧しなけ

ればならない。

（個人情報の保護）

第２２条 センター長は，センターシステムの提供に関連して知り得た利用者の個人情報

（以下「個人情報」という。）を次の各号に掲げる場合を除き，利用者本人以外の第三

者に開示又は漏洩しないものとし，かつ，センターシステムのサービス提供のために必

要な範囲を超えて利用しないものとする。

(1) 個人情報を適切に管理するため，契約等により義務付けた業務委託先に対し，セン

ターシステムのサービス提供のために必要な業務を委託するために，個人情報を提供

する場合

(2) センターシステムのサービス向上等の目的で，個人情報を集計及び分析等する場合

(3) 前号の集計及び分析等で得られた情報を，個人を識別又は特定できない状態で開示

又は提供する場合

(4) 個人情報の利用に関する同意を求める目的で，利用者等に電子メール等を送付する

場合

(5) 裁判所の発する令状その他裁判所の判断に従い開示する場合

(6) その他任意に利用者等の同意を得た上で，個人情報を開示又は利用する場合

（禁止事項）

第２３条 利用者は，センターシステムの利用に当たって，次の各号に掲げる行為を行っ

てはならない。

(1) ユーザＩＤの第三者への譲渡又は貸与

(2) パスワードの第三者への開示

(3) プライバシー及び著作権等の法令に定める権利の侵害

(4) 学内ネットワークの運用に支障を及ぼすような行為

(5) 他者を詐称するような行為

(6) 営利を目的とした行為

(7) 不正な利用又はそれを助けるような行為

(8) 計算機資源を不当に占有又は浪費する行為

(9) 他者のプログラムやデータ等を改変又は破壊する行為

(10)その他法令及び社会慣行に反する行為

（利用上の指導）

第２４条 センター長は，センターシステムの適正利用の促進を目的として，随時利用者

に対して指導を行うことができる。



２ センター長は，前項に規定する指導に利用者が従わない場合は，利用の停止を含め当

該利用者によるセンターシステムの利用を制限することができる。

（罰則）

第２５条 センター長は，利用者がこの規程その他センターシステムの利用に係る学内諸

規則に違反し，又はセンターの運営に重大な支障を生じさせたときは，その内容に応じ

て次の各号の一に掲げる措置を講ずることができる。

(1) 警告

(2) 相当期間の利用停止

(3) 利用禁止

２ センター長は，利用者に前項第２号又は第３号の罰則を適用するときは，事前に当該

利用者にその期間及び利用再開の条件等を通知するものとする。ただし，緊急を要する

場合には，この限りでない。

（損害賠償）

第２６条 利用者は，故意又は過失により，センターシステムの設備・備品，ソフトウェ

ア，データ等を汚損し，損傷し，紛失し，又は滅失したときは，その原状回復に要する

費用を弁償しなければならない。

（細則）

第２７条 この規程に定めるもののほか，情報メディアセンターの利用に関し必要な事項

は，センター長が定める。

附 則

この規程は，平成16年４月１日から施行する。

附 則

この規程は，平成20年４月１日から施行する。



○上越教育大学情報メディア教育支援

センター教育情報訓練室等利用細則

平成16年４月１日

（細 則 第 2 6 号）
改正 平成20年３月21日細則第６号

上越教育大学情報メディア教育支援センター教育情報訓練室等利用細則

（趣旨）

第１条 この細則は，上越教育大学情報メディア教育支援センター利用規程（平成16年規

程第90号。以下「規程」という。）第27条の規定に基づき，上越教育大学情報メディア

教育支援センター（以下「情報メディアセンター」という。）が所管する教育情報訓練

室等の利用に関し必要な事項を定める。

（教育情報訓練室等の利用）

第２条 教育情報訓練室１及び教育情報訓練室２については，規程第７条第１項及び第２

項の定めるところにより，オープン利用することができる。

２ マルチメディア処理室，応用処理室及び情報演習自習室については，規程第６条第３

項の定めるところにより，情報メディア教育支援センター長（以下「センター長」とい

う。）の承認を得て利用するものとする。

（教育情報訓練室のオープン利用）

第３条 オープン利用は，原則として，学術研究及び教育を目的とするものに限るものと

する。

（利用期間）

第４条 教育情報訓練室等を利用できる期間は，次の各号に掲げるとおりとする。

(1) 職員は，在職期間中とする。

(2) 学生は，在学期間中とする。

(3) その他センター長が申請に基づき承認した期間

（遵守事項）

第５条 利用者は，教育情報訓練室等の利用に当たっては，次の各号に掲げる事項を遵守

しなければならない。

(1) センター長が利用を認めた情報処理機器以外の機器を操作してはならない。

(2) センター長の許可なく,センターシステムの設定を変更してはならない。

(3) センター長の許可なく,センターが管理するソフトウェアを複写してはならない。

(4) 情報メディアセンターが管理するソフトウェア以外のソフトウェアを使用するとき

は，事前にウイルスチェック等を実施し，安全を確認しなければならない。

(5) センター長が利用を禁止したソフトウェアを使用してはならない。

(6) ウイルスチェック等を事前に実施した安全な媒体を使用しなければならない。

(7) 機器の利用終了後は，パソコン本体の電源を切らなければならない。
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(8) プリンター等の印刷用紙は，各自用意しなければならない。

(9) 機器及びマニュアルを持ち出してはならない。

(10)ドアを開放したままにしてはならない。

(11)室内で飲食してはならない。

(12)室内環境を静粛かつ清潔に保たなければならない。

（ファイルのバックアップ）

第６条 利用者は，自らの責任において利用者ファイルをフロッピーディスク等の媒体に

バックアップし持ち帰らなければならない。

２ 端末機に保存されているデータは，利用時間終了後，毎日消去する。

３ 情報メディアセンターは，いかなる理由による利用者ファイルの破壊・喪失等につい

ても責任を負わないものとする。

（その他）

第７条 この細則に定めるもののほか，この細則の実施に関し必要な事項は，センター長

が定める。

附 則

この細則は，平成16年４月１日から施行する。

附 則

この細則は，平成20年４月１日から施行する。



○上越教育大学心理教育相談室規則

平成16年４月１日

（規 則 第 3 0 号）
改正 平成18年３月31日規則第４号

改正 平成19年３月22日規則第11号

改正 平成20年３月21日規則第６号

上越教育大学心理教育相談室規則

（趣旨）

第１条 この規則は，国立大学法人上越教育大学学則（平成16年学則第１号）第11条第２

項の規定に基づき，上越教育大学心理教育相談室（以下「相談室」という。）に関し必

要な事項を定める。

（目的）

第２条 相談室は，心理臨床に関わる相談（以下「相談」という。）に対する社会的要請

に応じるとともに，上越教育大学大学院学校教育研究科学校教育専攻臨床心理学コース

（以下「臨床心理学コース」という。）の学生等の心理臨床に関わる相談活動（以下「相

談活動」という。）に関する教育訓練を行い，もって心理臨床における実践的な教育及

びその研究の推進に寄与することを目的とする。

（業務）

第３条 相談室は，次の各号に掲げる業務を行う。

(1) 相談に関すること。

(2) 心理臨床及びその周辺領域に関わる学術調査・研究及びその成果の発表と刊行に関

すること。

(3) 臨床心理学の実践的活動とそれに基づく理論の体系化に関すること。

(4) 臨床心理学コースの臨床心理実習の指導に関すること。

(5) 学校及び地域社会などへのコンサルテーションに関すること。

(6) その他相談室に必要な業務に関すること。

２ 前項第１号に規定する相談に関し必要な事項は，別に定める。

（組織）

第４条 相談室は，次の各号に掲げる職員をもって組織する。

(1) 心理教育相談室長（以下「室長」という。）

(2) 心理教育相談室相談員（以下「相談員」という。）

(3) その他学長が必要と認めた者

２ 前項第２号に掲げる相談員は，国立大学法人上越教育大学（以下「本法人」という。）

の教員で臨床心理学コースに所属し，かつ，臨床心理士の資格を有する者のうちから学

長が兼務を命ずるものとする。ただし，学長が必要と認める場合には，臨床心理学コー

スに所属する者以外の者（学外者を含む。）で臨床心理士の資格を有する者を相談員と
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することができる。

（管理運営）

第５条 相談室は，室長が管理運営する。

（相談研修生）

第６条 臨床心理学コースに在籍する大学院学生及び学長が必要と認めた研究生等を相談

研修生とする。

２ 相談研修生は，上越教育大学の定める臨床心理実習の指導を受けるとともに，相談員

が行う相談活動の補助業務を行うものとする。

（運営委員会）

第７条 室長の諮問に応じ相談室の運営に関する重要事項を審議するため，心理教育相談

室運営委員会（以下「委員会」という。）を置く。

２ 委員会の組織及び運営等に関し必要な事項は，別に定める。

（事務の処理）

第８条 相談室に関する事務は，学務部研究連携室において処理する。

（細則）

第９条 この規則に定めるもののほか，相談室に関し必要な事項は，室長が別に定める。

附 則

１ この規則は，平成16年４月１日から施行する。

２ この規則の施行日の前日において，上越教育大学大学院学校教育研究科学校教育専攻

発達臨床コース臨床心理学分野の学生として在学中の者については，第２条，第３条及

び第７条の規定にかかわらず，この規則の施行日において，なお従前の例による。

附 則

この規則は，平成18年４月１日から施行する。

附 則

この規則は，平成19年４月１日から施行する。

附 則

この規則は，平成20年４月１日から施行する。



○上越教育大学心理教育相談室利用細則

平成16年４月１日

（ ）細 則 第 ７ 号

平成19年３月22日細則第19号改正

上越教育大学心理教育相談室利用細則

（趣旨）

この細則は，上越教育大学心理教育相談室規則（平成16年規則第30号。以下「規第１条

則」という。）第10条の規定に基づき，相談研修生の上越教育大学心理教育相談室（以

下「相談室」という ）の利用に関し必要な事項を定める。。

（利用の手続）

相談研修生が，相談室の施設，設備及び備品（以下「施設等」という ）を利用第２条 。

し，心理臨床に関わる臨床活動に従事するときは，別記第１号様式の心理教育相談室利

用申請書を心理教育相談室（以下「室長」という ）に提出し，その許可を受けなけれ。

ばならない。

２ 室長は，前項の申請が適当であると認めるときは，別記第２号様式の心理教育相談室

利用許可書を当該申請者に交付するものとする。

３ 施設等の利用期間は，利用を許可する当該年度内とする。

（利用状況の報告）

利用の許可を受けた相談研修生（以下「利用者」という ）は，施設等の利用状第３条 。

況について室長から報告を求められたときは，直ちに報告しなければならない。

（利用の停止等）

室長は，次の各号の一に該当すると認めるときは，施設等の利用を一定の期間停第４条

止し，又は利用の許可を取り消すことができる。

(1) 利用者がこの細則に違反したとき。

(2) 利用者が室長の指示に従わないとき。

(3) 相談室の運営に重大な支障を生じさせたとき。

（施設等保全の義務）

利用者は，施設等を常に良好な状態に保つよう努めなければならない。第５条

（守秘義務）

利用者は，規則第７条第２項に規定する相談員の行う相談活動の補助業務（以下第６条

「補助業務」という ）を行うときは，相談者等のプライバシーや名誉その他の人権を。

尊重するとともに，知り得た秘密を他に漏らしてはならない。

（損害賠償等）

利用者は，故意又は過失により施設等を汚損し，損傷し，又は紛失したときは，第７条

その原状回復に要する費用を弁償しなければならない。

（その他）

， ， 。第８条 この細則に定めるもののほか この細則に関し必要な事項は 室長が別に定める
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附 則

この細則は，平成16年４月１日から施行する。

附 則

この細則は，平成19年４月１日から施行する。



（第２条関係）別記第１号様式

心 理 教 育 相 談 室 利 用 申 請 書

年 月 日

上越教育大学心理教育相談室長 殿

施設等を下記のとおり利用したいので，申請します。

記

区 分 申 請 者

所 属 □ 本学大学院学生

□

相談研修生 学籍番号 □

氏 名
ふ り が な

研 修 歴

相談に関わ

る職務歴

関 連 資 格

指導担当者（相談員）記入欄

上記の利用者を責任を持って指導いたします。
指導担当者

氏 名

希 望 種 別

（注） 指導担当者氏名の記入は，署名（本人自署）又は記名押印のいずれかとする。

心理教育相談室記入欄

種 別

利 用 期 間 年 月 日 ～ 年 月 日



（第２条関係）別記第２号様式

心 理 教 育 相 談 室 利 用 許 可 書

年 月 日

上越教育大学心理教育相談室長



下 記 の と お り 施 設 等 の 利 用 を 許 可 し ま す 。

記

区 分 利 用 者

所 属

相 談 研 修 生 学籍番号

氏 名
ふ り が な

利 用 期 間 年 月 日 ～ 年 月 日

１ 上越教育大学の学内規則等を遵守すること。

２ 補助業務に当たるときは，相談者等のプライバシーや名誉その他

の人権を尊重するとともに，知り得た秘密を他に漏らしてはならな
遵 守 事 項

い。

３ 補助業務に当たるときは，室長に経過及び中断，終結について報

告すること。



○上越教育大学大学会館利用規程

平成16年４月１日（ ）規 程 第 7 8 号

上越教育大学大学会館利用規程

（趣旨）

この規程は，上越教育大学大学会館（以下「大学会館」という ）の利用につい第１条 。

て必要な事項を定める。

（目的）

大学会館は，上越教育大学（以下「本学」という ）の学生及び職員等の福利厚第２条 。

生に資するとともに，学生の課外活動の促進に寄与することを目的とする。

（管理運営）

大学会館は，学長が管理運営する。第３条

２ 大学会館の管理運営に関する事項は，学生委員会において審議する。

（利用者の範囲）

大学会館を利用できる者は，次の各号に掲げる者とする。第４条

(1) 学生

(2) 役員及び職員

(3) 本学が主催し，若しくは共催し，又は後援する行事等の出席者

(4) その他学長が適当と認めた者

（利用日時）

大学会館の利用時間は，９時から20時までとする。第５条

２ 日曜日，土曜日，国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に規定する休日

及び12月28日から翌年１月４日までの間は，休館日とする。

３ 大学会館における食堂等の利用時間，営業日等は，前２項の規定にかかわらず，別に

定める。

４ 学長は，必要があると認めたときは，前３項に規定する利用時間又は休館日を臨時に

変更することができる。

（利用手続）

集会室等の施設を利用しようとする者は，上越教育大学学生規則（平成16年規則第６条

第23号）第37条に規定する施設等使用願を学長に提出し，その許可を受けなければなら

ない。

（利用許可の取消し）

学長は，利用者がこの規程その他学内規則等に違反し，又は利用許可の条件に違第７条

反したときは，利用の許可を取消し，又は利用を中止させることができる。

（遵守事項）

利用者は，次の各号に掲げる事項を遵守しなければならない。第８条

(1) 目的以外の用途に利用しないこと。

(2) 利用場所及び周辺の静穏な秩序を乱さないこと。
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(3) 喫煙その他火気の取扱いを慎重にし，火災予防に留意すること。

(4) 設備及び備品の保全に留意すること。

(5) その他係員の指示事項を厳守すること。

（損害賠償）

利用者が，故意又は過失により施設等を汚損し，損傷し，又は紛失したときは，第９条

その原状回復に要する費用を弁償しなければならない。

（事務の処理）

大学会館に関する事務は，学務部学生支援課において処理する。第１０条

（細則）

この規程に定めるもののほか，この規程の実施に関し必要な事項は，学長が別第１１条

に定める。

附 則

この規程は，平成16年４月１日から施行する。



○上越教育大学課外活動共用施設使用規
程

平成16年４月１日（ ）規 程 第 7 9 号

上越教育大学課外活動共用施設使用規程

（趣旨）

この規程は，上越教育大学課外活動共用施設（以下「共用施設」という ）の使第１条 。

用について必要な事項を定める。

（目的）

共用施設は，上越教育大学（以下「本学」という ）の学生の課外活動を促進す第２条 。

ることを目的とする。

（管理運営）

共用施設は，学長が管理運営する。第３条

２ 共用施設の管理運営に関する事項は，学生委員会において審議する。

（使用者の範囲）

共用施設を使用できる者は，上越教育大学課外活動団体認定，運営等要項（平成第４条

） （ 「 」 。）16年学長裁定 第２項の規定に基づき認定を受けた課外活動団体 以下 団体 という

とする。

２ 前項の規定にかかわらず，学長が適当と認めるときは，その他の者についても使用さ

せることができる。

（使用日時）

共用施設を使用できる日時は，12月27日から翌年１月４日までの間を除いた日の第５条

９時から20時までとする。ただし，学長が特に必要と認める場合は，この限りでない。

（使用許可期間）

共用施設の使用の許可期間は，当該年度限りとする。第６条

（使用手続）

共用施設の使用を希望する団体は，別記様式の課外活動共用施設使用願（以下第７条

「使用願」という ）を学長に提出し，その許可を受けなければならない。。

２ 共用施設の使用を許可された団体（以下「使用者」という ）が，次年度も引き続き。

共用施設の使用を希望するときは，毎年２月末日までに使用願を学長に提出し，その許

可を受けなければならない。

（使用の中止）

使用者は，共用施設の使用を中止しようとするときは，速やかに学長に届け出な第８条

ければならない。

（使用許可の取消し等）

学長は，次の各号の一に該当すると認めるときは，共用施設の使用許可を取り消第９条

し，又は使用を中止させることができる。
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(1) 使用願に虚偽の記載があったとき。

(2) 使用目的を変更して共用施設を使用したとき，又は転貸したとき。

(3) 団体の解散その他の理由によって使用を許可する必要がなくなったとき。

(4) 使用者がこの規程又は使用許可の条件に違反したとき。

(5) 共用施設の整備，補修その他必要があると認めるとき。

（遵守事項）

使用者は，次の各号に掲げる事項を遵守しなければならない。第１０条

(1) 火気の取扱いに注意すること。

(2) 施設，設備及び備品（以下「施設等」という ）の保全に留意すること。。

(3) この規程及び使用許可の条件に違反しないこと。

(4) その他職員等の指示事項に従うこと。

（損害賠償）

， ， ， ，第１１条 使用者は 故意又は過失により施設等を汚損し 損傷し 又は紛失したときは

その原状回復に要する費用を弁償しなければならない。

（事務の処理）

共用施設の使用等に関する事務は，学務部学生支援課（以下「学生支援課」と第１２条

いう ）において処理する。。

２ 共用施設の鍵は，学生支援課において管理する。

（細則）

この規程に定めるもののほか，この規程の実施に関し必要な事項は，学長が別第１３条

に定める。

附 則

この規程は，平成16年４月１日から施行する。



（第７条関係）別記様式

課外活動共用施設使用願

年 月 日

上越教育大学長 殿

課外活動団体名

代表責任者

所 属

学 年

学籍番号

氏 名

下記のとおり課外活動共用施設を使用したいので，許可くださるようお願いします。

記

使 用 期 間 年 月 日～ 年 月 日

使 用 予 定 人 員

使 用 目 的

顧 問 教 員 氏名

（注）１ 構成員名簿を添付すること。

２ 顧問教員氏名の記入は，署名（本人自署）又は記名押印のいずれかとする。



○上越教育大学体育施設使用規程

平成16年４月１日（ ）規 程 第 8 0 号

上越教育大学体育施設使用規程

（趣旨）

この規程は，上越教育大学（以下「本学」という ）の体育施設の使用について第１条 。

必要な事項を定める。

（定義）

この規程において，次の各号に掲げる用語の意義は，当該各号に定めるところに第２条

よる。

(1) 体育施設 体育館，柔・剣道場，ダンス室，トレーニング室，陸上競技場（サッカ

ー場を含む ，テニスコート，野球場及びプールをいう。。）

(2) 課外活動団体 上越教育大学課外活動団体認定，運営等要項（平成16年学長裁定。

以下「要項」という ）第２項の規定により認定を受けたものをいう。。

(3) 課外活動団体会議 要項第８項に規定するものをいう。

（使用目的）

体育施設は，次の各号に掲げる目的に使用するものとする。第３条

(1) 本学の授業，研究活動及び本学が主催する行事（以下「授業等」という ）。

(2) 本学の学生の課外活動

(3) 国立大学法人上越教育大学の役員及び職員の福利厚生活動

(4) その他学長が適当と認めるもの

（使用者の範囲）

体育施設を使用できる者は，次の各号に掲げる者とする。第４条

(1) 学生

(2) 役員及び職員

(3) 本学が主催する行事の参加者

(4) その他学長が適当と認める者

（使用日時）

体育施設（プールを除く ）を使用できる日時は，12月27日から翌年１月４日ま第５条 。

での間を除いた日の８時30分から20時までとする。

２ プールにおける使用日時については，別に定める。

３ 学長は，必要があると認めるときは，前２項に規定する使用日時を臨時に変更するこ

とができる。

（使用手続）

第３条第２号から第４号までに規定する目的で体育施設を使用しようとする者第６条

は，使用予定日の14日前から３日前までの間に別記様式の体育施設使用願（以下「使用

願」という ）を学長に提出し，その許可を受けなければならない。。

２ 前項の規定にかかわらず，課外活動団体が，その活動のために体育施設を長期間にわ
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たって使用しようとする場合は，当該期間における使用計画を作成し，課外活動団体会

議において調整を経て，所定の期日までに使用願を学長に提出し，その許可を受けなけ

ればならない。

（使用の特例）

学生，役員及び職員は，体育施設を授業等に使用する計画がなく，かつ，前条の第７条

許可を受けた者がいないときは，使用当日において学務部学生支援課に届け出ることに

より，体育施設を一時的に使用できるものとする。

（使用日時等の変更等）

体育施設の使用を許可された者（以下「使用者」という ）は，使用の日時等を第８条 。

， ， 。変更し 又は使用を中止しようとするときは 速やかに学長に申し出なければならない

（使用許可の取消し等）

学長は，次の各号の一に該当すると認めるときは，体育施設の使用許可を取り消第９条

し，又は使用を中止させることができる。

(1) 第６条の規定により使用を許可した後において，授業等に使用する必要が生じたと

き。

(2) 使用願に虚偽の記載があったとき。

。 。(3) 使用者がこの規程又は使用許可の条件に違反したとき

(4) 体育施設の整備，補修その他必要があると認めるとき。

（遵守事項）

使用者は，次の各号に掲げる事項を遵守しなければならない。第１０条

(1) 許可を受けた使用目的以外の用途に使用しないこと。

(2) 火気の取扱いに注意すること。

(3) 施設，設備及び備品（以下「施設等」という ）の保全に留意すること。。

(4) この規程及び使用許可の条件に違反しないこと。

(5) その他職員等の指示事項に従うこと。

（損害賠償）

， ， ， ，第１１条 使用者は 故意又は過失により施設等を汚損し 損傷し 又は紛失したときは

その原状回復に要する費用を弁償しなければならない。

（細則）

この規程に定めるもののほか，この規程の実施に関し必要な事項は，学長が別第１２条

に定める。

附 則

この規程は，平成16年４月１日から施行する。



（第６条関係）別記様式

体 育 施 設 使 用 願

年 月 日

上越教育大学長 殿

団 体 名

代表責任者

所 属

学 年

学籍番号

氏 名

下記のとおり体育施設を使用したいので，許可くださるようお願いします。

記

使 用 体 育 施 設

使 用 期 間

（年月日（曜 ・時間））

使 用 人 員

使 用 目 的

使 用 責 任 者

氏名
顧 問 教 員 又 は

指 導 教 員

（注） 顧問教員又は指導教員氏名の記入は，署名（本人自署）又は記名押印のい

ずれかとする。



（上越教育大学基礎資料　平成21年度）

１　図 書 館
　（１）　蔵　　書
　　①　図書数の推移

和　　書 洋　　書 計
購入 173,525 44,968 218,493
寄贈 36,421 4,703 41,124
製本 22,650 16,978 39,628

その他 5,233 2,137 7,370
計 237,829 68,786 306,615

購入 4,159 630 4,789
寄贈 2,707 145 2,852
製本

受入小計 7,641
その他 -1,217 -237 -1,454

計 5,649 538 6,187
購入 4,520 803 5,323
寄贈 2,603 94 2,697
製本

受入小計 8,020
その他 -907 -49 -956

計 6,216 848 7,064
購入 3,540 457 3,997
寄贈 1,843 107 1,950
製本 640 221 861

受入小計 6,808
その他 -780 -66 -846

計 5,243 719 5,962
購入 2,743 508 3,251
寄贈 1,532 208 1,740
製本 375 279 654

受入小計 5,645
その他 -145 -41 -186

計 4,505 954 5,459
購入 188,487 47,366 235,853
寄贈 45,106 5,257 50,363
製本 23,665 17,478 41,143

その他 2,184 1,744 3,928
計 259,442 71,845 331,287

※　－は廃棄分
　　②　受入雑誌種類数

和　　書 洋　　書 計
購入 508 323 831
寄贈 820 20 840
計 1,328 343 1,671

購入 405 218 623
寄贈 1,379 94 1,473
計 1,784 312 2,096

購入 390 283 673
寄贈 1,368 122 1,490
計 1,758 405 2,163

購入 382 261 643
寄贈 283 21 304
計 665 282 947

購入 356 179 535
寄贈 317 17 334
計 673 196 869

平成20年度

区　　　　分

昭和56年度
～

平成16年度

平成１７年度

平成１8年度

平成１９年度

平成20年度

累計

区　　　　分

平成16年度

平成17年度

平成18年度

平成19年度
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（上越教育大学基礎資料　平成21年度）

（２）年度別利用状況

備 考

利用対象者数 学部学生 674 人 674 人 688 人 659 人 710 人 704 人

院 生 等 553 483 537 719 688 700

職 員 318 316 312 423 424 430

計 1,545 1,473 1,537 1,801 1,822 1,834

開館日数 288 日 282 日 321 日 345 日 352 日 349 日

（総時間数） 3,098 時 3,027 時 3,278 時 3,489 時 3,535 時 3,490 時

うち時間外開館日数 225 日 223 日 265 日 290 日 299 日 293 日

（総時間数） 1,161 時 1,165 時 1,414 時 1,555 時 1,595 時 1,571 時

入館者総数 91,923 人 88,451 人 86,020 人 93,771 人 96,010 人 100,474 人

うち時間外入館者数 20,045 22,973 25,455 27,411 28,229 30,145

オンライン蔵書目録

（ＯＰＡＣ）アクセス件数 221,014 件 137,396 件 127,072 件 137,578 件 203,905 件 181,510 件

館外貸出人数 学部学生 6,110 人 5,473 人 5,240 人 5,694 人 4,216 人 3,981 人

院 生 等 12,801 9,840 11,475 14,240 9,859 10,431

職 員 1,760 1,572 1,843 2,050 1,921 1,809

計 20,671 16,885 18,558 21,984 15,996 16,221

館外貸出冊数 学部学生 11,879 冊 10,763 冊 11,080 冊 10,364 冊 9,395 冊 8,420 冊

院 生 等 29,506 23,415 31,592 29,742 29,071 26,737

職 員 3,700 3,613 4,235 3,981 4,055 4,245

計 45,085 37,791 46,907 44,087 42,521 39,402

学生当たり 学部学生 17.6 16.0 16.1 15.7 13.2 12.0

貸出冊数 院 生 等 53.4 48.5 58.8 41.4 42.3 38.2

文献複写受付 2,729 件 3,132 件 3,598 件 3,396 件 3,272 件 6,914 件

参考業務 文献所在調査 296 495 481 657 669 717

事 項 調 査 42 57 36 89 86 72

利 用 指 導 678 1,153 1,242 1,252 1,253 1,386

計 1,016 1,705 1,759 1,998 2,008 2,175

文献複写 受 付 3,181 2,450 2,331 2,381 2,280 2,310

依 頼 3,303 2,510 2,591 3,385 2,966 2,965

相互貸借 貸 出 650 493 391 474 474 479

借 受 401 253 278 302 368 386

平成20年度

貸

出

業

務

参

考

業

務

相
互
協
力

区 分 平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度



大学名 学生数 所蔵雑誌 貸出数
学生1人あたり
貸出数

学生1人あたり
所蔵雑誌数

北海道教育大学 5975 29334 66000 11.05 4.91

宮城教育大学 1784 5797 22000 12.33 3.25

東京学芸大学 6314 11384 77000 12.20 1.80

上越教育大学 1404 4568 39000 27.78 3.25

愛知教育大学 4267 10233 46000 10.78 2.40

京都教育大学 2012 5506 22000 10.93 2.74

大阪教育大学 4964 9510 63000 12.69 1.92

兵庫教育大学 1674 3731 30000 17 92 2 23兵庫教育大学 1674 3731 30000 17.92 2.23

奈良教育大学 未回答

鳴門教育大学 1080 5980 29000 26.85 5.54

福岡教育大学 3236 9121 29000 8.96 2.82

10大学平均値→　　 15.15 3.09
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